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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　そこはとても恐おそろしい森。怪かい物ぶつの木が蠢うごめく、怪物の森。怪物の木はとても大きく、強く、獣けものとあらばなんでも食べてしまいます。あまりにもたくさん食べるので、森にいる動物全部が食べられてしまうほどです。




　怪物の木はこう思っていました。

「俺様はとても凄すごい。身体からだは頑がん丈じようで、大きな葉っぱと枝は太陽も隠かくしてしまう。俺様の実を食べた奴やつは熊くまでも死ぬ。怒おこれば誰だれでも震ふるえ上がる。笑い声を聞かせるだけで鳥も落ちる。俺様はとても強い」

　ですが怪物の木にも不満はありました。

「だがこの根というやつはどうしたことだ。これがあるせいで俺様は地面に縛しばり付けられている。根っこさえなければ、俺様は世界の隅すみ々ずみまで歩いていって、動物という動物を一匹ぴき残らず食べてしまうのに」




　ある時、通りかかった犬を見て、怪物の木はすぐにも食べようと枝を伸のばし、口を広げました。しかしながら良いことを思いついて枝を引っ込め、口からは牙きばの代わりに笑え顔がおと挨あい拶さつを出しました。

「やあ、そこの犬。お前は穴を掘ほれるだろう。ならば俺の根っこを掘り返すのだ」

　ですが犬は賢かしこいので、そんなことには騙だまされません。

「嫌いやです、怪物よ。あなたを地面から掘り返したら、あなたは世界中の動物を食べてしまうでしょう」

「ウーム、それはそうだ。だがこう約束してやろう。俺様がお前を食べたら、お前を俺様の葉っぱの一枚としてやる。お前は俺様といっしょにずっと生きられる。そしてお前も不死身の怪物の木となるのだ」

「なんと素す晴ばらしいお話か。それならば掘りましょう。あなたを自由にしてさしあげましょう」




　こうして怪物の木は自由になりました。まず犬を食べ、そして旅に出ます。怪物は思うままに動き回り、次々と動物たちを食べていきました。




　驚おどろいたのは世の動物たちです。大変なことになりました。このままではみんな食べられてしまいます。急いで、自分たちを助けてくれる神様のところに集まりました。




「神様、神様。恐ろしい怪物の木が自由になりました。このままでは全部が全部、食べ尽つくされてしまいます」

「なんと、恐ろしや。あの怪物の木はパルクライツの森に縛られて、二度と出てくるはずがなかったのに。これは木の神に掛かけ合ってみるしかあるまいて」

　というわけで神様は、動物たちを引き連れて木の神様に会いに行きます。

　動物の神様と木の神様は、ずっと仲良くやってきました。お互たがいに助け合い、お互いなしには生きていけないほど仲が良かったのです。これは初めての喧けん嘩かになりました。

「あのような怪物の木があるのは、動物のためにならない」

　動物の神様がそう言えば、木の神様はこう言い返します。

「だが怪物の木を動けるようにしたのは動物ではないか。動物が怪物の木を利用しようとしたのだから、怪物の木は必要だったのだ」

　喧嘩は三日三晩続いて、こういうことになりました。




「怪物の木など、いなかったことにする。動物がそれを忘れている限りは。動物はそれを忘れることなきよう」




　一件落着し、動物たちは安全になりました。怪物の木はもういないのです。

　ですが、はて、動物たちは後になって疑問に思いました。

　自分たちは、それを忘れれば良いのでしょうか。覚えていれば良いのでしょうか？
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「で！　これのどこが不死秘法なんだよ！」

「……まあ近いものではあるんじゃないかな」

　憎にくらしいほど落ち着き払はらったブリアンの返答に、シャンクは返す言葉もなく……というよりそんな暇ひまもなく、押し寄せる腐ふ肉にくの群にわずかな隙すき間まを見つけて飛び出した。とはいえ抜ぬけ出たそこもまた状じよう況きようは変わらず、つまるところこの狭せまい洞どう窟くつ内、どこもかしこも動き回る死体に溢あふれているのである。見た目もアレだが臭においもたまったものではない。

　洞窟はかなりの広さがある。不死秘法を求める魔法使いシーカーが実験のために造ったものだろうから、必要なだけの容積はあるのだろう。二階建ての建物くらいならばすっぽり収まりそうな洞窟に、何十もの死体が好き勝手動き回っている。壁へき面めん剝むき出しの洞窟は、入り口の他ほかはほぼ円形の広間のようになっており、死体の群の中央には台座に据すえられた一ひと抱かかえほどの透とう明めいな球体が蒼あお白じろい輝かがやきを放っていた。

「多分、あの光に触ふれている限り死体は動けるんだ。腐くさってるからあんまり大した行動もできないみたいだけど」

　肩かたの上で吞のん気きに、黒くろ猫ねこが言ってくる。シャンクは忙せわしなく身を翻ひるがえし、マントの内側からスプリング・ガンの銃じゆう口こうを差し出した。引き金を絞しぼると飛び出した弾だん丸がんが眼前の死体を跳はね飛ばす。残弾のない銃を留め具にもどし、シャンクはこじ開けた隙間に飛び込んだ。

　目指す台座まで、次し第だいに近づいてきている。

「不死秘法の噂うわさを聞いて近づいてきた馬ば鹿か者を死体が仲間に引き入れて、こんな状態になったんだろうね。ところでこの装置は完全にハズレだったわけだけど、なんで近づこうとしてんのかな」

「止めないとこれからも犠ぎ牲せい者が出るだろ！」

　邪じや魔まな死体を二体ほど蹴け飛とばし、そのために足を止めていてはきりがないと気づいてまた横に跳とぶ。

　と、ブリアンの呆あきれ声が耳元に聞こえた。

「そんなこったろうと思ったよ」

　明らかに無む駄だなことだと思っているのだろう。声には魔法使いらしい侮ぶ蔑べつがありありとうかがえる。

「で、どうやって止める気？」

「……どうやって止めたらいいんだ？」

　そういえば考えていなかったと気づき訊たずね返す。台座は高さだけでも背せ丈たけの二倍くらいはあって、壊こわすにもそう簡単にはいきそうにない。

　摑つかみかかってくる死体の腕うでをかわし、地面につまずき体勢を下げたその死体の背中を踏ふみ越こえ、跳ちよう躍やくして前進する。近づくにつれて球体の光は強さを増して見える。静かだがどこか禍まが々まがしい、あたかも月光を模したような光である。

　激しく動き回る彼の肩に乗り、器用にバランスを取っている黒猫は、やはり呆れながら体勢を変えたようだった。四し肢しを伸のばし、台座の球体へと鼻先を向けて。

「布かなにかで光を遮さえぎってやるだけでもいいんだろうけどね。でも根本的な解決を目指すなら……」

　呪じゆ文もんを唱え始める。

　その瞬しゆん間かん。シャンクはなにかに足を摑まれた。なにかに、ではない。死体以外にはあり得ない。彼がスプリング・ガンで破は壊かいした死体の一部が、こんなところに落ちていたらしい。腕だけしかないその死体の切れ端はしが彼の足首を摑んで引っ張っていた。動きを封ふうじられ、なす術すべもなく転てん倒とうする中で声をあげる。

「ちょっと待……」

　だがブリアンは呪文を唱え終えている。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　爆ばく発はつが視界をふさいだ。




「うう……」

　気絶から回復し、彼女が真っ先に思い浮うかべたのは、これが途と方ほうもない恥はじだということだった。魔女は気絶などしない。苦痛を感じることもない。それが、かの月光館に生まれた者の性質である。

　だから実際に気絶し、しかも身体からだ中の痛みにうめくのは理り不ふ尽じんだとしか言えなかった。それでも意識の空白は短いものだったろう。せめてもの自尊心にかけて彼女はそう願った。こんな野原に全ぜん裸らで倒たおれて心細く震ふるえているなど、全能のムーンウォーカーたる魔女にはあるまじき失態ではないか……

（野原？）

　はたと気づいて頭を上げる。そこは紛まぎれもなく、だだっ広い平原だった。辺境のどのあたりなのか。視界に広がる全景と星々の位置から探さぐり出す。月は天頂にあった。予想通り……だか、願い通りだか、気を失っていたのは数秒ほどだったようである。だが、すっかり場所が変わっている。

　念のため見回す。白いマントの秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの姿はあるかどうか。ない。ひとまずは安あん堵どするが、すぐ不安も入り込んできた。つまり、はぐれてしまったのだ。あの馬鹿を死体の群に置き去りにしてしまった。

「痛っ！」

　胸を押さえ、彼女は身をよじった。内臓からだというのに、外から突つき刺さされたとしか思えない、鋭するどい痛み。

（まずい。この姿だと、気に掛かけるだけでも危険なのね）

　眠ねむり、痛み。そして場合によっては死や破は滅めつも。魔女とは無む縁えんとされるそれらの性質を引き起こしているのは、つまるところ魔女の誓ちかいに反するその思いだった。それは分かっている。普ふ段だんは呪まじないによって魔女ではないものに貶おとしめられたことで緩かん和わされているものの、魔女が誓いに反すれば死に至る苦痛は避さけられない。

　見み渡わたす限りの平野。夜風になびく草木の中に裸身を沈しずめ、彼女は目を閉じた。なんとか気を落ち着かせ、意識を別のことに向ける。気を失う最後の瞬間、なにが起こったのか。

　彼女は猫に見えなくもない例の姿で呪文を唱えていた。例のアレの肩の上で。彼女にしてみれば小手先の、つまらない呪文だ。いささか不安定な術ではあるが、彼女の手にかかれば失敗することなどまず考えられない。だがそれを役立たずの馬鹿が足を滑すべらせたかなにかで邪魔してくれて……

「呪文をかけそこねたのね」

　これもまた認めたくない失態ではあったが。

　風に流されて顔にかかっていた長い髪かみを手でどけ、身震いする。

「それでこんな遠くまで飛ばされてしまうなんて。贖いの呪文はこれだから、もう」

　どれほど簡単な術でも、いざ失敗すればどんな結果が待つのかは分からない。逆に初歩的、原始的な呪文ほど失敗の結果は読みにくいと言えた。真の魔ま力りよくへ至る道、つまり明確なムーンウォークから力を引き出すのとは違ちがい、魔力の出所がどこに繫つながっているのか分かったものではないからだ。無む邪じや気きな花の妖よう精せいから力を借りるつもりでいても、その妖精の祖先が恩を売ったことのある従兄いとこの友達の結けつ婚こん相手の親しん戚せきのさらに祖先に、もしかしたら毛むくじゃらの目玉悪魔がいるかもしれない。協力を要よう請せいされた目玉悪魔が泣きつく相手が、たまたま次元渦うずの大本に居座る煉れん獄ごくの大怪かい獣じゆうだったとすれば、術者はそれと知らずに返しきれない借りを作ってしまいかねないわけだ。

　しかしあの猫っぽい姿では、そんな信用ならない呪文に頼たよるしかない。魔女としての魔力とのつながりを断たたれた状態があの姿なのだから仕方ない。

　そろそろその姿にもどらねばならなかった。魔女の契けい約やくそのものは失われていないため、ほんの一時期だけであれば彼女は真の姿を取りもどせる。だがそれは契約の濫らん用ように他ほかならず、反動が激しい。ましてやそれによって使える魔女の力を他人の益にすれば罪の上うわ塗ぬりになってしまう。

　虚むなしさを嚙かみ締しめ、変へん貌ぼうを待つ。だが。

「…………？」

　流れ雲が月を隠かくし、そしてまた通り過ぎるほどの時間も待っただろうか。彼女は一向に変化しようとしない自分の身体を見下ろした。どうにもなっていない。黒い毛皮も、尻尾しつぽも、物を摑つかみにくい前まえ脚あしも現れない。

　風が吹ふき抜ぬける。むせび泣くような風音に彼女は……月光館の魔女シンシアルータは問いにでも答える心地ここちでつぶやいた。

「もどれない。呪いが……解けてる？」

　不思議とそれは、先ほどとは違う形で胸を刺す、絶望的な囁ささやきだった。
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　ウィックボルについてなにかを語るのは難しい。

　辺境の寒村であるというほかにはなにもない。それは、辺境にある似たような違う村と同じことだった。

　広大湖の縁ふちに、陸から生まれたというよりは、どちらかといえば流れ着いたかのように位置し、村人たちは湖に漁のための小こ舟ぶねを出してその収しゆう獲かくで生活している。そもそもこの湖には名めい称しようなどなかった。ウィックボルの住人にとってはこの湖がすべてであり、湖に名を付ける必要もなかったのである。

　でっかい湖、ただそれだけの意味で広大湖と地図に記されるこの湖は、まさしく広大である。村の漁師は、日の出の時刻に対岸が見えるかどうかで一日の吉きつ凶きようを占うらなう。対岸の山が水平線より上であれば、その日は無理をしてでも漁に出るべしというわけだ。湖に棲すむのはバスやボトムフィッシュである。ボトムフィッシュとは生まれてからずっと水底にへばりつくようにして育つ平たい魚で、肉が多く美味だが釣つり針では獲とれない。網あみを手入れする能力と財力のある者だけが挑ちよう戦せんできる獲え物ものというわけだ。きめの細かい高級網を使えれば淡たん水すい海え老びがかかることもある。これは良い副収入だった。

　こんな村であるし、教区への旅路から外れているということもあって、外から誰だれかが訪おとずれるなど滅めつ多たにない。暗黒時代と呼ばれた大昔においても、この小さな村に目をつけるような魔ま法ほう使つかいもいなかった。従って正教会の使徒が魔法使いを討とう伐ばつに来ることもなく、ウィックボルは教会の恩おん恵けいや教えを受けることもなかった。革新など必要とせず、昔ながらの暮らしをずっと続けてきたのである。

　当たり前だが、鍛か冶じ屋は重要な商売だった。コラム・トリムは熟達した腕うで前まえを持つわけではなく、歳としを考えればこれからさほど上達するということもないだろうが、ウィックボル唯ゆい一いつの鍛冶屋として長年ひたむきに仕事を続けてきた。生活用品に大工道具、釣り針と、コラムの作るものは常に必要とされた。鍛冶屋のコラム、陶とう器き職人のベン、大工のトラストの三人は幼馴な染じみであり、それぞれ数人の弟で子しを育て上げ、隠いん居きよ後の暮らしを考える頃ころ合あいに達していた。トラストの家に三人集まり、庭で代わり映ばえのしない話を繰くり返しながら時間を潰つぶすのはここ数年来の習慣である。最初のうちは、病気で女によう房ぼうを亡なくしたトラストを元気づけるためだったのだが、今ではもうただ集まることだけが楽しみになっている。

　トラストの家はたまたま村の入り口近くにあった。これは木材を搬はん入にゆうするのに都合が良かったからだが、今はもう資材置き場も運うん搬ぱん用の荷車もすべて一番弟子のところに移していた。

「なぁに、今さら新しい楽しみがあるわけでもないさ」

　すっかり口くち癖ぐせになった一言で口火を切るのはコラムの役割である。

「だから今まで通りにしてればいい。それが一番さ。俺やお前の親父おやじが死に際ぎわに不平を言ったか？　だから親父と同じ暮らしをしてる俺たちだって満足して死んでいくさ」

「しかし、若い者がそう思わないのは仕方あるまいよ」

　と、これはベン。彼用にトラストが用意した椅い子すは非常に頑がん丈じようなものである。彼の体重に耐たえるほど丈夫な椅子を作れるのはトラストだけだった。

　太たい鼓こ腹ばらを揺ゆすりながら、ベンはこれが斬ざん新しんな話題ででもあるかのように熱っぽく語る。もちろん今日だけでも八度目の繰り返しだ。

「ここらもすっかり都会になった。都の噂うわさが聞こえてくるのに、耳を塞ふさいでろとも言えんだろう。コラム、お前の息子むすこは立派な若者だよ。ジャンが跡あとを継つがなかったからといってそれを考え無しと決めつけるのはいかん。頑固親父になっちまうぞ」

　ジャン・トリムが父親に反対されながらも村を出て、隣となりの大きな村（三人によれば生き馬の目を抜く都会）の堆たい肥ひ管理会社に就職し、ついに社長の娘むすめと結けつ婚こんしたのは二十年前のことである。孫も五人いるし、年に一度は会っている。だが三人は昨日のことでも話しているような口調だった。

　トラストが、葉の入っていない煙管きせるを嚙かみながらふたりを仲ちゆう裁さいする。

「まあ待て。つまりはどちらの言ってることも正しいのさ。そうだろう。大の大人が議論なんてするもんじゃない」

　この言葉の利点は、どんな話題のどんなタイミングで言っても問題がないということだった。三人の中でトラストは、話の最中さなかに別のことに気を取られたり、話の成り行きを見失ってしまったり、そもそもまったく聞いていなかったりということが多かった。友人といることが楽しくないのではない。ただ（他人には内ない緒しよだったが）妻の死後、彼女は死んだと分かっているのに彼女の声を聞くことがちょくちょくあったのである。煙草たばこを止やめたのもその声の勧すすめだった。妻のベティは最さい期ごまでトラストの健康を気にしながら死んでいったのである。

　しかしこう考えることもある。愛する妻の亡き後に、身体からだを大事にして生き長らえたところでなんだというのか。いやしかし、だからといって死んでまで彼に語りかけてくる妻の言葉を無視もできまい。それに彼が死ねばコラムとベンのふたりに五年前の彼と同じ思いを味わわせることになる。妻の死後落ち込んでいた自分の力になってくれた友人たちに、それは恩を仇あだで返すようなものではないか……

　はっと気づくと、また話題を見失っている。こんな具合である。

　だがさすがにもうふたりともある程度慣れているため、そのあたりをいちいちトラストに追つい及きゆうしたりはしない。トラストもさほど気にしない。それにどうせ話題はいつも繰り返しなのだ。

　また例の仲裁を口にしようとし、トラストは固まった。唇くちびるが凍こおり付いたように動かない。偶ぐう然ぜん目に入ってきたものから視線を外せない。

　見えないなにかに縛しばられでもしたのかとすっかり思い込んで、あんぐりと口を開いていた。煙管が足元に落ちる。女房と同じくらい古ふる馴な染じみの煙管を彼は大事にし、これまで一度も地面に落としたことはなかった。

「なんだ、どうした？」

　気き遣づかわしげに、コラムが訊たずねる。トラストは老いた鍛冶屋の肩かた越ごしに見えるものを、なんとかして指さそうと思った。が、やはり震ふるえるだけで動きが取れない。

　だが視線に気づいたのだろう。ふたりとも背後を振ふり向いた。そしてトラストとまったく同じく、引きつった声をあげた。

　外から誰かが村に入ってきていた。

　たったひとりである。これだけでも数年来の珍ちん事じだったが。問題はその人物だった。そんな人間を、三人ともこれまで見たことがなかった。なにもかも忘れて凝ぎよう視しする。凝視せざるを得ない。

　女だった。三人の老人からすれば、子供と言いたくなるほどの若い女性だ。

　金色の長い髪かみが外がい套とうのように身体を覆おおっている。身に纏まとっているのはただひたすらに闇やみよりも濃こい漆しつ黒こくの長衣である。最も近い隣となり村むらからでも半日の距きよ離りがあるはずだが、黒色のゆったりした衣ころもには埃ほこりひとつついていなかった。それは肌はだも、氷のように蒼あお白じろい瞳ひとみも同様で、疲ひ労ろうの色もない。すぐそこの戸口から出てきたとでもいうような気軽さである。だが断じて、この村の住人ではないと誓える。

　年老いた三人を愕がく然ぜんとさせるほどの美び貌ぼうである。そこに現れている姿は人として美しいというより、超ちよう越えつ者の偉い容ようとすら言えた。神か、悪あく魔まか。尋じん常じようのものでないことは一目で知れる。だが抗あらがうことも逃にげることもできない。平ひれ伏ふすより他ほかの選せん択たく肢しがなにもない。

　村の中に入ってきて、女はそこにある何物にも興味を引かれた様子はなかった。人の手で数百年かけて作られた建物や道など山河の風景となにも変わりがないとでもいうように。地面を見て蟻ありの姿を見分ける者などいない。女の目は村の風景を一望していたが、どの一点にも視線を留とどまらせなかった。

「ありゃあ、なんだ……」

　かろうじて、ベンが声を漏もらす。

　だが聞いているふたりにしても、なにも答えられない。それがなにかを考えるのは無む駄だなのだ。自分に向かってくる飛びつき虫と、そうでない虫との違ちがいを考えたところで仕方ない。そこに現れたのはそういったものだった。人の手に余る存在。

　三人、無言でそれを確かく認にんし続けた。なにもできないということを。その女がなにをするつもりでいるのか、知ったとしても看過するしかないということを。

　女が次の動きを見せるのに、時間はかからなかった。

「甦よみがえれ。原始より約束された真の姿へと」

　ただそれだけを言って女が腕うでを一ひと振ふりした。

　ウィックボルはその日、全ぜん滅めつした。
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「悪夢の村？」

「ああ、そういうことだ。突とつ如じよとして現れて、ウィボーだかウィンポだかいう村を全滅させちまったらしい。今じゃそこは死し霊りようのうろつく魔まの廃はい墟きよになったとか」

　オロボイも相変わらずだが、彼のボロ小屋もまた相変わらずである。いったんは教区から逃げ、またもどってきたのは懲こりないと言うべきか、見上げたものだと思うべきか。いっそ、もうこれらすべてが一ひと揃そろいにならないとオロボイではなくなってしまうのかもしれない。常にスパイを警けい戒かいして落ち着かない眼まな差ざし、大おお袈げ裟さな噂うわさ話ばなし、強い風が吹ふけば半分は吹っ飛ぶであろう手て抜ぬき工事の隠かくれ家が、値段に見合うか分かったものではない怪あやしげな道具、そしてそれらがすべて教区にあるということ。

　もっとも、秘ひ儀ぎ商人という商売を考えれば、確かにそのうちのひとつが欠けても問題はあるのだろう（誰だれも近寄ろうとしないボロ小屋も含ふくめてだ）。不死秘法を求めて使い切れない金をばらまきたがるのは教区の貴族か豪ごう商しようの類たぐいである。教区内であれば正教会の目を気にしておどおどするのも仕方ない。

　シャンクもしぶしぶ同意せねばならないのは、その一揃いの中に、恐おそらくは自分も含まれているのだろうということだったが。

　なんにしろオロボイの隠れ家で、シャンクは今も辺境にある魔法使いシーカーの情報を仕入れていた。正教会は不死秘法の存在を否定し、それを求めることを禁じた。つまりは魔法使いであることそのものを禁じた。故ゆえに魔法使いは教区外に隠れ住んでいる。彼らから研究を盗ぬすむのが秘儀盗とう賊ぞくの生業なりわいだった。

　そんなわけでシャンクは、オロボイが密造した道具の詰つまった鞄かばんを前に、話を聞いていたのだった。彼の表情に変化がないと見て取ってか、オロボイが驚おどろいたような顔をする。

「なんだ。知ってたのか？」

「辺境からの帰り道で耳に挟はさんだよ。ウィックボルとか言ってた」

　悪夢の村が出現したという噂は、さすがに辺境中すべてを席せつ巻けんしたわけでもないが、それなりの速度で広まっていたようだった。おかげでかなりの数の秘儀盗賊が集まっているとも。

　こちらが知っていたためか、オロボイの口調は気き抜ぬけして緊きん張ちよう感を失った。売り物になりそうにないと悟さとったからだろう。

「ともかくだ、得体の知れねぇもんが関かかわってるのは間ま違ちがいない。正教会も外げ法ほう討とう伐ばつに人を送るらしいぞ。これだけの規模なら正騎き士しを何十人と派は遣けんしてもおかしくないわな」

「で、それが不死秘法となにか関係があるのか？」

　肝かん心じんなところを指し摘てきする。が、オロボイは肩かたをすくめるだけである。

「まだ分かってねぇんだな、おい。外げ道どうどもの目的は必ず不死秘法だ。どでかいことをした腐くされ野や郎ろうってのは強い力を持っている。強い奴やつなら不死秘法に近い」

　オロボイの癖くせで、彼は魔法使いという言葉を嫌きらう。それを口にすると災わざわいが降りかかると信じているのか、それとも直接それを言わなければ現行犯でも処しよ刑けいされないと思いたいのか。

　なんにしろ気にするほどのことでもなかった。シャンクは疑わしく首を傾かしげながら、

「単にどでかい失敗をしただけかもしれないだろ」

「もちろんだ。そん時には、とっとと帰ってくりゃいいのさ。おい、まさか秘儀盗賊が手間を惜おしむつもりか？」

　これもまたオロボイの口癖のようなものだった。結局これが秘儀盗賊の宿命なのである。確かな噂などというものはなく、高価な情報も空から振ぶりに終わることは多い。いい加減シャンクもそれに慣れつつあった。

　諦あきらめて、つぶやく。

「どのみち、行かないといけないだろうな。そんな状じよう況きようじゃ、困ってる人もたくさんいるんだろうし」

　用意された道具鞄を手に取る。各種道具の詰まった鞄はそれなりの重さがあった。と、それを抱かかえて立ち去りかけたところでオロボイに呼び止められる。

「おい。そういや、あの猫ねこはどうしたんだ？」

　シャンクは肩かた越ごしに振り向くとただ一言、答えた。

「はぐれた」

「探さないのか？」

「探したけど見つからなかった。こっちにもどってきたら、俺がその悪夢の村だかに行ったことを教えてやってくれよ」

　噂でもすればどこからか現れるのではないかと思ったわけでもないが、シャンクは足元をちらりと見やった。いつもならばあの黒猫はそのあたりを歩いていて、ちょろちょろ邪じや魔まだなと思うこともある。自分の影かげのようなもので、いつもはさほど意識することもなかったが。いなくなってみるとかえって歩きにくい気がする。

　シャンクの頼たのみにオロボイは見るも面めん倒どうそうな渋じゆう面めんを見せた。

「なんで俺がそんなことをしなくちゃならんのだ」

「魔法使いみたいなこと言うなよ」

　それだけ言い残して、シャンクは小屋を後にした。




　一度正騎士に尾び行こうされてからは、教区の外れでも注意することにしていた。下宿も長くは留とどまらない。

[image: ]

　裏通りの入り口も目立たない建物に、今回は逗とう留りゆうしている。ここも今夜の出立とともに引き払はらう予定である。噂が入るのが早かったため一いつ泊ぱくしかしなかったが、それを惜しむほど居い心ごこ地ちの良い部屋でもない。階段の崩くずれそうな段と、まだしばらくは大だい丈じよう夫ぶそうな段を見分けながら昇のぼり、明らかに枠わくに対して右に傾かたむいている薄うすっぺらい扉とびらを開ける。手て狭ぜまな部屋の窓まど際ぎわに、ただひとつの椅い子すを占せん領りようして小さな女の子が腰こし掛かけていた。古そうな書物を手に、こちらへと視線を向けてくる。

　彼女の眼まな差ざしと、そして口についている付け髭ひげから、今そこにいるのが少女本来の人格ではなく別のものだということが知れた。

「おお、早かったの」

　老人の声で言ってくる。シャンクはうなずいて部屋に入り、粗そ末まつな寝しん台だいに鞄を置いた。ここにあったただひとつの椅子を彼女……だか彼だかに使われてしまっているのでベッドに座り、確かく認にんのために鞄を開ける。

　内容をざっと眺ながめているうちに少女が、というか付け髭に封ふうじられている今は亡なき魔法使いの人格がなおも話しかけてきた。手にしている本の表紙を見せびらかすように、

「この頃ごろは表に出てくる時間が安定してきたようでな。一日一回、長鳴き鳥が機き嫌げんの良い時に鳴き終わるまでの時間くらいかの。まあそれでもこうして予定を立てて勉強などできるのはありがたい」

　なんだかよく分からない時間単位は無視して本の表紙を見ると、こう書いてある。

『正教会パンフレット　教区の歴史』

　呪じゆ文もんだかなんだかその類たぐいのものかと思ったのだがまったく違ちがう。古く見えたのは単に装そう丁ていの問題で、正教会が発行している宣伝書のようだった。近年、正教会の機嫌を取るため酔すい狂きような大貴族をスポンサーにして大量に印刷されたらしい。教会の授業に出席すれば無料でもらえる。

　どむーんが……あるいは付け髭魔ま法ほう使つかいのベロがそんなものに出てきたというのはさすがに意表をついていた。シャンクは鞄かばんの中から取り出しかけていた炸さく裂れつ弾だんをまたもどすと、顔をしかめて問いかけた。

「なんでそんなものを？」

　かつて暗黒時代と呼ばれた狂きよう騒そう、それは魔法使いたちが不死秘法を求めたがため倫りん理りが失しつ墜ついし、社会が崩ほう壊かいしたことから始まった。その時代に生まれ、人に正しい生き方を伝えるとする教義によって人心と武力を集めたのが正教会である。正教会は不死秘法の存在を否定し、不死秘法を求めることを禁じて片っ端ぱしから魔法使いを狩かった。魔法使いの脅きよう威いを駆く逐ちくして人々が心やすく暮らせる地域を切り開いた……それが現在、教区と呼ばれる正教会の勢力圏けんである。正教会の集めた武力は正騎き士し団として教区の安定を図はかってきた。

　恐おそらくベロの掲かかげる本に記されているのも、そのあたりの経けい緯いだろう。人間は倫理を失ってまで力を、不死を求めるものではないといった説教が延々と載のっているはずである。およそ魔法使いとは縁えん遠どおい話だ。

「なんでと言われても、我が輩はいが死んでからこうして復活するまで百年も経たったとあれば、その間の空白を埋うめたいではないか」

　なにを当たり前のことをとばかりに付け髭が答えてくる。

　シャンクは一応、同意した。

「まあ敵を知るのは良いことかもな」

「なんのなんの。これを見る限りでは、奴やつらは敵というほどでもなかろう」

　と、本を示して陽気に言う付け髭に、シャンクは嘆たん息そくした。

「なんでだよ。秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくにしろ、魔法使いにしろ、存在も生き残ることも許さないってのが正教会の立場だぞ」

「そちらこそ何なに故ゆえか？　我が輩はもう不死秘法を求めようにもそれもできんぞい。ていうか本体は既すでに死んどるわけだからして論理的に無理っぽい」

「なんかの拍ひよう子しに生き返るかもしれないだろ」

「ふうむ。一理ある」

　適当に言っただけなのだが感心されて、シャンクは居心地悪さを押し流すように作業を再開した。鞄には雑然と道具が詰つめ込まれている。これをすべて取り出して数を確認しなければならない。そもそもオロボイの手配する道具は注文通りの数が揃そろっていたことがないし、質も悪い。手に入るだけマシとも言えるのだが。

　炸裂弾は八個。オロボイも苦戦したのか注文した数の半分もない。新品の包装を見た目のまま信じるとしても、消費期限は二十日というところだろう。軽量だが丈じよう夫ぶな互たがい編みのロープ束、仕し掛かけ付きのフック、狩りのための投げ棍こん棒ぼう、油が二瓶びんに、そのままでも食べられる固形スープが二十食分。保存食は他ほかに、生しよう姜がの飴あめ玉だま一箱、干し肉一ひと塊かたまり、干し柿がき何個かと、妙みように多い。見つかるものがことごとく食べ物ばかりであるため不安を覚えながら物をどけていくと、ようやくスプリング・ガン用の鉄弾に辿たどり着いた。十発。少ないが、そもそもそんなに撃うつものでもない。

　半分ほどを取り出して、鞄はかなり萎しぼんでいた。シャンクが一息つくつもりで顔を上げると、どむーんの姿が視界に入る。付け髭魔法使いは再び、正教会のパンフレットに見入っていた。

　なにか面おも白しろい箇か所しよでもあったのか、付け髭は本に夢中である。突とつ然ぜん独り言のようにこんなことをつぶやいた。

「ほほう。なるほど。『ありもしない秘法など求め、隣りん人じんと生きる真の幸福を失うべきではありません。我らは神の名も預言者の言葉も唱えず。ただ人の暮らす当然の至福をもたらすのは人の決心に他なりません』むむむ。筋が通っておるではないか」

「そりゃそうだろ。正教会なんだから」

「危険なんぞなさそうであるぞ？」

　こちらを向いて言ってくる付け髭ひげに、シャンクは即そく答とうした。

「正教会のただひとつの泣き所があるんだよ」

「泣き所とな？」

　付け髭は宿主の表情をきょとんとさせている。シャンクは軽く額を押さえた。なんでこんなことに魔法使い自身が気づかないのか不思議だった。

「不死秘法が本当にあるってことさ。それが実在してるのなら秘法を求めることを止められない。今でさえ俺たちみたいなのが商売になるくらいだからな」

「おお！」

　初めて気づいたのか、付け髭が目を見開く。

「そういえばそうだぞい。この本のどこを見ても不死秘法はないと言い張っとるの。あり得んから気づきもせんかった。なんでこいつら、ないと思ってるんぞ？」

「不死秘法を達成したイモータルが、どこにもいないからだろ」

「うむ。みんな姿を消しちまうしのう」

　付け髭ベロはしみじみと言ってみせた。まるで知り合いのことでも話しているかのような遠い眼まな差ざしだが、もちろんその中の誰だれも面識などないはずだ。

　それでも魔法使いたちにとっては、単なる他人というのとは違うのだろう。偉い人じんなのだ。

　そのまま無視しても良かったのだろうが、なんとはなしにシャンクは興味を覚えた。ブリアンの話では（信じるのならばだが）、あの猫ねこの母親というのもイモータルになった魔法使いで、ブリアンを残してどこかに行ってしまったという。話を聞いた時は、呪のろいで猫になってしまった自分の子供を助けもしないとはさすが自分のことしか考えない魔法使いだけのことはあると思ったのだが……

「十二人もイモータルがいるんだから、ひとりくらい、この世のすべてを支配しようと考えても良さそうなのにな」

　思いつきをシャンクは口にした。

「不死っていうのは全能の魔法使いが達する境地なんだろう？　それだけの魔法使いなら、戯たわむれにでも姿を見せて、教区も辺境もそれ以外のどこも全部、自分のものにしようって考えてもおかしくないんじゃないか？」

「『不死の実証はこの世界を永遠に呪う』」

「ん？」

　遠い視線そのままにつぶやいた付け髭ベロに、シャンクは目で問うた。ベロは軽く吐と息いきし肺から空気を抜ぬくと、肩かたを下げた。

「かの御おん方かたが不死となって告げた言葉であるな。一人目のイモータル、永遠の賢けん者じやガンバンワロウンはこの言葉を残して弾だん劾がいの図書館なる世界を創造し、そこに消えたとか」

「そこからだな。暗黒時代が始まったのは」

　どむーんの膝ひざの上に置かれたパンフレットを見やり、つぶやく。

　ガンバンワロウンの予言した呪いというのが暗黒時代を指すものかどうかは分からない。なにしろそれ以後、賢者の言葉を聞いた者はいないのだから。

　付け髭は昔のことを思い出しているのだろう。ただ彼の見ているものは人心荒あれ果てた恐きよう慌こうの時代などではなく、もっと夢あふれる別のもののようだった。うっとりと首を縦に振ふり、本の表紙を愛いとおしく撫なでながら、

「うむ、そうじゃ。あらゆる魔法使いが探究者となり、不死秘法の探究を始めた。まあそれまでも不死というのは大きなテーマのひとつだったのだが。それが実現できると証明されて、世界中が沸わき立ったのだな。世界中どころではないのう。ガンバンワロウンの世界創造が異世界の扉とびらまで開いた。どこぞとも知れぬ次元やらなにやらからも探究者が訪おとずれた。そして魔法は大発展を遂とげた！　不死秘法の実在を我らが信じておるのは、ガンバンワロウンの存在があるからに他ならぬ」

「世の中が荒れて、大勢の人が死んだ」

　シャンクが水を差すと、付け髭はさすがに少し戸と惑まどったようである。

「そういうことも、ままあったようだが」

　困ったように口を尖とがらせる。まあ少女の姿であるのだから、似合ってはいる。

「しかしお前さんも理解できんの。それだけ魔法使いを嫌きらっとる癖くせに、どうして不死秘法を求めとるのか。お前さんこそまるで、この本の言うことを支持しとるようではないか」

「それは……」

　思わず口ごもる。逆に水をかけ返されたようなものである。

　無論、事情を説明するわけにもいかないし、そのつもりもなかった。いや、

（待てよ）

　話を変えようとして思いとどまる。可能な限りのことは試ためすべきではないか。

「なあ、ふと思いついたんだが、魔法についての質問に答えてくれるか？」

「うん？」

　意外だったようで、付け髭ベロは話題の変化に乗ってくれた。

「なんぞい？　こう見えて、我が輩はいの専門はむやみやたらと幅はば広ひろいことで有名だった」

「それは専門じゃないんじゃ……」

　胸を張る魔法使いにシャンクは指し摘てきしかけたが、大事な話の前に無む駄だなことはやめておいた。意を決して訊たずねる。

「他人の生命を吸い取って奪うばう魔法なんて知ってるか？」

「ああ、格下の連中が真っ先に思いつくアレか。他人の生命を吸って自らのものにする。少ない労力のわりに効果が大きいことは認めるが」

　ごく当たり前のような調子の付け髭に、反射的に反論が出かかるものの、それも喉のどに押しとどめる。長鳴き鳥の鳴き声とやらがどれだけの長さなのかは知らないが、ベロが表にいられる時間が限られているのも確かである。余計な議論をしていても得にならない。ベロは喜ぶかもしれないが。

　声を留とどめたためその分、声こわ音ねがトーンを落とした。シャンクは慎しん重ちように問いを続けた。

「解除する方法は？」

「敵意を持って術者の身体からだに触ふれるか殺すかかのう。普ふ通つうこれで解けん術はないのでな」

「それで解けなかった場合は？」

「そいつは厄やつ介かいだのう。恐おそらくそいつは捧ささげ……」

　刹せつ那な。

　付け髭ひげベロは両手を伸のばすと、シャンクの頰ほおを左右に引っ張った。

「…………」

　そのまま硬こう直ちよくする。目にも留まらぬ速度だった。闇やみ夜よに背後から斬きり掛かかられても身をかわす自信すらあるシャンクが、真正面に見み据すえて微び動どうだにできなかった。凄すさまじい手並みといえる……人間のしたことであれば。

　だが多分その動きは魔法だろう。なんらかのまやかしである。付け髭ベロは、いや恐らくきっとベロではなくどむーんは、そのまま無表情にシャンクの顔を横に伸ばそうとしていた。なにやら言ってくる。

「横っぴろげに長く長くー」

　どうやらどこまでも伸ばしたいらしい。

　とりあえず、

「だああっ！　時間切れか！」

　どむーんの手から逃にげてベッドまで後退してから、がっくりとうなだれる。どむーんはなんだか分からなげに本をばさばさ振り回し始めていた。付け髭ベロの支配力が尽つきてどむーんにもどっている。

　いつものことであればそんなに気にはならないし、むしろ付け髭を手放そうとしないどむーんに仕方ないなと思うことすらあったのだが、今回は肝かん心じんなところを逃のがしてしまった。明日また訊きけば良いこととはいえ、思ったより失意は大きい。

「もっと早く思いつけば良かったな。でも……」

　ぶつぶつとこぼしながら道具の確かく認にん作業にもどる。と、シャンクははたと気づいてうめき声に変じた。独り言を言ったつもりはなかった。鞄かばんに手を突つっ込んだまま彼が見ようとしたのは寝しん台だいの端はじっこである。もちろんなにもない。壁かべがあるだけだ。ついうっかり黒くろ猫ねこに話しかけようとしてしまっていた。

（ホント、どこ行っちまったんだろう）

　わけが分からない。

　探たん索さくが空から振ぶりに終わるのにはもう慣れつつあったものの、こういう事態は考えていなかった。かなりの日数を猫探しに費ついやしたのだが、猫を求めるどむーんの第六感すらブリアンを探し当てられなかったのだ。経験上、魔ま力りよく結けつ晶しようであるどむーんがその気になりさえすれば、道理を無視して実現することは多かったのだが。

　付け髭の蘊うん蓄ちくによれば、ブリアンは魔法を失敗したらしい。そのせいでどこかに飛んでしまったのだろうとのことだった。無事ならそのうち帰ってくるんでないかい？　というのが付け髭ベロの見解ではあったが。

　なんにしろ今回はブリアンなしで出発するしかなさそうである。

（どこ行っちまったんだろうな）

　何度も繰くり返して疑問に思ううち、シャンクは鞄の中で一ひと纏まとめにされている登とう攀はん釘くぎの数を二度ほど数え損そこなった。
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　ウィックボルに最も近いところに位置するのがカイランドである。貴族に所有されていない、いわゆる寄り合いの村だったものが大きく育った。まあそんなところらしい。

　人口は千を超こえ、自警団まである。シャンクがカイランドに立ち入ろうとした時、真っ先に声をかけてきたのはその自警団の男だった。

　彼の武装を確かめた程度で、身元も訊かずに村に入ることを許してくれたのは、既すでに多くの秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくが集まっているからだろう。自警団の男は、盗賊だろうとなんだろうと、この災わざわいを一日も早く持ち去ってくれる者ならば気にしないというようなことを仄ほのめかした。そしてこうも付け加えた。数日以内に正教会の軍隊が来る、その時は自警団も彼らに協力して秘儀盗賊を追うことになるだろうと。

　軍隊は大おお袈げ裟さだとしても、正騎き士しの一団が来るらしいことは道中の噂うわさでも耳にしている。そして村としては、正教会に睨にらまれたくはないため彼らの目がある時にはそれに従うしかないのも当然だった。ここは辺境とはいえ、教区の厳しさは知れ渡わたっている。男の気き遣づかいに礼を言って、シャンクは彼のような者でも利用できそうな宿はないか訊たずねた。答えはこうだった。

「ここに宿と言えるものはひとつっきゃないね。エキータのところだ。婆ばあさんがひとりで切り盛りしている。古教徒だから、正教会が来た時には婆さんも吊つるされるかもしれんな」

「古教徒？」

　聞いたことのない話だった。シャンクの問いに男は肩かたをすくめ、武装した身体からだをじゃらりと鳴らした。

「ここらでも、とっくに廃すたれたものだがね。正教会以前の……古き森の教えだかなんだかさ。婆さんは自分がその語り部の血筋だと思い込んでる。まあ、そんな婆さんだから客を選ばないわけさ」

「…………」

　シャンクは足元を見やったが、もちろんこんな時もったいつけて解説してくれる黒猫の姿はない。どむーんも今は、付け髭ひげに支配されていない状態である。道ばたで拾ったというか引っこ抜ぬいたひまわりを槍やりのように抱かかえ、振ふり回して遊んでいる。

「他ほかに、俺たちが使えそうな店はありますか？」

　自警団の男は髭だらけの顔にさらに渋じゆう面めんを作った。この問いの条件が特別に難しいというより、年季の入った民兵というものはこんな表情が身につくのだろう。

「交易所には既に村長が釘くぎを刺さしたらしい。武器は村長の指定した村人か自警団にしか渡さないようにとさ。実を言えば正教会を呼んだのは村長でね。自警団にはそれに反対する者もいるが、さすがに村長の言いつけを無視してまで武器を横流しするような奴やつは村にいない」

　彼らにしてみれば、長年村を守ってきた自分たちを無視して余よ所その軍隊が、しかも村の新たな支配者になりかねない正教会が来ることは歓かん迎げいし難がたいのだろう。とはいえ自分たちだけで今回のような怪かい異いに挑いどむ力はない。そのあたりの微び妙みような力関係を示してか、男の表情は話しながらもくるくると変化していった。

「まあそれでも、パンくらいは売ってもらえるだろう。お前たちが村で問題を起こしたらその限りではないがね」

「分かってますよ」

　改めて礼を告げて男と別れ、シャンクは教えてもらった宿を探した。見つけて驚おどろいたのは、大きな看板にはベッドの絵だけではなく屋号まで記してあったということである。『エキータ・グランドホテル』宿の建物とその名前が釣つり合っているとは言い難いが、屋号の下にはこうも併へい記きされていた。『警句を伝える者の家』

　宿そのものよりも看板のほうがよほど手入れされている。何度も塗ぬり直され描えがき直された看板は華はな々ばなしさを通り越こして、けばけばしく目立っていた。宿の入り口、その看板の下に、頭まですっぽりとマントを被かぶった男？が座り込んでいた。宿の主人でないことは見当がつく。そして恐おそらく、村人でもないだろう。

　外がい套とうに隠かくれて男の両手は見えない位置にある。男がこちらを見ないふりをしながらも注意力の結界を張っているのは気配で知れた。殺気と言い換かえても良い。もっともこちらを殺す気まではないだろうから、牽けん制せいか敵意という程度か。

　その男の前を通らなければ宿には入れない。シャンクは男の数歩手前で足を止めた。気にせず進みそうなどむーんを後ろ手に制止する。

　外套の男はなにもしない。が、口元が動くのが見えた。

「ほう……どうしてその位置が俺の間合いの限界だと思った？」

　脅おどしをきかせた声こわ音ねである。シャンクは気負わずに返答した。

「いや別に気にしてない。この距きよ離りからなら、お前になにをされても俺のほうが速いって自信があるだけだ」

　よどまずに一息で告げる。シャンクもマントの下でスプリング・ガンの柄つかに触ふれていたが、返事のほうは実はただのはったりだった。もっとも相手は地面に座り込んでいるのだから、大たい抵ていなにを仕し掛かけられたとしてもシャンクのほうが速いのは当たり前ではある。

「秘儀盗賊だな？　名前は？」

　男に問われたが、シャンクは訊きき返した。

「名乗らなくちゃならない理由は？」

「名前の使い道を教えてやらないとならないのか。呼ぶ時に名無しじゃ困るというだけだ。俺はタボール。ひとりでここに来たが、使えそうな仲間がいればと思っていた。が、お前はそのつもりもなさそうだな」

「ああ」

　すげなくシャンクがうなずくと、男はあごをしゃくって宿の入り口を示した。最初から最後まででこのタボールなる男が見せた唯ゆい一いつの動きである。

「用がないなら勝手に通るがいい。あと念のため言っておくが、お前の立った位置は間合いの中だぞ」

「そうかい」

　どむーんを背後にかばって警けい戒かいしつつも男の前を通って宿に入る。中は暗く、酒場特有のアルコールと煮に立たった油と人体の臭においが充じゆう満まんしていた。

　ランプが点ついていないためか、昼である今のほうがかえって店内は暗いようである。それでもあちこちに点在するテーブルにいる男や女が、いっせいに入り口へと視線を向けたのは感じ取れた。どむーんが後から入ったことを確かめてからシャンクが後ろ手に扉とびらを閉めると同時、最も近いテーブルから声が飛んでくる。

「ガキがガキを連れてなんの用だ!?」

　シャンクは答えなかったが、その野次を発したのが誰だれか顔を見ておくのは忘れなかった。なんのことはない。明らかに彼より年下と思おぼしき秘儀盗賊が、椅い子すの上に立ってこちらを眺ながめている。

　取るに足らない相手と見て、シャンクはそのまま観察を続けた。酒場は外観通りに陳ちん腐ぷなものだが、広さだけはそれなりにある。一階部分はすべて酒場になっているのだろう。廚ちゆう房ぼうや洗い場すらないのかもしれない。つまり、まともな料理など望むべくもないということか。

　二階に上がる階段の他ほかは、テーブルと椅子くらいしかない。酒さか樽だるすら見当たらない。裏庭か物置にでも置いてあるのだろう。テーブルは大きさも形も不ふ揃ぞろいなものが十卓たくかそこら。椅子はさらにまちまちである。それら卓のいくつかを、見るからにガラの悪そうな連中がそれぞれ使っていた。

「生あい憎にく、満席だぜ」

　確かく認にんするまでもなく席は空いていたが、大おお柄がらな男がからかうように声をあげる。その男はひとりで卓を使い、手入れでもしているのか大おお振ぶりなナイフを何本もテーブルに並べていた。どれもこれも刃はだけではなく各所にぎざぎざの逆さか棘とげがついた凶きよう悪あくな形をしている。装そう飾しよくは実用的ではないが威い嚇かくの役には立つのだろう。

「まあ待てよ。なんにも知らずに迷い込んできただけかもしれないだろう？」

　と、別の男が割って入る。髪かみを伸のばした人相の悪いこの男は階段の下で手すりにもたれていた。諫いさめるような言い方だが、本音ではそのつもりがないのはすぐ分かる。見てそれと分かる武器は持っていないが（まあ、泊とまり客が酒場でこれ見よがしに武器を見せびらかすほうがおかしいのだが）、袖そで口ぐちのすぐ取り出せる位置にナイフの柄らしきものがあるのをシャンクは見み抜ぬいていた。

「…………」

　特に答える必要を感じずシャンクは店の中を見回した。例の〝婆ばあさん〟とやらを探したのだが、それらしい姿はない。

　焦じれるほどの時間もおいていなかったはずだが。唐とう突とつに前まえ触ぶれなく、それまで黙だまっていた大男が自分のテーブルを思い切り叩たたいた。

「おい！　なんか言ったらどうだ！」

　頑がん丈じような樫かし材ざいの卓が飛び跳はねるほどの勢いである。その轟ごう音おんひとつを残して酒場が静まり返った。男はその勢いで立ち上がっている。つけられる部分には余すところなくひたすら筋肉を付け足したという感の、膨ふくれ上がった体格を見せつけながら。

　身体からだに巻いた二本の革かわベルトはなにか大型の武器を背負うための武器帯だろう。その肝かん心じんの武装は手元にないようだが、帯だけ身に着けているのは他に着るものがないのかもしれない。上半身に着けているのはそれだけだった。

（さて……）

　シャンクはその男に視線を向けたまま、半呼吸ほど思案した。この手の脅しというのは秘儀盗賊の習わしのようなものだ。新参を威嚇して競合者を減らすか、あるいは仲間に引き入れる。こちらが見せる態度によって向こうの対応も変わる。

　値ね踏ぶみした限りでは、わざわざ味方にしたいほどの相手はいないようである。ならば問答は無意味だし、いちいち喧嘩を買うつもりもなかった。

　ひゅんっ。

　それを見ていたわけでもなかったが気配で察して、シャンクは飛んできたナイフを首を傾かしげてかわした。右耳をかすめ、投げナイフはそのまま入り口の扉に突つき立った。投じたのは一番最初に声を発した子供。椅子の上に立ったまま同じ形のナイフを何本か手の中でくるくる回している。

「覚えたての玩具おもちやを投げるもんじゃないな」

　背後の扉からナイフを抜いて、シャンクは告げた。

「当たるところだった」

「当てるつもりだったさ！」

　強がる子供に肩かたをすくめる。

「それならちゃんと当てなきゃな」

　揚あげ足を取られて紅潮する子供の顔を眺めていると。不意に、シャンクは手の中からナイフが消えたことに気づいた。落としたのではない。下からひょいと手を伸ばしたどむーんに、すり取られたのだ。

　あっと思った時には遅おそかった。彼女は楽しげに投げナイフを頭上に持ち上げ、

「投げってれまし大会ー！」

　どむーんがナイフを投げ返す姿は、投げ方も知らない者が無造作に放ほうり投げたでたらめフォームにしか見えなかったのだが。

　放たれたナイフはそれどころではなかった。凄すさまじい風切り音と必殺の勢いを残し、今度は元の持ち主である子供の右耳をかすめて後方の壁かべにぶち当たる。ただシャンクと違ちがったのは、子供はかわすどころか反応すらできていないことだった。もっとも、そんなことは誰だれにも無理だったろう。

　壁に刺ささったはずのナイフは跡あと形かたも残っていなかった。激げき突とつ音と、壁に小さな傷きず痕あとを残して消え失うせてしまっている。誰もが啞あ然ぜんとする中、近くにいた秘儀盗賊のひとりが、恐おそる恐るその壁の傷をのぞき込んだ。

「……全部めり込んじまってる」

　信じられない様子で、ぼやく。

　どさりと、椅い子すごと子供が床ゆかに倒たおれた。気絶したらしい。というよりナイフが頭をかすめた時には既すでに衝しよう撃げきで気を失っていたのだろう。

「Ｋ点越ごえ？　６点先取？」

　誰にともなく訊たずねるどむーんに答える者もいない。ていうか、言ってる意味もよく分からなかったが。

　どすん、と今度は重い音。先の大男が力無く椅子に座り直したのだ。厳いかめしい顔つきの中で精せい一いつ杯ぱいに目を見開いて丸くしている。

「おいおい、なんだ今のは」

　警けい戒かいの眼まな差ざしで、階段下の長ちよう髪はつ男。誰かひとりが疑問を発したことで呪じゆ縛ばくが解けたのか、全員の視線がどむーんに集まっていた。

（まずいな）

　でたらめなフォームで銃弾以上の威い力りよくのナイフ投げを見せる、付け髭ひげをつけた少女の正体についていちいち説明するのは避さけたかった。余計な面めん倒どう事を呼び込みかねない。だがシャンクに悩なやむ隙すきすら与あたえず事態はさらに先へと続く。

　秘儀盗賊たちが揃そろいも揃って引きつけにも似た絶句の音をあげるのを、シャンクは聞いた。全員、どむーんを見つめて蒼そう白はくの顔面に絶望を浮うかべている。どむーんを見ていなかったのはシャンクだけだった。そして恐らく見れば、自分も同じ音を出すことになるのだろうと分かっていたが。

　見ないでいるわけにもいかなかった。そしてやはり絶句する。どむーんは両手に一いつ杯ぱい、花でも抱かかえているような無む邪じや気きさで、溢あふれるほどの本数の投げナイフを持っていた。先ほど投げたものとまったく同型のナイフである。どこから出したのかなどと今さら気にしても仕方ないのだろうが。彼女はそれを全部、満面の笑えみで頭上に持ち上げた……
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「ぎゃー！」

　次の瞬しゆん間かんに訪おとずれたのは混乱だった。危機を悟さとった秘儀盗賊たちが、慌あわてふためき逃にげまどう。とにかく逃げ出そうと転てん倒とうし、飲み物食べ物ごと卓たくを床にひっくり返す者、窓から飛び出そうとして同じことを考えた仲間と鉢はち合あわせし激突する者、自分の仲間の身体からだを摑つかんで盾たてにしようとする者までいる。シャンクもとりあえず壁かべ際ぎわまで飛び退のき、マントで身を包んで防ぼう御ぎよ姿勢を取ろうとした。

　どむーんが放り投げた何十本ものナイフには、先ほどのような勢いはなかった。ふわりと音もなく天てん井じようあたりまで投げ上げられ、そして当然ながら、今度は落下してくることになる。

　冗じよう談だんか悪夢でしかあり得ない正確さで、すべてのナイフはそれぞれ何本かずつ、酒場にいた秘儀盗賊全員の頭部をかすめて床に落ちた。どれも同時に、床に跳はね返って楽器のような音を奏かなでる。どれだけ逃げようとした者の鼻先にも刃はが触ふれた。シャンクもだが。

　再び訪れた静せい寂じやくの中で、どむーんがにこにこと訊いてくる。

「技ぎ巧こう点？　なにげなる15マスもどり？」

「いやそのルールよく分からないから」

　なんとかそれだけを答えて、シャンクは立ち上がった。見回すといつの間にか一番近くに、階段下にいた長髪の秘儀盗賊が頭を抱えてうずくまっている。

「いつの間に？」

　思わず声が漏もれていた。秘儀盗賊はにやりとして、

「お前の陰かげに隠かくれるのが一番安全だと踏ふんだんでな」

　それでも確信はなかったのだろうが、息をついて起き上がってくる。まだ若いが、それでもこの場にいる中では一目置かれていそうだと踏んで、シャンクは彼に声をかけた。どむーんを示して、ひそひそと。

「……できれば、この子がなんか次のルールを思いつく前に部屋を取りたいと思うんだけどどうだろう」

「い、いや、しかしだな」

　どうしても疑問を捨てきれないらしい彼に、シャンクはもう一押しした。

「詮せん索さくしてるうちに、頸けい動どう脈みやくはボーナス10点とか言い出したら全ぜん滅めつだぞ」

「分かった。ここの婆ばあさんは外に出ててしばらく帰ってこないはずだから、ひとまず俺の部屋を使え。二階の一番奥だ。俺も別の部屋を借りたら荷物を取りに行く」

「ありがとう」

　手早く話がまとまったのを幸いと、男の差し出した鍵かぎを受け取ってからどむーんの手を引き二階へと急ぐ。さすがに誰ももう呼び止めようとはしない。

　言われた通りの部屋に入り、寝しん台だいの近くに据すえ付けられているチェストをのぞく。元の持ち主の荷物はそう多くないようだった。小さめの鞄かばんがひとつと、剣けんが一ひと振ふり。どちらも使い古されたものである。狭せまい部屋にぎりぎり詰つめ込まれるようにして、ベッドは四台あった。男はひとりで使っていたのだろう。チェストはそれぞれのベッドの脇わきにある。空いている箱に、シャンクは自分の鞄を放ほうり込んだ。

　どむーんは自ら別のチェストに入り込み、がたがた揺ゆらしてはしゃいでいる。ようやく一息ついてシャンクはマントと剣帯を外した。剣帯を鞄と同じ箱に入れ、最後にマントを被かぶせる。身軽になった身体をほぐしつつ、窓から外を眺ながめた。大した眺めが見えるわけではないが、外から伝わってくる空気が静まり返っているのは感じ取れる。盗とう賊ぞくの巣そう窟くつになっているホテルに近づく不信心者はいないというだけか、それとも村全体が静かなのか。

　近きん隣りんに怪かい異いが迫せまっているのだから、余よ所そに逃げる村人がいたとしてもおかしくない。武装した自警団の存在と、正騎き士し団が来るという情報によって、大規模な疎そ開かいや逃とう亡ぼうをなんとか抑おさえ込んでいるというところだろう。

　窓から見下ろす、誰だれもいない道に、シャンクはなにかを見かけたような気がした。

（ん？）

　瞬まばたきする。だが改めて見た時には、彼はただ曲がりくねった細い木を一本眺めているだけだった。そこに人ひと影かげがあったように思えたのだが。

　さらに身を乗り出して宿の入り口を見下ろすと、先ほど少し会話した男がまだそこに座り込んでいる。確か……タボールとかいったか。今まで誰かがいて、そして姿を消したのなら彼も気づいていないはずはなかった。が、タボールはなにもせずそこに座っているだけである。

（気のせいかな）

　思い返してみるが、見覚えのあるような姿ではなかったと思う。と、視界の下から少女の頭がにょきっと生えてきた。窓まど際ぎわまで移動してきたどむーんが、彼の前に割り込んで窓の外をのぞく。

　そして、

「ねこー！　金色のねこー！」

　いきなり叫さけびだしたかと思うと、即そく座ざに窓から飛び出していった。

　まさに飛び出していった。バネ仕じ掛かけの玩具おもちやのように、びよんと跳ねて飛んでいったのである。放物線を描えがいて、先ほどまで見ていた細い木の下に着地する。タボールが驚おどろきの声をあげていた。

「な、なんだ!?」

「どむーん？」

　わけが分からず、シャンクも窓から身を躍おどらせた。さすがにどむーんと同じことはできないが、音を立てず窓の下に着地する。ちょうどタボールの目の前で、彼はさらに驚きよう愕がくしたようである。

「なんなんだお前ら！」

　立ち上がったタボールを……

「なにかあったのか？」

　開いた扉とびらが背後から押し倒たおした。顔をのぞかせたのは、先の長髪の男である。どむーんのばらまいたナイフを何本か手に持っている（多分みんなで床ゆかを片付けていたのだろう）。彼はきょとんとして、シャンクのほうを見やった。

「なんで外にいるんだ？」

「なんでって……」

　振ふり向いてどむーんのほうを指さそうとするが、そこに少女の姿はない。

「あれ？」

　ますます理解できず、シャンクは木の陰へと駆かけ寄った。なんの変へん哲てつもない木である。誰が植えたというものでもないだろう。確かにどむーんはここに飛んでいったはずなのだが、タボールが転てん倒とうし、シャンクが振り向いて目を離はなしたわずかな間に消えてしまったらしい。

　なんとなく成り行きでか、タボールと長髪の男が連れ立ってついてきていた。シャンクはなんとかこの状じよう況きようを説明できる言葉はないものかと迷ったものの、可能な限りそのまんま言うしかなさそうではある。

「いや、俺の連れていた女の子が、なんか金色の猫ねこがどうのと言ってここに……」

　木に触ふれようと手を伸のばしたのだが、その刹せつ那なに。

　シャンクが感じたのは、なにかに吸い込まれる気配だった。落下感にも似ているが、落ちているというよりは回転しながら上じよう昇しようしているようにも思える。自分自身が螺ら旋せん状に歪ゆがみ、限界まで捻ねじれたところで元にもどる。そんな感覚である。

　変化が終わると、そこには同じ木があった。その木に手を触れる姿勢で、シャンクはあたりを見回した。その木はそこにあっても、それ以外の光景は一変している。タボールも男もいない。エキータの宿どころか、村そのものがない。空すらなかった。巨きよ大だいな木々が立ち並び、その枝葉が上方を埋うめ尽つくしている。

　ただの木ではない。熱病のごとくうねり、捩ねじられた幹の節々に、青黒い血管のようなものが無数に浮うき出ていた。そこから滲にじんだ赤い汁しるが地面にこぼれ、一部は飛ひ沫まつとなって空気に浮かんでいる。赤く染まった地面は生暖かく、粘ねばりけが靴くつの底を捕つかまえて足が重い。異様な風景と言うより他ほかにない。

「うわっ、なんだこれは」

　続けて聞こえてきたのは、タボールのうめき声だった。彼らふたりもここに引きずり込まれてしまったらしい。長髪の男が、ちょうど持っていたナイフを身構える。

「魔ま法ほうだな……なにかの」

　言うまでもないことを口に出す。タボールもマントの下から腕うでを出した。腕に巻いていたらしい鎖くさり鞭むちをじゃらりと垂らす。シャンクはいつもの癖くせで腰こしに手をやったが、スプリング・ガンはそこになかった。すべて部屋に置いてきてしまっている。

　どむーんの姿はどこにもなかった。が。

「ん？」

　足元に落ちているものを拾い上げる。気の利きいた武器がこんなところに偶ぐう然ぜん落ちているはずなどはないが。それにしても、そこにあったのは付け髭ひげだった。

　どむーんが落としたのは間ま違ちがいない。それこそ偶然、違う付け髭がここに落ちていることもあり得ないだろう。シャンクが付け髭をポケットにしまっていると、耳みみ障ざわりな音が近づいてくるのが聞こえてくる。

　なにか重いものを引きずる、そんな音である。粘ねん液えき質になった土の上をべちゃべちゃと引き剝はがしながら次し第だいに接近している。

「なにか来るぞ」

　と、長髪の男。音の伝えてくる重量は並のものではない。それを悟さとってか緊きん張ちようを示して、彼は唇くちびるを一舐なめしてみせた。やがて全員の頭上が暗くなる。

　振り向くと、血を流す巨木の向こうから、建物の屋根などより遥はるかに高くそびえる巨大な生物が三人を見下ろしていた。周りの木々に比べればまだ小さいというあたりが、思わず苦笑いを誘さそう。

　鈍にぶく輝かがやきを発する黄こ金がね色をした大だい蛇じやの鎌かま首くび。それを見上げて。

「なにひとつ猫じゃないだろう。これは」

　タボールが、呆ぼう然ぜんと囁ささやくのが聞こえた。

　黄金の大蛇は牙きば以外の歯がない口から舌をちらつかせ、静かにしている。獲え物ものどころかただの餌えさでしかない大きさの物に対しては、威い嚇かく音すら必要ないということか。

　咄とつ嗟さに。

「逃にげろー！」

　やはりいちいち言うまでもないことでしかなかったが。先ほどと違い有意義な言葉ではある。三人同時に叫さけんで、そして……

　一歩背後に跳とんだ。その時には村にもどっていた。

　木は元の位置にある。エキータ・グランドホテルの看板も、静かな村の姿も。すべて一いつ瞬しゆんの夢だったと錯さつ覚かくさせるほどに元通りだった。だが、もしやと思って見回してみたものの、どむーんの姿はやはりどこにもない。

「なんだったんだ今のは」

　鎖鞭を腕に巻き直して、タボールがうめく。そんなもの誰だれにも答えられないのは承知の上だろう。

　長髪の男はなにかを決意したようにうなずくと、また例の木に手を伸ばした。その姿が消える。そしてすぐにまたもどってきた。

「こいつに触れようとすると、あそこに移動させられるらしいな。もどるのもまたこの木に触ふれようとすればいい。魔法の通路なんじゃねぇか？」

「あの蛇へびは？」

　シャンクが訊たずねると嘆たん息そくして、

「まだいた。あそこを見張ってる門番かなにかだと見たね」

「くそっ！」

　左手と右拳こぶしを打ち合わせてシャンクは毒づいた。どむーんがあの大蛇に喰くわれたというのも考えづらいが、実際にどこにもいなくなってしまったのでは否定もできない。

「炸さく裂れつ弾だんで吹ふき飛ばしてやる。荷物を取ってくる」

「おい、待てよ！」

　宿にもどろうとした彼を、タボールが制止した。

「そう短たん絡らくに考えるな。これがいったいなんなのか、きちんと調べてからでないとどんな影えい響きようがあるか……」

「魔法だろ！　魔法使いの仕し業わざだ！」

　言い捨ててシャンクは、道をふさぐタボールを避よけようとしたが、その道にはもうひとりの男が立ちふさがっていた。

「だから短絡にすんなって。あの嬢じようちゃんが蛇に喰われたと思ってるのなら、炸裂弾で蛇を爆ばく破はすりゃ、どのみち木こっ端ぱ微み塵じんになっちまうだけだろ」

　行く手を遮さえぎったのはそのふたりというより、ふたりの正論のほうだった。反論できずシャンクは足を止めた。目をきつく閉じ、少しでも冷静にものを考えるよう自らに念じる。どむーんは魔ま力りよく結けつ晶しようである。普ふ通つうの少女に対するのと同じような心配をしても、かえって的外れになるほうが多い。魔力結晶の性質については魔法使いのほうが詳くわしい、というか魔法使いくらいにしか分からないのだろうが、こんな時に限って肝かん心じんのブリアンがいない。

　シャンクは懐ふところからさっき拾った付け髭を取り出した。しばし迷うが、それを長ちよう髪はつの男の顔面に押しつける。

　不意をつかれたからか、なにをするのか見当もつかなかったからか、男は避けることもできなかった。だが。

「なんだ、これ？」

　彼は不思議そうに、自分でその付け髭を顔から取り外した。

「あれ？」

　付け髭を返してもらって、しげしげと眺ながめる。

「やけに似てるけど、ただの付け髭なのかな。いやただの付け髭は落ちてないだろうどう考えても……」

　ひとりで言ってひとりで反論していると、男は奇き妙みような目でこちらを見ながらも気楽に言ってきた。

「まあ、魔法なんて理解できなくても、解く方法は簡単だ。魔法使いを仕留めりゃいいのさ。魔法を解けば、魔法で起こった問題は解決するだろ？」

「それじゃ解けないこともあるんだ」

　付け髭ひげを手に、憮ぶ然ぜんと答える。男はさらに馴なれ馴れしく身を乗り出してくると、

「でもまあ、大たい抵ていは解ける。下手なことをするよりは早いさ。見たところ、お前はまだこの稼か業ぎよう始めて日が浅いな？」

「ああ」

　これもまた憮然としたままシャンクは付け髭をしまった。そのシャンクを追いかけるようにして、さらに男が回り込む。自分の胸を親指で示して笑えみを広げた。

「じゃあ俺と組めよ。俺はこれでも見る目はあるんだ。まだ子供でも、あの酒場にたむろしてる連中よりは見込みがあると睨にらんだね」

　さらにタボールへと向き直り、そちらにも声をかける。

「確かタボールだったか。せっかくだからお前も来いよ。宿に泊とまる金がなくて入り口に座ってたんだろ」

「ああ」

「そうだったのか!?」

　真顔でうなずくタボールに思わず叫んでから、シャンクは改めて秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくふたりの姿を観察した。見たところ、腕うでは立つ。場数を踏ふんでいるのも間ま違ちがいない。とはいえ盗賊と仕事をするのは面めん倒どう事も多い。たとえば、こうした問題だ。

「取り分は？」

　さらに強く顔をしかめて問いかける。結局のところ秘儀盗賊というのは見返りを求めて働くもので、そうでなければ魔法などというものに関かかわる意味などない。

　男は肩かたをすくめてみせた。

「どうやらこれは、相当に大がかりな魔法だ。取り分でもめる必要もないくらいの仕事と見たね。三分の一ずつで、各自なにか大きな働きがあればその都度考こう慮りよするってのはどうだ？」

「俺の取り分はその半分でいい。その代わり、あの子を見つけて助けることを優先して協力して欲ほしいのと、あとひとつ、もし本物の不死秘法を手に入れることがあったら、それは俺が欲しい」

「…………」

　ふたりは顔を見合わせてから、それぞれ同意して見せた。

「ああ、まあいいだろう」

「しかし、変わったことを言うんだな」

　疑問をあげるタボールの視線を、シャンクは木を示して促うながした。

「仲間の保護を優先したいのは変じゃないだろ」

「いや、不死秘法のことだ。そんなもの本当に見つけてしまえば、もう俺たちの商売なんて終わりだろう」

　言われて、面めん食くらう。それはあまり考えたこともなかった。自分が、商売のため不死秘法を探していたのでもないからだろう。だがこれを生業なりわいとする秘儀盗賊にとっては、確かにその通りである。

「じゃあ見つける気はないのか？」

　シャンクの問いに、タボールは苦く笑しようしてみせる。

「もちろん見つけるつもりで探してるんだがな」

　疑問そのものを持て余すような、そんな笑みではあった。

　無む駄だ話へと逸それた話題を、長髪の男が手を叩たたいてもどそうとする。

「まあまあ。目的は人それぞれさ。じゃあ組むってことでいいか？　俺はアブジョイ。クレイフィッシュ・アブジョイ・サンダー」

「クレイフィッシュ？　由来は？」

　アブジョイはタボールに、にやっと口を広げてみせた。持っていた投げナイフを相手に渡わたしてから素す早ばやく一歩跳とび退のき、操あやつり人形のように両腕を中ちゆう途と半はん端ぱに掲かかげる姿勢を取る。そこからくるりと手首を反転させると、袖そで口ぐちからそれぞれ刃は物ものの柄つかが飛び出した。柄を摑つかんで持ち直し、左右の手に一本ずつの短刀を構える。特とく徴ちよう的なのはその刀身だった。刃はが二ふた叉またの鋏はさみ形状になっている。片手で振ふるえる軽量の武器で敵の武器を受け止めるための工く夫ふうなのだろう。一刀だけで相手の武器を封ふうじることができれば、もう一方の刃で苦もなく倒たおせるというわけだ。

「二刀か」

　シャンクの声が終わるまでにアブジョイは逆の手順で短刀を収納した。抜ぬくのも収めるのも瞬しゆん時じのことで、手品でも見ている気にさせられる。自じ慢まんの技わざを見せつけてさらに機き嫌げんを良くした様子で、彼は陽気に口元へ人差し指を当てた。

「じゃあまず約束だ。あの木のことは口外しない」

（狙ねらいはそっちか）

　偶ぐう然ぜんとはいえ手に入れた情報を、これ以上他の秘儀盗賊に漏もらしたくはないのだろう。秘ひ匿とくのために成り行きで仲間を引き入れ、共食いでもなんでもしてしまうつもりか。クレイフィッシュとはよく言ったものだ。

　だが申し出に関しては、異存もない。広めて役に立つ情報とも思えなかった。

「構わない」

「ようし。じゃあ、あとは部屋で今後の探たん索さく計画を相談しよう。相部屋になるが、この際いいよな？」

「ああ」

　うなずきながらシャンクはもう一度、木のほうを見やった。ねじくれた細木は苦く悶もんしているようにも、手招きしているようにも映る。ここに来て、どむーんまで姿を消してしまうというのは考えていなかった。さらについでに言えば、付け髭ひげベロもだ。

　だが……

（なんなんだろうな）

　確かに最初あの木の陰かげに、何者かの姿を見たという思いを振り払はらえない。錯さつ覚かくに執しゆう着ちやくしているだけなのか。そう思い切ってしまうのは簡単なのだが。




　その夜、明日以降の方針を簡単に話し合った後、早朝の出発に合わせて就しゆう寝しんするもシャンクはなかなか寝ね付つけずにいた。タボールとアブジョイはそれぞれの寝台でいびきをかいている。

　窓からは蒼そう白はくの月明かり。窓から光が注げば天てん井じようの暗がりはなおさらに濃こい。その闇やみのほうを見つめ、シャンクは目を開けて物思いに耽ふけっていた。

　思い出していたのは、ここまでの道中で付け髭ベロから聞き出した言葉である。一度聞き逃のがしてから、翌日に問いただした。

「その生命はただ吸い取られただけではなく、どこぞにか捧ささげられてしまったんではないかの。術者が死んでも解けないとなると、他の存在がそれを維い持じしとるということだろうからのう」

　どむーんの姿を借りた付け髭は、この前の時間切れの続きをそう語った。

「どこぞって、誰だれにだ？」

　シャンクが訊たずねると、古代の魔ま法ほう使つかいの成れの果て……というか付け髭は困り果てたように両手と首を一いつ斉せいに振った。

「そこが難問だの。低格の術だけにな。その生命がどこに捧げられてしまったのか分かりゃせん。恐おそらく当人も誰にだか分からんで捧げとるんではないか。相手が分かっていれば、もっと大きなことができただろうしの」

「じゃあ……」

「解く方法はいくつかあるがのう。別の人間の生命を、同じように奪うばって持ってくるか。どこの誰か分からん相手を探し当てて滅ほろぼすか、交こう渉しようするか。あるいは、そいつがいくら吸い取ろうとしても吸い切れんほどの無む尽じん蔵ぞうの生命を持ってくるか。つまり不死秘法になるのう」

　結局、今までの状じよう況きようと変わらない。

　他人の生命を盗ぬすむのは論外として、だ。

　世界のどこにいるとも知れない、いやあるいはこの世界の外にいるのかもしれない、しかも魔法使いから生命を捧げられるような得体の知れない存在を探し当て、葬ほうむり去るというのも途方のない話ではある。まだしも不死秘法を探索するほうが見込みがあるとすら思える。少なくとも不死秘法であれば、ここ二百年で十二人は到とう達たつしている。

　そんなもの見つけてしまえば、もうなにもかも終わりだろ？

　昼間に聞かされた、秘儀盗賊の言葉は奇き妙みようなくらい耳に残った。

　それが聞こえなくなるほど睡すい魔まに浸ひたって、ようやくシャンクは眠ねむりについた。
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　早朝というのは酒場にとっては片付けの時間のはずだが、目を覚まして部屋からシャンクが降りてきても、酒場にひとけはなかった。かといって、既すでに片付け終わった後ということでもない。

　大勢の秘儀盗賊が一晩飲み散らかした酒場はまさに惨さん憺たんたる有様だった。ひとつとしてまともに立っている椅い子すはないし、倒たおれた酒さか瓶びんからこぼれた中身と残飯が早くも悪あく臭しゆうを放っている。このままにしておけば、昼には外まで臭におうようになるに違ちがいない。

（ひどいもんだな。まあこんなもんか）

　この様子では朝食など望むだけ無む駄だだろう。虚むなしく諦てい観かんだけ口に含ふくみ、シャンクは床ゆかを見回した。鞄かばんを置くスペースさえ無さそうである。この際、建物の外で待っていたほうがいいのかもしれない。

　そう思い立ち、入り口へと向かいかけると。奇妙な音が聞こえてきた。

　商売柄がら、そして剣けん客きやくとしての一いつ般ぱん的な訓練の結果として、音には気を配っている。それが人間のものか否いなか。人間であれば、それはどんな状態か……ただの呼吸音か、話し声か、うめき声、末まつ期ごの吐と息いきということもあり得うる。

　だが今聞こえてきたそれは、明確にそのどれかということも断定できない。強しいて言うならば全部を混ぜ合わせたようである。少なくとも知っている言語ではない。広い辺境とはいえ、まだここは普ふ通つう語が通じなくなる地域ではないはずだが。延々と続くうなり声の合間に憔しよう悴すいした呼吸が混ざり、息も絶え絶えに繰くり返される。年老いた女の声だった。時折、拍ひよう子し木ぎを打ち鳴らす音も響ひびいた。

（……もしかして？）

　自警団の男が言っていたことを思い出す。この宿の主あるじは変わり者だというような話だった。そう思って聞けば、不気味な声は土着の宗教儀ぎ式しきとして違い和わ感かんもない。できれば、関かかわり合いにならず外に出たほうがいいのだろうが。

　シャンクが入り口に急ごうとした時には、もう遅おそかった。拍子木の音が近づいてきている。もともとそんなに広い建物ではない。エキータが移動しながらその呪じゆ文もんだかなんだかを唱えているのならば、出くわさずにいるほうが難しいだろう。

　奥の扉とびらから床のゴミを蹴け散ちらしつつ姿を見せたのは、瘦やせた老ろう婆ばである。日焼けした浅黒い肌はだに、不ふ釣つり合いなほど真っ白な髪かみ。髪は顔面を覆おおうくらい伸のび放題である。前髪の隙すき間まからわずかにのぞく皺しわだらけの顔はもとより、目立って大き過ぎる眼球も前方を睨にらみつけているようで、その実なにも視界に入っていないようだった。おぼつかない足取りで進むうち、足元の椅子、テーブル、こぼれ落ちかけた皿に次々とぶつかり、わずかに方向を変える。手には、長い年月鳴らされ続けてきたのか、でこぼこになった拍子木を一本ずつ持っている。それを一打ちして彼女は唱え始めた。

　抑よく揚ようも滅め茶ちや苦く茶ちやで歌とすら言えない。だが聞いているうちにシャンクは、それが知らない言語などではないと気づいた。同時に理解した。老婆の発音が極きよく端たんにはっきりしないだけだ。歯がほとんど残っていないのかもしれない。

「太古の土から甦よみがえる、啜すすり上げられるは水

　葉から零こぼれるは大気、朽くちて炎ほのおを上げ灰となる

　かつて賢けん人じんの唱えた全素を吞のみ、育った古木様が世界を吞む

　世界を惜おしむなら、人よ、木に棲すむ猿さるよ

　古木様に気を許さず、またそれを忘れるなかれ……」

　聞き取ったのは最後の一節である。忘れるなかれ、と何度も何度も繰り返して、息が続かなくなってからエキータは拍子木を打った。酒場をうろつきながらまた最初から唱え出すが、シャンクのことには気づいていないようである。

　さすがにこのままでは立ち去りかねて、シャンクは彼女に挨あい拶さつしようかと口を開きかけたのだが。

「なに言っても、ほとんど反応ないぜ」

　階段の上から、アブジョイ・サンダーが言ってくる。出発のため部屋から出てきたのだろうが荷物は少ない。剣けんの鞘さやを肩かたに担かつぎ、その先せん端たんに紐ひもでぶら下げた小さい鞄というのが全装備らしい。

　アブジョイは軽かろやかに階段を下り切って、まだひたすら祈き禱とうを続けている老婆の前を通り抜ぬけると、後を続けた。

「毎朝やってるんだ。早朝はこうして宿の中を練り歩いて、しばらくしたら村に出てくんだ。ほぼ一日かけて村をぐるっと一回りして帰ってくる。尾び行こうした奴やつがそう言ってた」

「なんでこんなことを？」

　儀式の内容になど疑問を持っても無意味だろうが、夢中になって唱えている老婆の姿から目を逸そらしたくて、シャンクはアブジョイに訊たずねた。アブジョイは肩どころか片足まで上げて大おお袈げ裟さにお手上げしながら、

「婆ばあさんに、それを質問した奴がいてな。その時はたまたま答えてくれた。こう言われたそうだ。ようやく分かった、警告は全世界に伝えなければならないものだったってな」

「全世界？」

「婆さんにとってはこの村が全世界なんだろ」

　話しているうちに、階上にタボールも姿を現した。こちらはアブジョイとは対照的に重装備である。人ひとり入れるような革かわ袋ぶくろにはずっしりと中身が入っているらしい。背負っているのは機械式のクロスボウ……と呼ぶべきか、あるいは携けい帯たい式バリスタというほうが余よ程ほどしっくりくるかもしれない。鉄てつ杭くいのような矢を三本いっしょに背負っている。矢一本だけでもシャンクの剣より重いだろう。

　本気でそんな矢を飛ばすつもりでいるなら、頼たのむから俺の背後にいないでくれ。これはタボールの武器を見た時、真っ先に出たアブジョイの言葉である。タボールはこれまで宿に泊とまれなかったため、この荷物を村外れに埋うめて隠かくしていたらしいが。埋めるまでもなくこんな重量物を盗ぬすむには荷馬かなにかが必要だったろう。

　もっともタボールはそれをひとりで背負って、顔色ひとつ変えず階段を下りてくる。体格は特に目立たないというのに並の膂りよ力りよくではない。

「行こうか」

　シャンクとアブジョイを一いち瞥べつずつして、タボールはぼそりとつぶやく。

「ああ」

　答えたのはアブジョイである。シャンクもうなずく。散らかった酒場では出発も様にはならないが。ともあれ出発しなければ始まらない。

「まずは悪夢とやらを拝見だ」
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「参ったもんだのう」

「おむー」

　スプレッド・ムーンの少女と顔を見合わせ、かつて大魔ま法ほう使つかいベロであった霊れい魂こんは困り果てていた。ついつい空中に浮うかびそうになる霊体を踏ふん張って地面に着け、ちょこんと座っているどむーんと向かい合っている。

「まさかまさか、これは考えんかったな。付け髭ひげに封ふうじとった人格が魂たましいにまで蘇そ生せいするとは。まあ肉体を新しく造り直すような力まではもどっとらんし、なんぼ生き返っても霊魂止まりであろうが」

「えべれけー」

　こうしてはいても、どむーんと話しているわけではない。臨終したとはいえ元は魔法使いなのである。従えるべき魔力結けつ晶しように悩なやみ相談をするほど落ちぶれてはいないつもりだった。とはいえ、ではなにと話しているのかというと、やっぱりどむーんしか相手はいないのだが。

「しかし誰だれも頼みもせんのに蘇生とは。この森、とんでもない魔法がかかっとるな」

「もっちゃれらー」

　霊体はあやふやだが、白い煙けむり状じようになんとか生前の姿を象かたどってはいる。どむーんはさっきからベロの霊体に手を突つっ込んでは、少し千切ったり好き勝手な形にしたりして遊んでいた。身体からだがないため痛くも痒かゆくもないが、変な感覚ではある。

　それはともかく霊魂ベロはあたりを見回した。彼の魂が付け髭から蘇生させられた時には、既すでに周りは見たこともない森の中だった。あの盗とう賊ぞく小こ僧ぞうは確かウィックボルとかいう村を目指すと言っていたような記き憶おくがあるのだが、それがどうしてこんな場所に辿たどり着いて、しかも当人がいないのか。理解不能だったが、まあ仕方ない。ヘマをして死んだかなにかしたのだろう。それは別にどうでもいい。

　この森がただの森でないことは考えるまでもない。

　もう見た目からしてまともではなかった。木々はすべて樹じゆ齢れい二千年以上の妖よう樹じゆだし、そいつらの垂れ流す栄養溢あふれ過ぎの樹液のおかげで地面まで生物化している。こんな森はとうの昔に絶ぜつ滅めつしたはずである。かくいうベロも、妖樹については書物の挿さし絵くらいでしか見たことはなかった。遥はるか遠き古代、植物の王と獣けものの王の間で交かわされた伝説の千日議論、メキシマ・ドラルキン生存競争で、獣を食い尽つくす可能性のある植物はパルクライツ森のアワーを残してすべて廃はい棄きされたのだ。妖樹の魔法使い、人食いアワーが九人目のイモータルになって姿を消して以降は、妖樹の類たぐいは地上から根絶したと考えられていた。
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「完全に滅ほろびたはずの森なんじゃが……これも蘇生したんかのう」

　吞のん気きにぼやく。本当にそうならすべての世界中の獣を食い尽くしかねない代しろ物ものだが、それは実際、霊魂ベロには他ひ人と事ごとでしかなかった。

「それだけなら別にいいが、なにしろけしからんのはあの金色の蛇へびだ。我が輩はいを脅おどかしおって。逃にげ回ったら元いた場所も分からなくなってしまったし。果たしてなんだったのであろうな」

　仕方なくもうどむーんしか話し相手がいないと認めて、訊きく。が、どむーんは千切った霊魂でミニサイズのベロをたくさん作るのに夢中である。

　深々と嘆たん息そくし（博覧強記を自負する彼すらそういうものだとは知らなかったが、作られた小さいベロは全員そろって本体の動きを奇き麗れいに真ま似ねていた）、霊魂ベロはぶつぶつと続けた。

「あの蛇、鱗うろこ紋もん様ようは竜りゆう印であったな。どこの竜だろか。黄金ということは秋竜だからして火が弱点なのは分かっておる。しかし竜は一族こぞって祟たたってくるからのう」

　失言に気づいて、左右背後を警けい戒かいする。竜には必ず弱点があるが、竜の弱点を話題にする者を竜の一族は許さない。だがしばらく観察しても黄金色の蛇が現れないことにほっとして、ベロは胸を撫なで下ろした。霊魂には肺も心臓もないが、それでもやってみると不思議と落ち着くものである。

「竜が住処すみかから出てくるなんぞ、どこぞの誰かが呼び出したに決まっておるが、それを従わせるとなるとどえらい術者ではあるな。いや我が輩だって生前であれば負けてはおらんかったぞい。正統な竜ではないが、似たようなものは従えた。あれはなんであったかな。多分、竜りゆう鱗りんカモノハシかラッコだったと思うのだが」

　思い出そうとして禿はげ上がった頭を抱かかえてうなっていると、霊魂ベロは油断して地面から浮かび上がっていた。

「あわわわ」

　慌あわてて手を伸のばすが、懸けん命めいに身を屈かがめても地面にとどかない。

「いかんいかん。空まで舞まい上がりかねんぞい。下降気流でも捕つかまえんことにゃ。いや霊体が風に流されるわけないか。風の霊魂を見つけんとならん。ないとも言い切れん。この世に恨うらみを残して変死した季節風で、検死でも死因は特定できず……」

「犯人はお前たちやたら全員だー」

　どむーんも気づいて、ぴょんぴょん飛び跳はねるのだがその時には既に霊魂ベロは手のとどかないところまで上じよう昇しようしていた。

「いかん。なんたる地味な窮きゆう地ち。我が輩も死力を尽くしてこの苦難に立ち向かわねば。えーと……土精招来はじめちょろちょろなかぱっぱ……」

　あまり使ったことのない地じ縛しばりの呪じゆ文もんを唱える。地面から浮かぶ術というのは生前もよく使ったが、その逆というのが必要になる状じよう況きようはほとんどなかった。他人を地面に縛ったことはある。呼び出した竜鱗カモノハシが牙きばをむいて襲おそい掛かかってくるのをすんでのところで止めた時などだ。

「あっあっ。やはりカモノハシであったか。というか、ちぃとも従えておらんじゃないか。うーむ」

　ついうっかり自分で自分の記憶に文句をつけたおかげで、唱えかけていた呪文を失念してしまった。だがもとより、この妖樹の森に正気を保った土精せい霊れいを呼び出せるとも思えない。よほど無む鉄てつ砲ぽうな土精でもなければこんなところには出張してこないだろう。

「それにまあ、考えてみたら土精というやつは加減を知らんしの。あのカモノハシのことを思い出せて良かった。粉こな微み塵じんの末まつ期ごを」

　そんなことをしているうちに、高度はもう人間の背せ丈たけより遥かに高くなっている。魔ま法ほうで浮ふ揚ようする時には、こんなものは大した高さではないのだが。地面にもどりたいとなると手段が思いつかないというのは盲もう点てんだった。

「さてどうしたものか。こんな時は似たようなものからヒントを摑つかむもんじゃろ。浮うかぶといえば気球。気球が浮かぶにはバラストを捨てるわけで、逆といえば……バラストに捨てられれば良いのか。いやわずかに違ちがう気がするが。ん？」

　地面に降りる手だては思いつかないまま、ベロは目を細めた。

「お前さん、何者だぞい？」

　無論、ベロを摑まえようと下で飛び跳ねているどむーんのことではない。

　妖樹の間を散歩でもするように静かな足取りで、ひとりの女が歩いていた。彼らを見てはいないが、真まっ直すぐに近づいてきている。まだ多少の距きよ離りがあったが遠目に見ても美しい女だった。歩くたび、長い髪かみがそれぞれ意思でも持っているようにふわりと揺ゆれている。それは水底から水面より上をうかがう死し霊りようを思わせた。こんな得体の知れない森を軽装どころかほとんど手ぶらで歩いているが、彼女の姿には不安もうかがえない。

　霊れい魂こんベロの制止もまったく無視して進んでくる。ベロは顔をしかめた。単に不快だったからではない。彼が仕し掛かけたのは問いの言こと霊だまだった。投げかけられれば、つい答えてしまう暗示のひとつである。これを無視できるということは、よほどの気構えで彼に向かってきているか、もしくは……暗示をはね除のける方法を知っているかだ。

　そのどちらにせよ油断ならない相手である。そして油断できない相手には近づいてきて欲ほしくない。ならば当然、こうしたほうがいい。

　霊の身でどれだけの呪文が使えるかは定かでなかったが、まあ付け髭ひげの頃ころよりはまともな術が使えるだろう。ベロは空中に浮いたまま両手両りよう脚あしを広げた。詠えい唱しようを始める。

「縛いましめの約やく定じよう、天上よりの万条、地下よりの万条、その交差なら億の条！」

　女はわずかに顔を上げただけだった。呪文には気づいただろうが動きは変えない。

「絡からむなら億と億の条、時砂の器うつわにして戒いましめの鎖くさり、楔くさびの封ふう！」

　ベロの号令とともに女の頭上に黒い網あみが弾はじけた。

　命運時間流を解いて造り出された縛ばく鎖さの呪まじないは瞬しゆん時じに女を包み込み鎖の塊へと変じた。複雑に絡み合った鎖の、人間大の球体である。欠かさずにベロは別の詠唱へも繫つなげた。

「土精招来！」

　女が歩いていた地面が裂さけ、巨きよ大だいな岩がん塊かいふたつが膨ふくれ上がって鎖の球ごと挟はさみ込んだ。昔、竜鱗をも砕くだいたことのある地縛りの術。板金鎧よろいでも防ぐことはできない。が。

　鎖球を包む寸前、岩は砕けて砂と化した。乾かわいた飛ひ沫まつとなって妖樹の大地に弾け散る。同時に鎖もまた一本一本、つながりを解かれて無分別の束へと変じた。粉々に分散した呪いが消え去るとその中央には、髪ひとつ乱さずに女が立っている。

　呪文を投げかけた姿勢そのままで、ベロはうめいた。

「やるのう。人間の知ち恵えでは解けん鎖くさり網あみをバラバラにするとは」

　そのついでに土精の攻こう撃げきもかわしてしまった。しかもその上で、いったいどのような術を使っているのかベロに見せもしない。

　まず確実に彼より上位の魔法使いシーカーである。極きわめて強い……恐おそらくは、不自然に強すぎるほど。

「変だのう。それほどの術者を、どうして我が輩はいが知らんのだ」

「それはわたしの知ったことか。お前は霊魂だけか？」

　と、女。黒い衣ころもの前で手を組み合わせ、姿勢だけは品良いものの口調は酷こく薄はくだった。

　もっとも、自分より恐ろしい者との付き合いなど魔法使いをやっていれば慣れっこになるのが当然である。異界の知性とすら団だん欒らんし、あわよくば力を借りるのが魔法使いだった。霊魂ベロは胸を張り、コホンと咳せき払ばらいして強調した。

「うむ。霊魂である」

「霊魂エッグバーガー」

　すぐ下でどむーんがなにやら言っている。気にしても無む駄だだが。

　女もどむーんを一いち瞥べつした。この女ほどの術者なら、これが少女の姿をした魔力結けつ晶しようだということは即そく座ざに見み抜ぬけただろう。名前を失っていることすら感じ取ったのか、女はさっさとどむーんから視線を外した。

　空中の霊魂ベロへと告げてくる。

「では消えなさい。ここは神聖な森。お前を迎むかえさせるために、わたしが地上に獄ごく卒そつどもを呼び出してやっても良いが、そうなると以後、お前の冥めい界かいでの生活はひどく苦しいことになる。冥府の名主は不快に思うでしょうしね」

「そうでもない。我が輩、生前は名主のためいくつか頼たのまれ事をしてやったりしたからの。再会したら一族あげての祝しゆく宴えんで歓かん迎げいしてくれるはずじゃ。奴やつが生まれた日に封をしたワインというのを預かっておって次に会った時ふたりで飲もうと……」

「噓うそはやめなさい」

「うむ。やめる」

　素す直なおに黙だまるが、女のほうは話を止めなかった。見上げながらも見下した眼まな差ざしで片手を上げ、

「消えなさい。どこへなりと」

「いやしかし動けぬのでな」

　これも素直に告げたつもりだったが。

　女の気に障さわったらしい。嘲あざけりの色が怒いかりへと変じた。

「わたしは面めん倒どうな噓など言わない。呪のろわれるがいい」

　その宣告とともに地面が震ふるえる。妖よう樹じゆの樹液に濡ぬれた土が割れ、地の底からの怨えん嗟さの音を伝えてきた。大地の裂け目から噴ふき出したのは樹液とは色を違たがえる、鮮せん血けつ色の液体である。炎ほのおのように発光し、そしてまた実際に炎をあげている。硫い黄おう臭しゆうと黒い影かげ、人の形をしたボロ布の塊がいくつも現れる！

「炎えん鬼き？　水妖？　風神？　いや」

　霊魂ベロは空中にふらふら漂ただよったまま、顔の正面だけそれら異形の者へと向けて目を見開いた。女が裂いた地割れは三日月形に、彼女を取り囲むようにして広がっている。そこから無数に這はい出してくる怪かい物ぶつは、どうやらはったりではなく本当に獄卒のようだった。死の世界から呼び出された死霊管理の役人である。汚よごれた布の隙すき間まからのぞく、細い手足。緑色の眼球と牙きばの並ぶ口。空に浮うかび、幾き何か学形に整列していく。

　だが、なんにしろ……

「変だのう。お嬢じようちゃん、どうやって術を使った？」

　腕うで組ぐみし、足も同じ形に組んで、霊れい魂こんベロは訝いぶかった。細めた視界の真ん中に、熱風に髪かみを舞まわせた女の姿がある。

「古木の森においてわたしの力は無敵。十三人目のイモータルとなる……」

　得意げな彼女の言葉を遮さえぎり、ベロは首を左右に振ふった。

「いや、お前さんの力ではないのう」

「なにを言って」

　と、掲かかげた彼女の手首に、蜥蜴とかげに似た動物が姿を現す。仄ほのめかしから存在が看破されて隠かくれ身が解けたのだ。蜥蜴といっても頭部は猿さるで、ただし口だけは蜥蜴のまま左右に大きく裂けている。細かい牙の並んだその口で女の手首に嚙かみ付き、ぶら下がっていた。

「いつの間に」

　女は腕を振るが、蜥蜴はそう簡単に取れはしない。彼女よりも、その周りに整列していく獄卒のほうを観察しながら、霊魂ベロは言葉を足した。

「さっき網あみの中に混ぜといたんじゃが。そんなことはどうでもいいのう。さて、敵意しか持たない拗すね獣けものに嚙まれとったお前さんは、魔ま力りよくに触さわれんかったはず。獄卒を呼び出したのは誰だれであるかな？」

「小こ賢ざかしい……！」

　もう一方の手で拗ね獣を握にぎりつぶし、女が声をあげる。それを合図に獄卒の群が飛び出した。獄卒は霊魂の扱あつかいにかけては右に出る者がない。消すことも捕とらえることも思いのままである。幾いく重えにも巻かれた布の間から、身体からだから伸のびる黒い鉤かぎ紐ひもを引っ張り出す。この鉤は霊魂にかかると二度と抜ぬけない。霊魂と繫つながった獄卒は未来永えい劫ごう、離はなれることはないというわけだ。

　冥界の法に守護された役人を滅ほろぼすような呪じゆ文もんはさすがに持ち合わせがない。しかも逃にげようにも動けない。息を吞のんで待つ。獄卒の振り上げる鉤が眼前へと迫せまったその瞬しゆん間かん。

「ミポリン好ずきー！」

　どむーんが小さいベロを縦に繫げて作った紐ひも（？）をぶん投げ、霊魂ベロ本体に引っかける。

　そのままもの凄すごい勢いで走り出し、ベロを空中に引きずって獄卒の群から遠ざかっていく。無論彼らも追いかけてくるが。

「…………」

　とりあえず霊魂ベロの興味は別のところにあった。首を傾かしげて引っ張られるまま、

「今のはまさか、一いつ本ぽん釣づりのことだったんだろか」

　逃げる彼らを糾きゆう弾だんするように、周囲の妖樹が蠢うごめいている。どむーんの速力はかなりのものだったが所しよ詮せん、追つい跡せき者である獄卒たちを引き離せるものではない。

「お前たち、逃げたところで捕つかまるのは時間の問題！」

　獄卒のひとりに抱かかえられ、追いかけてきた女が叫さけんでくる。

「我が神が貴様らの命運を定めよう！　従え！」

「そんなこと言われてものう」

　接近してきた獄卒の鉤を首を竦すくめてかわし、ベロはますます顔をしかめた。

「これはあんまりやりたくなかったのだが」

　指を弾はじく。手の中から白い花が飛び出すと、次々にこぼれ落ちた。純白の帯のように途と切ぎれず溢あふれていく。

　しばらくして。

　突とつ如じよとして轟ごう音おんが響ひびいた。めきめきばりばりという、巨きよ大だいなものを無理やり押し倒たおす騒そう音おんと、悲鳴じみたうめき声。大量に薙なぎ倒されたのは妖樹たちである。妖樹の幹を容易たやすく押しのけ、木々の向こうから突とつ進しんしてきたのは黄金の蛇へびだった。身体を左右に振ってわざわざ妖樹を破は壊かいし、巨体の通る道を広げている。それでもなお速度を落としていない。

　女が声を引きつらせた。

「やはり竜りゆうか！　おかしいと思って来てみれば、どうしてこんなものが！」

　獄卒の一体が標的を変え、黄金の竜へと飛びかかる。だが獄卒が引っ搔かいても竜鱗には傷ひとつつかず、逆に竜の勢いにはね飛ばされた。

　金色の身体に赤く輝かがやく眼め。その輝きに照らされたか、それとも鬼気迫せまってか白い肌はだを紅潮させ、女は憎ぞう悪おに声を震ふるわせた。

「誰が呼んだ！　獣なき古木の森に」

「そいつはまあ我が輩はいも知らんが」

　ベロは手元から、最後の一輪を捨てつつ蛇を見やった。蛇は傍はた目めにも怒いかり狂くるっている。雷らい鳴めいにも似た威い嚇かく音があたりを圧する中、恐おそらく女には聞こえてはいなかっただろうがベロはつぶやいた。

「竜を招く知ち恵え蜜みつの林りん檎ご花だぞい」

　手を閉じて嘆たん息そくする。竜は獄卒を蹴け散ちらして……真まっ直すぐにベロたちのほうへと向かってくる。蛇が大きく口を開くのが見えた。

「でもって竜は、かつて同族を殺した者を決して許さぬ。未熟者よ、さらば！」

　その言葉を最後に、ベロとどむーんは蛇に一口で吞み込まれた。
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　ウィックボルの周囲を取り巻く柵さくは、単に害がい獣じゆう除よけのものだったが、それでも頑がん丈じように作られていた。道具を使えば壊こわせそうだったし、乗り越こえられないこともないだろう。ただし見張りがいなければの話だ。

　シャンクたち三人は岩いわ陰かげに隠かくれて村の様子をうかがっていた。そこは村の入り口だが、門は閉とざされている。これもまた炸さく裂れつ弾だんの一発でもあれば打ち壊すのは容易だろうが、見張りに気づかれずにというのは無理だ。門の前だけではなく、少し離れたところにも同じように見張りが立っている。さらにまた離れたところにも……と、ずっと続く。

「これが、ここまで来た秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくがそろいもそろって、あの宿に引き返してくだまいてた理由さ。村の周辺は全部、あれが見張ってる。一応挑ちよう戦せんした奴やつもいるんだが、剣けんが通じないんだ」

　アブジョイは、まるでそれが自分の手て柄がらだとでもいうように得意げである。

　見たところ彼ら見張りは人間ではなかった。人間の形をしてはいるが、それは手足と頭があるということに過ぎない。背せ丈たけは大人より頭ひとつ分は高いだろうし、重さとくれば何倍かはあるだろう。なにしろ全身が岩でできている。岩を蔦つたで縛しばって人の形にしたような代しろ物ものだった。顔もなにもないが姿勢で身体からだの前面は分かる。それが二体、門の前でじっと道の果てを見張っていた。

「ひとつの場所に二体ずつか」

　シャンクの問いに、アブジョイがうなずく。

「ああ」

　彼の向こうではタボールが自分の荷を解ほどいていた。例の巨大なクロスボウである。シンプルだがゴツい形状の矢を二本、地面に並べつつ、

「俺もこいつを試ためそうと思ったんだが、相手が二体ではな。こいつで撃うち抜ぬけないとは思わないが、装そう塡てんに時間がかかるのが難点でね。だから仲間が必要だった」

　と、弦つるの巻き上げを開始する。機械式で、ひとりの腕わん力りよくで装塡できるようになっているが、楽ができる分だけ余計な時間がかかるというわけだ。

　シャンクは岩の上から顔だけ出して見張りを観察した。彼らはこちらに気づいているのかいないのか。とりあえず反応らしい反応はない。木板の柵の向こう側はひどく静かで、逆に不ふ穏おんともそうでないとも言い難がたい。

「村の中がどうなってるのかは分からないのか？」

「いいや。一度無理して忍しのび込んだ奴がいる。そいつによると中はひどいもんさ。まあ悪夢の村の噂うわさを広めたのは、最初にこの村に突とつ入にゆうした自警団の生き残りだけどな。見張りが立つようになったのは、その後だ」

　アブジョイも並んで門を見ながらそう答えた。それは言葉以上の意味を含ふくんでいる。シャンクは考え込んだ。

「状じよう況きように応じて対応を変えてるわけか。なら……」

「そういうことだ。こいつをやってるのが何者かは知んねぇが、オツムの出来は俺たちと大差ないな」

「湖のほうからは入れないのか？」

　訊ききながら、シャンクは村の向こう側を指さした。この位置からでは見えないが、村の反対側は湖に面しているはずで、そこには柵もないだろう。が、アブジョイは肩かたをすくめて首を振ふった。

「湖側のほうが見張りが多いんだ。水深があるんでボートでもないとそもそも近づけそうにないが、それだと転てん覆ぷくでもさせられたらおしまいだ」

「よし」

　タボールが装塡の終わったクロスボウを構えて声をあげた。

「準備完かん了りようだ」

「なら行くか」

　アブジョイは返事も待たず、自分の剣を抜いて岩陰から飛び出した。ろくに手入れもされていない、刃はも潰つぶれたぼろぼろの剣だが、この見張りが相手なら関係なかろう。シャンクも彼の後に続いたが、武器は抜かなかった。スプリング・ガンや炸裂弾も通じそうにはない。代わりに鞄かばんの中から一本のロープを取り出し、その端はしを手にしていた。フックのついたほうの端である。もう一方の端は、あらかじめ近くの木の幹に縛り付けてあった。

　こちらの姿を認めて、見張りが二体同時に動き出した。もちろん誰何すいかの声などはない。両手をあげて前進してくる。鈍どん重じゆうそうな見かけに反して人間並には素す早ばやい動作だった。

　シャンクはロープを持ったままアブジョイを追い越した。見張りの一体のすぐそばを通り過ぎ、振り回された腕うでの一いち撃げきをかわしながらロープを一巻きし、さらに敵の背後へと回り込む。

　見張りは知性を感じさせない動作で、振り向きざまに反射的な拳こぶしを放ってきた。先ほどロープをかけた腕とは反対側の腕に、シャンクはまたロープを引っかけた。そのまま元のロープにフックをかける。

　仕し掛かけを終えてシャンクは、門のほうに走っていった。見張りは当然それを追うが。

　びん！　とロープが音を立てて伸のびきった。たすきがけの形で拘こう束そくされた見張りは、あと一歩及およばない位置にいるシャンクに腕を振り回しつつ、動きを止めている。ロープを張った木がみしみしと音を立てるのが聞こえた。そして……

　見張りの身体が、半ば爆ばく砕さいでもするように弾はじけた。衝しよう撃げきに空気を震ふるわせ、その場に倒たおれて地面も揺ゆるがす。見張りの胴どうは鉄てつ杭くいが突つき刺ささったところから裂さけて、ほぼ断だん裂れつしていた。もう動けないだろう。

　見ると、矢を放ったタボールは既すでに再装塡の作業を開始している。もう一体の見張りはアブジョイに翻ほん弄ろうされていた。アブジョイは見張りが踏ふみ出す足先を剣けんで器用に打ち据すえ、相手の動きを封ふうじた上で逃にげ回っている。剣けん捌さばきも盗とう賊ぞくにしてはなかなかの手並みだった。多少は心得があるのかもしれない。

　装塡を終えたタボールが武器を構えたところで、アブジョイは振り向きもせずににやりとしてみせた。二本目の矢が、残り一体を打ち砕くだく。破は壊かいされた見張りが地に倒れた。

　見回すと、離はなれた場所に立っていた同じ見張りたちが、こちらへと走り出しているのが見える。ロープを解いて取りもどしている時間はなさそうだった。全員分の荷物を担かついで近づいてくるタボールに、アブジョイが声をかける。

「矢、抜けるか？」

　倒れている見張りたちをそれぞれ一いち瞥べつし、タボールはすぐにかぶりを振った。

「抜けないことはないが、もう使えないな。どっちも先が折れてる」

「じゃあ、残り一本か」

「ああ」

　うなずくタボールから自分の鞄を受け取って、シャンクは一番上に入れてあった炸さく裂れつ弾だんを一缶かん、取り出した。缶からは紐ひもが一本出ていて、これを引っこ抜けば数秒後に爆発する仕掛けになっている。シャンクは紐を抜いた炸裂弾を門へと転がした。ちょうどその門の前にぴたりと止まった缶が爆発を起こす。

　木板の門はすんなりと開いた。蝶ちよう番つがいから破損し、向こう側に倒れる。村の中にはなにもないように見えた。つまり、普ふ通つうの平和な村だとしか。

　家屋が壊こわされた形けい跡せきもない。自警団が突とつ入にゆうしたのならその足そく跡せきくらいは残っていても良さそうだったが、それすら見当たらなかった。門の内側に駆かけ込み、アブジョイが掛かけ声をあげた。

「急ぐぞ。いいか、村の中では立ち止まるなよ！」

　その警告ははっきりと、村に危険があることを示している。

　シャンクも彼の後を追った。タボールが最後についてくる。

　村の中は静まり返っている。もともと人口の多い集落ではなかっただろうが。それにしても人の気配が感じられなかった。入り口に最も近い民家の庭先には古い椅い子すが三さん脚きやく。ほんの一いつ瞬しゆん前まで、確かにそこには誰だれもいなかったはずだが……

　突然、そこに三人の男が現れた。三人向かい合う形で椅子に座っている。若い男たちだった。出現したことに自分自身戸と惑まどっているのか、周囲を見回している。いやその眼まな差ざしにははっきりと恐きよう怖ふがあった。

　シャンクらが見ているうちに、三人の男は一いつ斉せいにこちらを向いた。誰かに命じられたように。だがさらに中のひとり、がっしりした筋肉質の男が青ざめた顔を左右に振った。悲痛に表情を引きつらせ叫さけぶ。

「もう嫌いやだ……嫌なんだ。もう終わらせてくれ……逃げろ！」

　仲間のふたりに言ったのか、それともこちらに警告したのか。

　そして途と端たんに、その男の身体が崩ほう壊かいした。瞬時に黒く染まり、力を失って倒れる。肌はだは乾ひ涸からび眼がん窩かが開いた。鼻をつく腐ふ臭しゆうが広がる。ほんの一瞬で腐敗してしまった。

　残りのふたりが悲鳴をあげる。立ち上がると、座っていた椅子を摑つかんで振ふり上げる。

　死にものぐるいの雄お叫たけびとともに襲おそい掛かってくる。先行していたアブジョイが最も近かった。彼は抜ぬき身のままだった剣を横に一いつ閃せんし、一刀でそのひとりを斬きり伏ふせた。胴をも両断する一撃である。致ち命めい傷しようを受けた上、剣の勢いに突き飛ばされ、男はもうひとりにぶつかってもつれ合うように地面に倒れた。

　だが、まだ動いている。あまつさえ立ち上がろうとすらしていた。脇わき腹ばらの腱けんを失って上体が満足に動かせないながらも、もたもたと起きる。

　起きようとしているふたりの首をアブジョイの剣が刎はねた。相手の動きが鈍にぶいとはいえ、刃はの欠けた剣ではそう奇き麗れいに切断することもできないが。重い音を立てて転がったふたりの首は苦く悶もんを訴うつたえ、舌を捩ねじらせ白目をむいている。

「お前……！」

　シャンクは背後からアブジョイに摑みかかろうとした。が、彼は振り返りもせずあたりへの注意を促うながすよう指さして、

「んなこと言ってっと、身が保もたんぜ」

　気がつけばあたりには人が溢あふれていた。

　村の中へと続く道という道、家という家からぞろぞろと。男も女もいたが、みな若い。子供の姿もあった。全員、恐おそれおののきゆらゆら震ふるえながら近づいてくる。時折、涙なみだを流して足を止める者もいる。そうした者は先ほどの筋肉質の男と同じく、その場で腐くさって崩くずれ落ちた。

「なんだこれは」

　シャンクはうめいて、気が進まないながらも鞄かばんから炸裂弾を二本取り出した。つい最近、死体を動かす魔ま法ほうを見せられたばかりだが、仮にこの村の住人を全員操あやつっているのだとしても、これは数が多すぎる。

「魔法だろ」

　剣を構え、アブジョイ・サンダー。タボールも重い荷物を左に持ち替かえ、右手から鎖くさり鞭むちを垂らした。

「見えるところだけで、二百はいるな」

「もっと増えそうだぜ」

　小声の会話を聞きながらシャンクは現れた人の群を眺ながめやった。炸裂弾を手にしたまま、顔のひとつひとつを見る。格好、姿形からこの村の住人であるようには見える。だがどう考えても普通の様子ではない。
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　と、シャンクは気づいて息を吞のんだ。人混みの中に先の三人がまた歩いている。視線を移すと彼らが斬り殺された場所には死体もなにも残っていない。

「おいおい」

　次し第だいに距きよ離りを狭せばめてくる群衆に汗あせを滲にじませ、アブジョイが言ってくる。

「まさか、投げられねぇとは言わんだろうな」

「言わないが、どこに進みたいんだ？」

　シャンクは問いかけて、炸さく裂れつ弾だんの紐ひもの一本を口にくわえた。

「あー、すまん。この奥に行きたいのさ」

　アブジョイが剣けん先さきで指し示した方向へ。

　歯で紐を引っこ抜き、シャンクは缶を群衆に投げ込んだ。爆ばく発はつが起こり、数十人が吹ふき飛ばされる。悲鳴と怒ど号ごう、哀あい切せつの嘆なげきの中、大量に腐り崩れた異臭にシャンクはむせた。

　だが立ち止まっている場合ではない。

「行け！」

　先導に従うまでもなく全員走り出す。爆発によって開いた道に飛び込むが、村人たちもさらに速度を上げて押し寄せてくる。シャンクはもう一本の炸裂弾を自分の足元に転がした。彼らが駆け抜けた後に殺さつ到とうした群衆を、二度目の爆発が粉こな微み塵じんに足止めした。

「残り五本だ。そうそうは使えないぞ」

　ふたりに告げ、シャンクは鞄からもう一個、炸裂弾を取り出した。行く手をふさいだ熊くまのような大男を斬り伏せたアブジョイが答えてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、そう遠くない！」

　目的地のことだろう。叫ぶ彼の表情は明るく、この状じよう況きようを苦にもしていない。その感性には違い和わ感かんを覚えつつも、シャンクもまた安あん堵どしたことを否定はできなかった。少なくとも成算があって進んでいるのだ。

　足を止めず走り続ける後方で、倒たおれた大男が泣き声をあげるのが聞こえていた。

「ああああ……嫌だ。嫌だ！　腐り落ちる……腐り落ちるのは冷たくて……痛い！」

　肩かた越ごしに見やると、彼は腐肉と化した自分の右足を手に、何者かに懇こん願がんしている。

「助けてください古木様……わたしはまだあいつらを追えます！　足をくだされば、追えます……足を！」

　それを最後に男の全身が崩れた。だがシャンクが前方へと向き直った直後、納な屋やの扉とびらを勢いよく開けてその大男が飛び出してくる。

　近い位置にいたタボールが鎖鞭を一閃、男の顔面を打った。強く叩たたきつけた金属製の鞭は、時に刃は物ものより凄せい惨さんな傷をつける。両眼を失って再び絶ぜつ叫きようする男からつい目を背そむけ、シャンクは囁ささやいた。

「なんだ、こいつらは」

　質問ではなかったがアブジョイが聞きつけていたらしい。

「とにかくマトモな状況でもねぇし正気でもねぇんだ。ほっとけ！」

「嫌いやだ……嫌だ……お前たちが逃にげると古木様がお怒いかりになる……助けて」

　大男の慟どう哭こくを後ろ耳に、シャンクは聞き留めた。彼らを操っている者の呼び名だろう。

（古木様、か）

　できれば押し寄せてくる誰だれかひとりでも捕つかまえてそのあたりを聞き出したいところだが、捕まえた途と端たんに腐って消えてしまいそうではある。

　行く手にある民家の屋根の上から飛び降りようとしている十数人を見つけて、シャンクは炸裂弾を建物の窓に投げ入れた。爆発が家ごと屋根を吹き飛ばす。

　炸裂弾は残り四発。

「そこを曲がったところだ。もう使うな」

　アブジョイの言葉に従い、道を曲がると、そこにあったのは一本の木だった。幹の捩ねじれた細木である。

「やっぱりそうだ！　あった！　あったと思ってたんだ……と思ってた奴やつもいたらしいんだが。ほぅら、宿の前にあったのと同じ木だ」

　ぴょんぴょん跳とびはね、子供のように喜ぶアブジョイに、シャンクはとりあえず声をかけた。

「なあ、どうでもいいことかもしれないが」

「なんだ？」

「お前が他人のことみたいに言ってるの、全部お前だろ」

「おくゆかしいだろ？」

「…………」

　どう答えれば良いのか分からないうちに、その木まで辿たどり着いて三人、足を止める。

　村人たちの攻こう撃げきが途と切ぎれたわけではないのだが、追いかけてくる群衆は木に近寄ることを躊ため躇らってか目に見えて鈍にぶくなっていた。遠巻きにして立ち止まる者も多い。そしてその瞬しゆん間かんに腐くさって倒れる。

「あああああああ！」

「やめろ、やめてくれ。帰ってくれ！」

「お願いです。古木様に逆らわないで」

　口々に群衆が哀あい訴そする中、気にも留めない様子でアブジョイが剣けんをしまう。

「こっちの木からも同じ森に行けるのなら、もしかしたら蛇へびのいないとこにつながってるかもしれない。あの森にはなんかある。魔ま法ほう使つかいもあの森にいると見たね」

「古木様、か」

　見ることが耐たえ難がたくとも、周りはすべて嘆なげき悲しむ群衆に取り囲まれている。声から逃のがれるのはもとより不可能だ。仕方なく目を伏ふせてシャンクはつぶやいた。だがとりあえず村人たちがこちらに近寄れないのなら攻撃せずに済む。

「もしこれでまたあの蛇がいたら、ひどい無む駄だ骨ぼねだな」

　タボールが淡たん々たんと道理を吐はく。だがどうでもいいとばかりに、アブジョイは大笑するだけだった。

「そん時はまた別の道があるさ。なんかどっかによ」

　悩なやみも迷いもなく木に触ふれようとして、姿を消す。村人たちの悲鳴が一層高まった。

　呆あきれた表情で口をへの字にしタボールが続く。シャンクも後を追いかけた。先に進みたいというより、これ以上この場にいたくない。

　だが感覚が暗転する一いつ瞬しゆん前、シャンクは背後を見やった。村人たちの中には子供の姿もある。訴うつたえを続ける若い大人たちに挟はさまれ、自分がなにを言えば良いのかは分からずただ泣いている幼い少年が目についた。汚よごれた顔にもう何本もの涙なみだの筋がある。

「大丈夫」

　なんの確信もなかったが、ただシャンクはマントを開いて剣を見せた。柄つかにかけた手に力を込め、言葉を続ける。

「みんなには悪いことをした。その分の借りを返してくる。相応の相手にね」

　無論、そんなことでその子の顔に笑え顔がおがもどるはずもない。言うだけでは駄だ目めだ。実際にしてみせなければ。

　実じつ践せんできて初めて剣客を自負できる。ただそれだけが剣客と剣客でないものの違ちがいだ。ごく当たり前の合理だった。

　固かた唾ずを吞のんで、シャンクは暗転を待った。
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　その奇き怪かいな森は、前に来た時となにも変わらない。だが以前と別の場所であるのは疑いなかった。木の位置も違うし例の大だい蛇じやもいない。

　場違いにも思える捩ねじれ細木があるのも同じだった。シャンクはそこに現れ、先行したふたりを見つけた。あたりを警けい戒かいしているが武器は抜ぬいていない。深い森の中だというのに獣けものの気配も感じられなかった。巨きよ大だいな木しかないため、かえって獣道を探さずとも普ふ通つうに進むことはできそうだが。

「っても、どこへ行けばいいもんかね」

　アブジョイが額に手を当て遠くを眺ながめつつ、ぼやくのが聞こえてくる。そこまでは考えていなかったのだろう。仕方ないといえば仕方ないが。

「まずは、螺ら旋せんに探たん索さくしながら手がかりを探していこう」

　空いている手を螺旋状に回して、タボール。

「さっきの様子だと、あの村の死し霊りようとここの森が関かかわりあるのは確実だ」

「死霊？」

　唐とう突とつにその言葉を出したタボールに、シャンクは繰くり返した。タボールはそこを言われるとは予想外だったのか、眉まゆを上げてみせた。

「そんな感じじゃなかったか？」

「まあ……言われればそうかな」

「村に突とつ入にゆうした自警団の生き残りから話を聞いたって奴やつがいるんだが」

　と、アブジョイが口を挟んでくる。血を流す巨木から垂れ下がった枝の先を剣けんの鞘さやで突つきながら、

「自警団を襲おそったあの連中に、妙みような顔を見かけたって言うんだな。幼おさな馴な染じみだったなんとかいう奴がいて、自分の名前を呼んできたってよ。だがその幼馴染みとやらは二十年前に死んでるはずだとか」

「じゃあ、死んだ人間が生き返って侵しん入にゆう者を襲ってるのか？」

「生き返ってるって言うのかね、あれは」

　突いた枝がわさわさ動いて近づいてきたのにぎょっとして、少し逃にげてからアブジョイは後を続けた。

「だが、ここ何十年かの死人全員が生き返っているってんでもなけりゃ、あの人数にはならねぇわな」

「あれだけいたのに若い顔しかなかったな。若い頃ころの姿に生き返らされて、それで手下にされてるみたいだった」

　冷静で、思し慮りよ深げなタボールの声。最後に見た村人たちの姿を思い浮うかべてシャンクは嘆たん息そくした。

「古木様ってのは何者なんだろうな」

「これだけの魔ま法ほうがかけられるなら、力のある魔法使いだろうさ。当然、実入りも期待できるってわけだ」

「厄やつ介かいってことも予想できる」

　タボールは荷物から折りたたみ式の長い棒と白はく墨ぼくを取り出した。棒の先せん端たんに白墨を取り付け、まず足元の地面に印をつける。

「注意していこう。印付けと方位の維い持じは俺がやる。ふたりは観察と警戒をしてくれ」

「分かった」

　彼を挟はさんでシャンクとアブジョイがそれぞれ反対方向を警戒する形で隊列を作り、出発する。森はどこまでも奇怪な様子だったが、はっきりとした危険のようなものは見当たらなかった。獣どころか鳥の声もない。一面ずっと赤い樹液だかなんだかでべたべたしているのを除けば流水もないようだった。たちまち退たい屈くつしたのか、アブジョイが吞のん気きな声をあげる。

「ところでお前たち、今までどんな魔法使いを仕留めたことがある？」

　まだなにも言っていないのに自じ慢まんげに、へっへっと鼻を鳴らしてアブジョイがふんぞり返る。

「これまでで一番厄介だった相手は、どんくらいの魔法使いだった？　どれだけでっかい怪かい獣じゆうを見たことがある？」

「…………」

　真ま面じ目めに方位維持をしているタボールは、無む駄だ話に加わる気はないらしい。

　しばらく待ってからシャンクは答えた。

「どのくらいなのかは知らないが、手に負えないような相手と会ったことはないな」

　特に考えずに言っただけなのだが、アブジョイは喜んだようである。

「へへへ。そいつは、手に負えないような奴はいないってぇ自信かい？」

「いや。多分本当に子供騙だましみたいな奴ばっかりだったんだろう」

　ブリアンの言葉を真に受ければそういうことになる。もともと魔法使いの力量など、魔法使いでない者が見てもよく分からないものではあった。見た目の派手な子供騙しもあれば、見た目すら派手に飾かざれない子供騙しもある。

　ブリアンによれば、本当に強力な魔法には虚こ仮け威おどしの必要がないとはいうが、だからといって強い呪じゆ文もんが必ずしも地味で無味無む臭しゆうであるとも限らない。

　アブジョイは演出のためか、声を落とした。

「俺は手て強ごわい奴らを数え切れないほど仕留めたがな。中でも手こずったのは、あいつだ。ザ・ドリルガッツ」

「……それはむやみに強そうだな」

「そうだろ。三日三晩戦って、あたりはもう穴だらけでな」

　いったいどう感心すれば良いものか分からず、シャンクは黙もくしてうつむいた。コメントのしようもない。

「あとあいつも恐おそろしい敵だった。メカマシーン男だん爵しやく」

「メカマシーン!?」

「身体からだの半分がメカで残り半分がマシーンなんだ」

「わけ分からないな」

「血も涙なみだもない男だったが、わずかに残った男爵の部分を突き刺さして倒たおした」

「さらに謎なぞが増えてるし」

「待て」

　と、タボールが制止してくる。

　立ち止まると彼は、白墨を付けた棒の先端で地面を指している。

「なんだこれは」

　見ると赤黒い樹液溜だまりの中心に、足形が痕こん跡せきを残していた。半分ほど消えかかっているが確かに足跡である。

　観察役のふたりがそろってこんな手がかりを見み逃のがしたことについて非難がましい眼まな差ざしではあったものの、タボールは特に文句は言ってこなかった。足跡の周りを白墨で囲む。半ば固まっているもののまだ柔やわらかい樹液にはっきりした線は引けなかったものの、靴くつ跡あとの全体が白線で再現された。大きさからすると子供か女のもののようだった。

　さらに足跡の向きを確かめ、そちらに視線をやってタボールは事務的に指し摘てきする。

「向こうに向かってるな。ここに来るのに使った、あの木の方角だ」

「あの木を使って行き来している誰だれかがいるってことか？」

「分からない。偵てい察さつか監かん視しかもしれないな。あの木を使ってここに来た者がいないか定期的に見回りしてるとか」

　親指、人差し指で枠わくを作り、その中に問題の足跡を収めてアブジョイが首しゆ肯こうする。

「別の場所じゃ、でっかい蛇へびが見張ってたってことを考えりゃ、そういうのがいるのは不思議じゃねぇな」

「もっと足跡を探そう」

　探たん索さくを開始すると同じ足跡はあちこちに見つかった。辿たどっていくと分かるが、いかにも無む頓とん着ちやくに真まっ直すぐ歩いているだけである。連続した足跡を発見してその歩ほ幅はばから、その人物のおおよその身長をタボールが割り出した。それによれば、どうやら子供ではなくそれなりの身長があり、なおかつ足のサイズが成人より一回り小さい……つまり女だという推測に至った。

「楽勝ムードになってきたな」

　すっかりリラックスして、アブジョイ。シャンクはそこまで楽観する気にはなれなかったものの、それでもとんとん拍びよう子しに敵に近づいているという感覚はあった。

　あるいは、調子が良すぎると。

「お前たちふたりとも、ちゃんと警けい戒かいする気がないのなら俺と代われ」

　そう言ってくるタボールですら、先ほどまでと比べれば口数が増えていた。進むうち奇き怪かいな木々の姿にも慣れてきたというのもある。どれだけ不気味であろうと、明白な危害でもなければ感覚は麻ま痺ひしていくものだが。

（……森……植物、か）

　植物の罠わなの仕し掛かけ方とはそういうものかもしれないと、シャンクは不意に連想した。獣けものは襲おそい掛かってこなければ危険ではない。だが植物は少し違ちがう。獲え物ものが森の中で彷徨さまよい、疲つかれて倒れてくれれば、それを栄養にできる。

「待った」

　シャンクはふたりを止めた。アブジョイの問いたげな視線も手で制し、目を閉じる。記き憶おくに引っかかりを覚えていた。ありがちな錯さつ覚かくと自分に言い聞かせていたのだが。

　目を開けて、見えたものと記憶とを重ね合わせる。

「やっぱりそうだ。ここは一度通った」

「あん？」

　アブジョイが呆あきれ声を出す。

「印をつけてきてんだぜ。通ったなら分かるはずだろ」

「それでなおさら騙だまされてるんだ。印を消された上で、この足跡に誘ゆう導どうされて堂どう々どう巡めぐりしてる」

「根こん拠きよがあって言ってるのか？」

　ちょうどまさに地面に印をつけたばかりで、タボールが訊きいてくる。正直にシャンクは首を振ふった。

「いや、ない。直感だ」

「おいおい」

「だがこっちが油断する状じよう況きようってのはおかしいだろ。元のあの木まで帰れるか、一度もどって確かく認にんしたほうがいい。帰れなくなってると俺は思う」

　秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくらは呆あつ気けに取られたようだが、半信半疑ながらも表情を引き締しめた。アブジョイが長い髪かみを搔かき上げ、来た道へと鞘さやの先を向ける。

「よし、もどってみよう。退路に不安があっちゃ進めねぇ。なんでもなかったらお前の取り分はマイナス、言う通りだったらプラスだ」

　言うが早いか。

　待ち受けていたように、木々がざわめいた。風ではない。風であれば、彼らが立っている場所から広がるように枝がそよいでいったりはしない。

「どうやらもどらなくても結果が知れたようだ」

　鎖鞭を取り出し、タボールがつぶやく。

「ちっ。余計なこと言って取り分減っちまった」

　アブジョイも長ちよう剣けんを抜ぬいた。周囲一体の巨きよ木ぼくが蠢うごめき、幹を揺ゆらす中でそんな武器がなんの役に立つかは知れなかったが。シャンクも鞄かばんから炸さく裂れつ弾だんを取り出したが、この森すべてが敵であれば、こんなものでは到とう底てい足りない。ただ、木たちは威い嚇かくするように枝を振り回し樹液を流しながらも、直接に襲い掛かってはこなかった。だが。

「古木様は怒いかっておられる……」

　声は頭上から聞こえてきた。

　振り仰あおぐ。木々の枝を伸のばして作った通路に、ひとりの女が立っていた。いや通路というより木の枝が直接に彼女を抱かかえて、次から次へと別の木へと手て渡わたして運んできたような様子である。結局のところ枝が揺れたのは急速に女が近づいてきたからだろう。髪をたなびかせたその女は、この奇怪な木々にただ一輪咲さいた花のようでもあった。黒い長衣が彩いろどりを損そこなっているが、冷たい双そう眸ぼうは高枝から人間を睥へい睨げいして嗤わらう花弁そのものだった。

　女は枝に支えられ降りてきたが、ちょうど武器がとどかない位置で止まった。

「古木様は怒っておられる。卑いやしい獣が聖なる森へ侵しん入にゆうすることに」

「お前がこの森を生んだのか」

　炸裂弾を構えてシャンクは声をかけた。投げてもとどきそうにない高さに女はいるが、相手の声ははっきりと聞こえてくる。女は哄こう笑しようした。

「やはり愚おろかな獣、なにも知りもしないくせに迷い込んできたのか」

　別に返答を期待していたのではなかった。ただ相手が喋しやべるその隙すきが欲ほしかっただけだ。

　シャンクは炸裂弾の紐ひもを抜くと、身を翻ひるがえした。一ひと跳とびで身構えているアブジョイの肩かたに乗ると、そこから跳ちよう躍やくする。同時にマントを外して上空に投げた。以前、とある魔ま法ほう使つかいから盗ぬすんだこのマントは彼の意思にある程度従う。水平に広がって足場になったマントに手をかけ飛び乗ると、さらに跳び上がる！

　見上げると、手のとどきそうな位置に女の足元が見えた。だがそれでもとどかない。シャンクは黙だまって、炸裂弾を投じた。

　彼がマントごと地面に落下するのと、爆ばく発はつはちょうど同じ時だった。女は悲鳴の形に口を広げていたが爆音で聞こえない。爆風に押されて女が枝から転落する。かなりの高さから叩たたきつけられ女の身体からだは地面に転がった。成り行きに対して瞬しゆん時じに反応したアブジョイが飛び出し、女を取り押さえた。

　力任せに首を押さえつけ、さらに剣けんを突つき付けて脅おどしつける。

「さあ、なにも知らない愚か者に洗いざらい説明してもらおうか！」
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　それを言い終える間ま際ぎわか。

　女が呪じゆ文もんのような、聞き取りづらいなにかを叫さけんだ。どこかで聞き覚えのある言葉である。アブジョイの身体が不ふ透とう明めいの指に摘つままれたかのごとく浮うかび上がった。

（触さわられてるのに魔法を使った？）

　シャンクは受け身を取って着地していたものの、まだ体勢を崩くずしていた。マントが自然と身体に巻き付いて装着される。起き上がりつつスプリング・ガンを抜いてシャンクは銃じゆう口こうを女に向けた。女もまた立ち上がっている。

　彼女が腕うでを振ると、浮ふ揚ようさせられたアブジョイは真横にすっ飛んで木の幹に激げき突とつした。よほどの勢いだったのだろう。そのままぐったりと動かなくなる。

　タボールが荷物を捨てて鎖鞭一本で飛び出していく。シャンクはそれを見て、仲間の反対側に回り込もうと踏ふみ出した。摑つかまえても女の魔法を封ふうじられないのであれば、ただ触ふれるだけではなく倒たおさなければならない。単に隙を突くだけではなく、その隙を利用して相手を無力化するのに十分な攻こう撃げきを仕し掛かける必要があった。

　鋭するどい音を立ててタボールの鞭むちが放たれる。鎖くさりの先せん端たんが女に触れる寸前で弾はじき返された。女の足元から木の根が一本伸び、攻撃を防いだらしい。それでもプレッシャーを与あたえたということか、女は後退して距きよ離りを取ろうとしている。

　鎖鞭を振り回してタボールが追いかけようとするが、そのたびに新しい根が地面から起き上がって彼の攻撃を防いだ。数を増した根が逆にタボールの動きを牽けん制せいする。たちまちタボールは攻撃ではなく防ぼう御ぎよのために鞭を振ふるわなければならなくなった。足を止めた秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくに、離はなれた場所から女が手を突き出す。

「ハッ！」

　単純な気合いにも聞こえたが、前方に掲かかげた手の先から出現したのは無数の蔓つるだった。茶色い蔓の塊かたまりが膨ふくれ上がり、触しよく手しゆのようにタボールを押し包む。女の手から離れた蔓は敵を地面に押し倒した。圧あつ倒とう的な量の蔓がタボールの全身を覆おおい隠かくす。中で激しく暴れているが抜け出せないらしい。

　回り込んだシャンクの姿を探して、女が振り返ろうとする。それに合わせてシャンクはスプリング・ガンの引き金をひとつだけ引いた。双そう胴どうの片方が弾け、弾丸をひとつ射出する。弾たまが狙ねらったのは、振り向いた女の眉み間けんだった。いくら魔法使いでも戦せん闘とうのための訓練でも受けていなければ生理的に焦あせりを生む急所だ。そしてもちろん、避よけられなければ大きなダメージになり得る。

　走り続けながらもシャンクは女の様子を観察していたが、女は弾丸に対して瞬まばたきすらしなかった。さらに弾丸が赤く弾ける。標的に命中する前に一輪の花に変化し、花弁を撒まいて虚こ空くうに散った。

　弾丸が防がれるのはある程度覚かく悟ごしていたことだった。それよりもこの女がしごく当然のように対処したことのほうが問題である。思った以上に戦闘慣れしている。

　と、思いきや。

　一瞬遅おくれて、女の顔が恐きよう怖ふに引きつった。目の前に飛んできたなにかを追い払はらうように手を振って仰のけ反る。だが弾はとっくに無力化されていた。ありもしない弾を手ではね除のけようとしたということになる。

「…………？」

　シャンクは訝いぶかった。この女は、自分で反応もできていなかった弾を防いだのだ。

（こいつ、本当に自分で魔法を使ってるのか？）

　自分の意思とは関係なく自動的に危害を防ぐ手段というのもあるのかもしれないが。それならば、攻撃されて焦るというのもかえって変だ。

　体勢を崩した女にシャンクはもう一方の弾を撃うち込んだ。それも女に触れる前に根に弾かれたが、女は焦って尻しり餅もちをついた。弾のなくなったスプリング・ガンを腰こしにもどし、シャンクは手をそのまま剣の柄つかにかけた。今ならアブジョイは気絶しているし、タボールは蔓に埋うもれている。誰だれの目もない。ウィックボルの様子を思い起こせば、このような力を振るう魔法使いを斬きることに迷いもない。

（魔法使いではないかもしれない）

　思いつきが躊ちゆう躇ちよを呼んだ。

　柄を摑みかけた手が迷う。距離と速度を考えればもう半歩も進めば女は斬り殺せるだろう。論理立てた迷いに心を悩なやませる余よ裕ゆうなどはない。

　標的まであと一歩。その位置でシャンクは動きを止めた。座り込んだ女はこちらを見上げ、目を剝むいている。瞬しゆん時じに殺すなら立ち止まるべきではなかった。向かい合って呼吸を重ねるたび、躊躇ためらいが膨らんでいく。

（いや）

　改めて剣けんを摑み直し、シャンクは自分に言い聞かせた。

（馬ば鹿かか。この女が魔法使いかどうかは関係ない。この事態に荷か担たんしているのは間ま違ちがいないんだから。仮に元げん凶きようでなかったとしても……元凶でなかったとしたら）

　元凶でなかったとしても、単に無む駄だな殺しというだけのことだ。

　元凶でなかったとしたら、無駄な殺しになる。

　シャンクは剣を抜ぬいた。切っ先を女の喉のど元もとに突つき付け、唾つばを吞のむ。

「死にたくなければ、俺の仲間を解放して質問に答えろ」

　我知らずシャンクは告げていた。刃はは女の首に触れる寸前で、それ以上は進もうとしない。剣を突き進めようとしているのも彼の腕だが、押しとどめているのも彼の腕だった。まだ蔓の中でもがいているタボールを一いち瞥べつし、続ける。

「魔法を使ってるのがお前じゃないのなら、使ってる奴やつに言え。早く解放しろ」

　女の顔が憎ぞう悪おに歪ゆがんだ。

「憐あわれなるかな卑いやしき獣けもの。獣の観点でしか物を考えられない。この大地の支配者が誰かそれも知らぬまま滅ほろびを迎むかえる」

「口上はいい」

「お前こそ、とうに負けているのだ。死にたくなければ剣を引け」

「…………」

　シャンクは剣を引いた。気づいていなかったわけではなかった。

　背後にある木がすべて一いつ斉せいに枝を伸のばし、触ふれる寸前にまで迫せまってきていた。ほんの一押しで潰つぶされていただろう。驚おどろくほどのこともない。女を追い詰つめてからあれだけ迷っていれば当たり前だ。

　女が立ち上がった。剣を鞘さやに収めたシャンクの目の前に手を広げ……

　溢あふれ出た蔓が完全に彼を捕とらえた。
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「ここがなんなのか教えてくれる奴がいたら全財産くれてやってもいいぜ」

　それは同感だったが、異論を挟はさむとすれば、今さら彼らの財産に価値があるとは思えないことだった。

　なにしろ服以外、持ち物すべて取り上げられてしまっている。ここは牢ろうなのだろうが、普ふ通つうにあるような檻おりとも違ちがう。三人話しているもののそれぞれが別の牢に入れられていた。先ほどまでは巨きよ大だいな木の下で空が見えなかったのだが、今はその逆である。彼らは木の上にいるのだ。

　木から上空に伸びた枝の先に、人ひとりほどが入る球形の格こう子しがついており、そこに閉じこめられている。格子を作っているのは木で、枝とつながっていた。素す手でで壊こわすこともできそうだったが、試ためしに傷つけてみてもすぐに治ってしまう。

　それぞれの檻の位置は近いので話すのには不自由しなかったが、いくら話し合ったところで、ここから抜け出す良い手も浮うかばない。

　どこまでも広がる森の上で、空を見上げている。森は地平の果てに霞かすむまで続いている。その上にさらなる広がりを見せている空は濁にごった緑色である。赤黒い木々から押し出され、本来の空と混ざったような緑だった。その空に滲にじんだ、ぼんやりと明るい部分が太陽なのか。はっきりとした形はない。それでも眩まぶしさを感じさせるほど明るかった。

「俺たちが歩いて来られるどこか、ってことはないな」

　タボールもまた空を見ている。というより他ほかに見るものもないのだが。アブジョイがハッと笑う。

「なら、誰だれかが歩いて助けに来てくれることもなさそうだってことか」

「秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなんかをわざわざ誰が助けに来るんだよ」

「そりゃそうだ」

　アブジョイは狭せまい牢の中で器用に寝ねそべっている。手だけを挙げてひらひら回し、おどけた口調で同意してみせた。

　太陽すらないこの場所で時の経過を計るものといえば、せいぜいが気まずい沈ちん黙もくの長さである。長くなればなったほど、それまで無駄な議論を繰くり返したということだろう。すっかり時間の感覚を失っていたシャンクだが、それでも丸一日は経たったように思えた。既すでに空腹だが、渇かわきがさらにひどくなるのはこれからだろう。彼らを捕らえて以来、あの女は姿を見せていない。殺さずに捕らえられたからには、いずれ尋じん問もんがあるものと予想していたのだが。

「おかしいよなぁ。確かに俺はよ、あの女を摑つかまえたんだぜ？　なーんでこっちが負けてるんだよ。約束が違うじゃねぇか」

　思い出したようにアブジョイがぼやいている。

　ブリアンがいつも言っていることを思い出し、シャンクは告げた。

「魔ま法ほう使つかいは敵意ある者に触れられると魔法が使えなくなる。これは絶対に例外がない。どんな力を持った魔法使いでもだ」

「だからよ、確かに俺は……」

　反論してくる彼を制して、シャンクは嘆たん息そくした。

「つまり、魔法を使ってるのはあの女ではないんだ」

「じゃあ誰だよ」

「知らないよ。だが、そいつは自分の弱点を承知してるってことじゃないか？　これ見よがしに身代わりを立てて、自分は隠かくれた場所で魔法を使う。魔法を解かれることをなによりも恐おそれている」

「ふむ」

　タボールが記き憶おくを探さぐるように自分の額を撫なでた。思い出したことがあるのか、重々しく語り出す。

「俺が前に集めた情報なんだが、魔法使いたちの伝承にはパルクライツ森のアワーというのがある」

「そいつはイモータルだろ？」

　と、アブジョイ。年季の入った秘儀盗賊らしくそのあたりの情報は行き渡わたっているらしい。実はシャンクは、つい最近付け髭ひげから聞かされるまで、十二のイモータルの名前すらよく知らなかったのだが。

　うなずいてタボールは続けた。

「諸説紛ふん々ぷんあるが、だいたいはこんな話だ。パルクライツ森は恐ろしい森、獣けものが一匹ぴきもいない森、何な故ぜならそこに生えているのはすべて呪のろわれた妖よう怪かいの木で、一匹残らず獣を喰くってしまうから」

「その木があまりにも喰い過ぎるもんだから獣たちは困って神様に泣きついた。この世から妖怪の木をなくしてくれと。神様は願いを聞き入れ、一本だけを残して妖怪の木を全部切り倒たおした。残された一本はアワーという名前の若木で、後に魔法を極きわめてイモータルになりました、とさ」

　途と中ちゆうから勝手に後を継ついだのはアブジョイだが、タボールも訂てい正せいしないあたり、概おおむねそういう話なのだということだろう。

「ならここがパルクライツ森だっていうのか？」

　シャンクが一面の森を見回していると、タボールはかぶりを振ふる。

「いや、伝承が必ずしもそのまま真実を伝えていないにせよ、こうまで完全に食い違うのはさすがに変だ。パルクライツ森は絶ぜつ滅めつしたはずだからな」

「イモータルの力を得たアワーが、仲間を増やしているのかも」

　声を強くして舌打ちする。こうなると失敗が悔くやまれた。もしかしたら本物の不死秘法にかつてないほど迫せまっているかもしれないというのに、囚とらわれの身である。

　水を差すようにアブジョイが呆あきれ声を発してきた。

「だが魔法使いたちは口を揃そろえてこう言うぜ？　イモータルは不死秘法を得た後、誰もが姿を消して、以後二度とこの世に干かん渉しようしようって奴やつはいなかったってな」

「その伝承に似たことが過去にあったとしたなら、アワーが獣や、獣に荷か担たんした神様だかなんだかに恨うらみを持ってもおかしくない。不死の魔法使いになった上でこの世に復ふく讐しゆうにもどる動機になる」

　格こう子しを摑み、アブジョイに向かって身を乗り出すシャンクに、彼は眉まゆをしかめてみせた。少々熱意が行き過ぎたのかもしれない。

「おいおい。俺を説得したからって事実になるってもんでもねぇんだぜ」

「もし、古木様とやらがパルクライツ森のアワーのことなら……」

「そう短たん絡らくに飛びつくんじゃねえって」

　アブジョイは疑わしげだったが、タボールのほうは興味を引かれたらしい。思案顔でぼそぼそとだが、言ってくる。

「もっと詳くわしい伝承だと、妖怪の木は誰かを喰ったり殺したりして、それを生き返らせて不死身の下僕にするんだそうだ……ああそうか。あの村を見て思い出すべきだったな」

「なら、あの女も」

　ウィックボルの住民が恐きよう怖ふで強制されているのとは様子が違ったが、下僕であることは違いない。タボールは目だけ上げてうなずいた。

「そうだな。生き返らせて、従わせてるんだろう」

「やっぱりウィックボルの住民なのかな」

「さあ、どうだろうな」

　腕うで組ぐみしたタボールが格子にもたれ掛かかると、格子はたわんでそれを支えた。居い心ごこ地ちが良いようだが、つまりは衝しよう撃げきを与あたえて一気に壊こわすこともできないということである。

　ともあれ、続ける。

「伝承なんてものは伝える者によって変形していくし、大なり小なり誤ご謬びゆうと真実を併あわせ持ってるもんだが、この妖怪の木の話が魔法使いに伝えられたのは不死という言葉が登場するからだろうな。あと、アワーがイモータルに名を連ねたことで、妖怪の木にそれほどの力があると恐れられたからか」

「そのわりにゃ、おとなしいもんじゃねぇか」

　これはアブジョイである。彼もようやく起き上がってあたりを示した。どこまでも続く森の風景は、上から見てもやはり奇き怪かいだが静かだった。おとなしいというのも変だが。

　なんとはなしに森を見守る形で、全員が沈ちん黙もくした。しばらく見つめる。

「さて、どうしたらいいものかなぁ」

　そんなこと分かるはずもなくまた時が過ぎる。

　意外なことに、最も静かに黙だまっていたのはアブジョイ・サンダーだった。タボールは他ほかにもつながりのありそうな辺境の伝承や昔話をいくつか挙げていたし、シャンクはそれに相づちを打っていた。どれだけ逸いつ話わの数が増えようとも事態に進展はない。こんな場所に囚われたままでは。

　時間感覚も薄うすれたため、話題も散さん漫まんになっていく。タボールの蘊うん蓄ちく話が尽つきると彼の生おい立ちに移り、アブジョイの武勇伝がまた少し語られ、あの女の悪口から、この稼か業ぎようについた成り行きへと続いた。その間、特に話すことのなかったシャンクはずっと聞き役だけをしていた。

　と、アブジョイが困ったように声をあげる。

「意外となんにも話さねぇんだな」

「……そうか？」

　シャンクに自覚があったのは、話せないことをいくつか抱かかえているおかげで話に加わりづらいということだった。知ってか知らずかアブジョイは呆れ顔で足の裏を搔かいている（牢ろうの中で立っている者はもういなかった）。

「こんな時には、余計なことまで打ち明けちまうもんだぜ。どう見ても一いち蓮れん托たく生しようだ。連帯感ってのは意外と馬ば鹿かになんねぇ」

「そうだな」

　同意したものの、シャンクはそこで言葉を止めた。なにも口先だけ倣ならったわけではないが、それでも彼らとは一線を引いておくべきだという警けい戒かい感は強かった。イモータルの名前が出てきてしまってはなおさらだった。今のところ問題はないものの、いざ本当に不死秘法を手に入れることができたなら、このふたりが約束通り手を引いてくれるかどうか分からない。

　その場合には、なにをおいても……このふたりを殺してでも不死秘法は持ち帰らなければならない。ふたり同時に敵に回しての勝率は良いところ五分と見ていた。必勝を期するなら、いざ戦いということになる前にこちらからふたりのうち一方を殺しておく必要がある。つまり、雲行きが怪あやしくなる気配を感じれば今度はもう躊躇ためらっている暇ひまはないということだ。

（そんなことができるのか？）

　後味は悪かろう。だが覚かく悟ごあればそれをしなければならないのが剣けん客きやくだ。できない時には、この牢に入れられた時のような不覚を取ることになる。あの場で殺されていてもおかしくなかった。こんなことでは目的は達せられない。

（覚悟か）

　師を斬きった時には、恐おそらくそれがあった。実際に斬ったのだから間ま違ちがいない。迷う隙すきすらなかった。

（結局、剣客として俺に足りないのはそれか。迷いがあるんだ。でも）

　それを捨てたとしたら、どうなってしまうのか。

　月光の下、ひやりとした剣気を突つき付けてきた男の姿を思い浮うかべる。師を除けば、シャンクが見た中で本物の剣客と呼べるのはその男くらいのものだろう。正騎き士し殺し、ゴダード・ハルクマン。あの男なら誰だれを斬ることも迷わない。疑わしさなど感じるまでもなく……文字通り、裏切りの疑いなどなくとも仲間を斬るかもしれない。

　剣客の境地たるものが、それだとすれば。シャンクは我知らず、ポケットの付け髭ひげを出して眺ながめた。さすがにこれは取り上げられなかったのだ。付け髭はなんの力も取りもどしていないようだが、記き憶おくに残った声はいつでも思い出せる。

　生前の魔ま法ほう使つかいベロは、どんな人物だったのだろう。シャンクはぼんやりと思いを馳はせた。魔法使いの持つ倫りん理りは常人とはかけ離はなれている。彼らは自分の研究に没ぼつ頭とうし、それを自分のため使うことにだけ執しゆう着ちやくする。自分のために他人に災わざわいを撒まくことに躊ちゆう躇ちよがない。シャンクがそれを非難しても、付け髭ベロはどうしてもそれが理解できないようだった。だが考えてみれば、彼がそれを非難せずにいられないのも、ベロがそれを理解できないのも、突き詰つめればシャンクの目指す剣客の境地たるものが魔法使いの偏へん狭きようぶりと似たものに見えてしまうからかもしれない。

　剣客ならば品位を持てと、師と同じくらい大恩ある女性にはそう言われた。だが剣客としての精しよう進じんを目指せば、それは矛む盾じゆんをはらんでいるのではないかとも思える。もともと神流は邪じや剣けん、敵を殺すため奇き策さくを用いる非情の流派だ。その点では下品極きわまりない。

　それでも師、イスラール・ディーモンスを下品と感じたことはない。

（まだ俺が見つけてないものがあるんだ）

　手元にある材料だけではまとまり切らない。理解できない。

　それと同時に、自然と心に決まることもあった。まだ無む駄だ話を続けているアブジョイとタボールを横目で盗ぬすみ見て。

（俺はこのふたりを斬らないだろう）

　少なくとも、ふたりが裏切らない余地があるうちは。思い浮かべたうち誰かひとりの言葉を選んだからではない。自分自身の心に訊たずねてみれば、そうなった。それが何な故ぜなのかは、まだよく分からなかったが。

　いい加減話題も、話す体力も尽きて、全員が黙もくした頃ころ。変化が起こった。

　決定的な変化とも言えない。だが大きな異変だった。

　彼らの捕とらえられた枝から見下ろして、すぐ足元の木。彼らがいるのとは別の木だが。それが突とつ然ぜん縮みだしたのだ。見る間に葉の下に沈しずんでいき、その部分だけぽっかりと穴が残る。そこからのぞくと木はまだなお小さくなっていき、最後には捻ねじれた、細い木になった。この森に移動するのに使った、あの木と同じ形である。

「なんだありゃ。あの木、このでっかい木が枯かれたものだったのか？」

　格こう子しの間からなんとか顔を出せないかと無駄な努力をしながら、アブジョイ。タボールが否定した。

「枯れてはいなかった。むしろ生長前にもどった？」

「若返りかよ。それがなんで元の場所との通路みたいになるんだ？」

　それについては誰も分からない。だがシャンクは格子を蹴け飛とばし、枝を揺ゆらした。

「とにかく、逃にげ道ができたってことだな」

　が。

　格子はたわんでも、すぐに元通りになる。虚むなしくアブジョイが補足した。言わずもがなのことを。

「閉じこめられてりゃ同じことさ」

　仕方なく見回してみると、よく観察すればずっと広がった森のあちこちに、今さっき生まれたような葉の隙すき間まがあることが分かった。これまでこうして若返った（？）木は一本二本ではないらしい。それがなにを意味しているのかは分からないにしても。

「あれ、あのあたりは……なんだ？」

　タボールが指さす。

　だいぶ遠くにだが、ひときわ大きい隙間があった。隙間というより、欠落した一帯とでも言うべきか。そこだけ大量に木が縮んだかなにかしたのだろう。そこ以外はどこもそう大きな穴になっている部分はない。

　と、前にも聞いたことのある枝のざわめきが疑問を遮さえぎった。見ると木々から伸のびた枝から枝に移りながら、あの女が近づいてきている。拘こう束そくされてどれだけ経たったのかよく分からないが、そろそろ尋じん問もんの頃ころ合あいということなのか。枝に運ばれる女はこちらを見み据すえて、固く結んだ唇くちびるからは隙をうかがわせない。

　だが、奇き妙みようといえば奇妙なものを、女は携たずさえていた。前に見た時は武器らしいものなど持っていなかったが。花束にも見えたが、違ちがう。それは茨いばらを絡からみ合わせて作った剣だった。赤い花がいくつか咲さいているがそこからは下の木々と同じ、赤い樹液が滴したたっている。

　ついでに、女の足元にはシャンクの鞄かばんを始め、三人が持ち込んだ装備があった。わざわざ持ってきたらしい。女が枝を移るたび、枝がその荷物も押し上げていっしょに進んできている。

　茨の剣を手に、女は話ができる距きよ離りまで近づいてくると開口一番、こう告げてきた。

「この森で獣けものなど生かしておく価値はないのだが。お前たちは特別に生かしておいてやった。取引をすれば無事に逃がしてやっても良い」

「そいつぁ、ありがたい」

　アブジョイが嘲あざけりの声をあげる。

「特権階級ってのは悪くないもんだ。堪たん能のうしたよ」

　明々白々な減らず口に答える必要はないということか、女は無視した。

「お前たち、竜りゆうのことは知っているか」

　唐とう突とつにそんな話をしてくる。

　シャンクは隣となりの牢ろうにいるタボールを見やった。どうやら彼が一番、その手の伝承に詳くわしい。秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくは不可解な表情ながらも相手を見返し、

「鱗うろこを持つ特別な獣のことだろう。あらゆる種類の獣に勝まさる、天然の王者だとか」

「王は古木様のみ」

　余よ裕ゆうを持った笑えみを浮うかべ、女は茨の剣けんを指で撫なでた。

「古木の棘とげはその証しよう拠こと言えよう。三日をかけて古木様は、呪のろいを込めて竜を殺す武器をご創造になった。お前たちはこれからこの素す晴ばらしい武器を使って、神聖な森に紛まぎれ込んだ邪じや悪あくな竜を殺すのだ」

　この女がなにを言っているのか、タボールは少しの間考え込んでいたようだが、はっと気づいて息を吸った。

「あの金色の蛇へびのことか。あれはお前らが見張りに置いたものではないのか？」

「なにを馬ば鹿かな。獣はこの古木の森に入れない」

　口元に皺しわを寄せる女の表情に、秘儀盗賊はちらとシャンクのほうに視線を送ってきた。目配せは警けい戒かいを呼びかけていた。言わんとするところは想像がつく。この女は魔ま法ほう使つかいの例に漏もれず（魔法使いではないのかもしれないが）、自分の力を過信している。うまく話を運べば相手が予定しているより多くの情報を引き出せるだろう。

　ならば、こちらは弱者の立場から相手の自尊心を刺し激げきしてやれば良い。タボールがさっそく顔をしかめた。

「俺たちは一度、あれから逃げ出したんだ。竜りゆう鱗りんは鋼はがねや金属を寄せ付けないというじゃないか。あんなものに通じる武器があるとは思えない……」

「竜に通じるのは石、毒、炎ほのお、歌のみ。この古木の棘は獣を蝕むしばむ毒を含ふくんでいる。棘は鱗の間から皮下へと潜もぐり込み、竜の心臓を止めるであろう。お前たちはこの武器を竜に突つき立てるだけで良い」

　と、茨の剣を掲かかげてみせる。見れば見るほど禍まが々まがしい風格だが、女が片かた腕うでで持ち上げられる重量なら扱あつかいも楽だろう。

（さて）

　シャンクはその剣に魅み入いられたふりをして、思考を巡めぐらせた。ブリアンに助言を求められないのが痛手だった。せめて付け髭ひげベロでも良い。この古木の棘とやらに本当はどれだけの力があるのか、シャンクが見ただけでは分からない。武器を作った者がどれだけの魔法使いなのか、あるいはイモータル・アワーであってもおかしくないのか、なにより知りたいのはそれだった。

　虚こ仮け威おどしだよ、あんなのは。

　黒くろ猫ねこならばそう言いそうではある。本当に強力な魔法使いであれば、力をいちいち相手に見せびらかして脅おどす必要もないというわけだ。真の魔法使いはそれを望むだけで万ばん事じを片付ける。小細工を必要とするのは、細工に相応の小物だ……

　ブリアンの言葉を思い出すうち、シャンクは自然と問いかけていた。牢の外で囚しゆう人じんを眺ながめる女に。

「竜を殺せる武器があるのなら、どうして自分でやらない」

　女は答えない。答えるまでもないのか、答えたくないのか。

　情報を引き出す好機と見たか。タボールが横から口を挟はさんだ。

「竜は一族で祟たたる。なによりも竜が恐おそれられる理由はそれだ。竜を魔法で無理やり従わせたり殺したりした者には、竜にしか見えない印が刻まれる。殺印をつけられた者は未来永えい劫ごう、竜に呪われる」

「手に負えねぇ呪いとやらを、俺たちに肩かた代がわりさせようってことか」

　アブジョイが不服に声を歪ゆがませる。

　侮ぶ蔑べつの感情は伝わっただろう。自尊心の高い者は特に神経質だ。案の定、女は口早に囁ささやいてきた。

「竜の呪いは猫の呪いとは違い、その武器を作製した者にまでは遡さかのぼらない。これは竜りゆう鎧よろいの鍛か冶じカラハム某なにがしの伝承が保証している」

　すべてを把は握あくしていると示してから、息を継ついで、

「だが言っておこう。古木様はいずれ竜も根絶やしにする。獣けものという獣は地上より抹まつ殺さつする。機が来たならば」

（まだなにかが準備段階で、力が十分ではない）

　言葉から情報を集め、胸にしまう。

　シャンクはさっきの、木が一本縮んでいった様を思い浮かべていた。ずっとこの森を一望できる場所にいて、目にした変化とはあれくらいのものである。

　どうしたものか。従う以外に脱だつ出しゆつする方法もなさそうだが。

「やってもいいが、取引なら条件をはっきりさせて欲ほしいじゃねぇか」

　格こう子しの中で精せい一いつ杯ぱい伸のびをして、まずアブジョイが交こう渉しようを始めた。

「竜を殺せば逃にがしてやるっつってたが、無事ってのは具体的にどう無事なんだ。ここから出してもらったところで、この森をうろうろ迷わされたんじゃ同じことだぜ」

「お前たちが森の侵しん入にゆうに使った苗なえ木ぎまで案内してやろう」

　女はすんなり認めた。もとよりそのつもりだったのだろう。今までの言葉で、この森に部外者がいてもらっては困ると一いつ貫かんしていたので、これは意外でもない。もっとも約束など守らずに、竜を殺せた時点で皆みな殺ごろしにかかってくる可能性まで消えたわけではないが、そうだとしてもここで明かすはずもない。

「あの蛇へびをぶっ殺したら、元の場所にもどれる木まで案内してもらえるってわけか」

「そうだ」

　アブジョイは仲間の顔を見回した。信用ならない相手だというのは承知で、この取引を受けるかどうか。選せん択たくの余地はほとんどなさそうではあったが。

　全員の同意を取り付けてから向き直る。

「引き受けよう。ただし、この森を出るまでの安全は約束してもらうし、安全な場所に出られる苗木へと案内してもらうからな。ウィックボルにもどってなぶり殺しにされるんじゃ話にならねぇ。保証として俺たちの装備は元通り全部返してもらう」

「良かろう」

　そう告げる女の顔は、再び優位を取りもどして薄うす笑わらいも回復させていた。携たずさえている茨いばらの剣けん……古木の棘とげもまた、ともに笑っているようだった。







[image: 場面十　妖樹の森　竜のいる場所]







　枝に運ばれ連れてこられた場所は、多くの木が薙なぎ倒たおされた荒あれ地だった。先ほど見た、大きな空くう漠ばくがここだということなのだろう。あの黄金の蛇は当たるを幸いに木を倒して這はい回っているらしい。蛇が通るスペースがないというわけではない。それをわざわざ木に体当たりして進んでいるからには、なにか理由があるのかもしれないが。

　運び終えて、茨の剣をアブジョイに渡わたしてから、そそくさと女は去っていった。それを見て思い出したか、タボールがうめく。

「竜の呪のろいなんて伝説でしか聞かないが、それによれば竜は自分を殺した者に呪いをかける。その剣が通じるものかどうか知らないが、とどめを刺さすのは誰だれがやる？」

「とどめ役でない者は呪いから逃のがれられるのか？」

　訊きき返したアブジョイに、タボールは肩かたをすくめた。

「いや、騎き士し団全員を呪ったという話もあるからな。その場にいて荷か担たんすれば全員なんじゃないか」

「だったら気にしても仕方ねぇな。一番の手て練だれがやるべきだ。俺でいいか？」

　もう一度、タボールが肩を揺ゆらす。

　シャンクはじっと黙だまって聞いていたが、そう言われて反論するつもりもなかった。どのみちタボールは例のクロスボウを使うつもりでいるようだし、シャンクは残りの炸さく裂れつ弾だん四発をすべて剣帯に下げて、これで掩えん護ごに回るつもりでいた。タボールいわく金竜は火に弱いらしい。それが炸裂弾まで含ふくまれるのかどうかは分からないところだが。

「普ふ通つう、竜退治というのは祝福を受けた騎士団がやるものだ。訓練された兵士とまともな将軍と、相応の武器、あと葬そう式しき上手の聖職者も用意してな。何人か死ぬことを前提にして戦うなんてのは軍人の仕事だ。盗とう賊ぞく風ふ情ぜいの出番じゃない」

　まだ敵がどこから飛び出してくるかも分からない状態で矢を準備しても仕方がないが、不安なのだろう。武器を構えてタボールがぼやいている。

　シャンクはようやく口を開いた。

「そういや剣けん豪ごうの逸いつ話わはいろんなのがあるのに、竜退治っていうのは聞いたことないな」

「それはそうだ。竜の鱗うろこは鋼はがねに対しては特に強い。切れ味抜ばつ群ぐんの名刀でも鈍どん刀とうといっしょだ。この矢も通じないだろうな」

　と、矢や筒づつに残っている最後の矢を撫なでながら言う。

　アブジョイは当然、例の古木の棘とかいうものを手にしている。以上が、これから竜退治に挑いどむ者たちの全装備というわけだ。

　森が破は壊かいされ荒れ果てているとはいえ、もともと悪夢然としていた古木の森ならば、木が薙ぎ倒されたことでかえって落ち着くのかもしれない。巨きよ大だいな蛇が徘はい徊かいしているような物音はまだ聞こえない。それなりの距きよ離りがあるとしてもあの蛇の巨体と速度なら、すぐ遭そう遇ぐうということになってもおかしくなかった。

　作戦は単純なものである。単純にならざるを得なかった。シャンクとタボールが蛇の動きを牽けん制せいし、速度を鈍にぶらせたらアブジョイが隙すきを見て古木の棘を突つき刺す。一所にいては一ひと踏ふみで全ぜん滅めつさせられてしまうため離はなれて待機、蛇が通りかかるのを待つというだけの案だった。

　装備も限られ、利用できる地形もないとあってはこの程度のことしか考えられない。あの女は蛇を誘ゆう導どうすることまで含めた、一いつ切さいの協力を拒こばんだ。呪いに触ふれる危険を冒おかすはずはないため、最初から期待はしていなかったが。

　ふたりと別れて待機を始めつつ、シャンクは鞄かばんから携けい帯たい食しよくを取り出した。他ほかにすることもなく物思いに耽ふける。牢ろうにいた時に思っていたことの続きとも言えるが、そこから外に出られたことでそれより実際的な思考へと傾かたむいた。

　ここに来てから既すでに結構な時間を浪ろう費ひしている。姿を消したどむーんのことも気にかかるが、別の心配事もある。正騎士団が教区からそろそろ到とう着ちやくする頃ころ合あいかもしれない。そうなればこの調査は非常に困難になる。正騎士は秘ひ儀ぎ盗賊を見つけ次し第だい、即そく座ざに処しよ刑けいにかかるだろうし、カイランドの施し設せつも使えなくなるだろう。加えてこの森のどこかにいるはずの魔ま法ほう使つかいが、先に正騎士によって討うち取られてしまえば調査はそこで終わりだ。

　もし問題の魔法使いがパルクライツ森のアワーであれば。九人目のイモータルであれば、どうなるだろうか。

　地面から浮うき出た木の根に座り込み、シャンクは苦笑いした。イモータルに直面して、正教会はどうするだろう。今さら教義を否定はできまい。不死秘法を破るために全軍を繰くり出してでもくるだろうか。それをなお、アワーは一いつ蹴しゆうするのだろうか……

（不死秘法ひとつで、この世界は根本から滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまう）

　そもそもそれならば、自分はどうやって不死者などと戦えばいい？

　そんなもの見つけてしまえば、もうなにもかも終わりだろ？　まさにそうだ。すべての点で終わりになる。

　彼が不死秘法を探すのは、主あるじの命を救うという大義のためだ。

　正教会が不死秘法を認めないのは、暗黒時代を永遠に封ふう印いんし、人々に二度と同じ轍てつを踏ませないため。この大義のためだ。

　魔法使いが不死秘法を探すのは……

　なんとはなしにシャンクが思い浮かべたのは、拗すねたように丸い背を向けた黒くろ猫ねこの姿だった。ブリアンは不死秘法に失敗し、あの姿になったと語っていた。本当かどうか分からないが、ブリアンによれば、十二人目のイモータル、月光館のミンシストルは母親だという。不死者を追えばいつかは彼女に会うこともできるし、そうなれば呪いを解いてもらえるというのが、ブリアンが秘儀盗賊と行動を共にしている理由だ。

　不死者となった母親に会いたいがため。これは大義とは言い難がたいが、大義の根幹を成すのは結局のところこうした思いだ。

　人それぞれに考えがあり、人それぞれに思いがある。対立構造がある以上、なにもかもすべてを活いかすことはできないが。

　ならば、だ。

　以前、付け髭ひげベロにこう言われたのを思い出した。魔力結けつ晶しようには思いなどない。だがその後、どむーんに問いかけたら彼女は笑ってこう答えた。忘れてしまった自分の名前はとても素す敵てきだったと。それは答えになっていないのだが、だからこそシャンクはそれを疑っても意味がないと信じることができたのだ。

（そうだな。まだ見つけてもいないもの、まだ手のとどくところにいない相手に臆おくしていても仕方ない。まずは目の前にあるもののために全力を尽つくす。そのためには好機を逃のがさない。探すっていうのは、そういうことだ）

　実際の剣術と同じだ。戦うべき相手から目を離さないこと。恐きよう怖ふや怒いかり、余計な戸と惑まどいのせいで目的を見失わないこと。それは最初から迷わないのとは異なる。微び妙みような差さ違いだが大きな違ちがいだ。

　休んでからまださほど経たっていない。地面から伝わってくる震しん動どうを感じ取り、シャンクは立ち上がった。




　進む方向に迷う余地はなかった。まるで狙ねらったように揺ゆれが大きくなっていく。巨体が地面を這はう震動、そして巨木がへし折れ、叩たたきつけられる轟ごう音おん。出会い頭がしらに叩き潰つぶされるのを避さけるため慎しん重ちように木々の近くを通るよう心がけ、シャンクは進んでいった。炸さく裂れつ弾だんのひとつを手に取り、いつでも使えるよう準備する。姿は見えないが、他のふたりも竜りゆうの発するこの震動に向かって集まってきているはずだった。この近くにいるはずである。

　考える時間を得たおかげで心が決まった。大きく息を吸い、シャンクは叫さけんだ。

「タボール！　アブジョイ！　たった三人で竜に勝つなんて無理だし、呪のろいなんかかけられるのもわりに合わない！　逃にげるべきだ！」

　声は森に反はん響きようし、繰り返すたびにこだまを間延びさせ消散していく。これがふたりに伝わったかどうか確証はないが信じるしかない。

「俺はこのまま森を探し回って、古木とやらを見つける！　お前たちも逃げろ……」

「当たり前だ」

　いきなり囁ささやかれ、シャンクは振ふり向いた。いつの間にかタボールがいる。武器をすべてまとめて背負った格好で。

「どうして俺が、竜に勝つのは無理だとさんざん警告したと思ってる。最初から分散して逃げるつもりに決まってるだろう」

「そうだったのか？」

　シャンクが目を丸くすると、タボールは呆あきれた様子だった。

「思ったよりお人ひと好よしだな。だいたい、取引条件は森から出る道を教えてもらうことだぞ。そんなものに従ってどうする。俺たちはここに来るために骨折りしたのだろうが」

「…………」

「アブジョイはとっくに移動している。三人いっしょに進んでも迷わされるだけなのはもう分かったから、分散して少しでも相手の注意を分けるのに賭かけるしかない。三人のうち誰だれかが敵の中ちゆう枢すうを探し当てることを祈いのろう。今度は奴やつらも、俺たちを生かして捕とらえはしないだろうからな」

　タボールは素す早ばやくそれだけ言い終えると、返事も待たずに走り出していった。最後に手振りだけで別れの挨あい拶さつを残して。

　震動が近づいてくるのを察してシャンクも別方向へと駆かけ出した。蛇へびの近づいてくる音だけではない。周りの木々が蠢うごめき、枝を動かし始めている。裏切りを制裁しようというのだろう。押し寄せてくる枝の塊かたまりに、シャンクは紐ひもを抜ぬいた炸裂弾を投げつけた。爆ばく発はつが妖よう樹じゆの枝を吹ふき散らす。その下を走り抜けた。

　竜は脅きよう威いかもしれないが、離はなれすぎないほうが良い。森の中を進みつつそう判断する。この森は竜を恐おそれているようだしあの蛇を迷わせることはできないらしい。竜に対して害なす魔ま法ほう、つまり呪いをかければ竜の呪いを被かぶることになるのだから。ならば蛇の動きを目印にしていけば少なくとも同じ場所を堂どう々どう巡めぐりさせられることはない。

　問題は、この森を探さぐるにしても広大すぎるということだ。

　木の牢ろうから眺ながめた古木の森は、地平線まで霞かすむほどの広がりを持っていた。無目的に徒歩で探せるものではない。

（取っかかりが欲しいか）

　あたりを見回す。倒とう壊かいした木々と、迫せまり来る枝と。

　この森はすべてが敵だった。際限ない、どうにもならないほど巨きよ大だいな敵だ。そこに何なに故ゆえかいる、あの黄金の竜を利用しなければ勝ち目はない。

（あの蛇と古木とやらを会わせる。そういうことか）

　不意に仕組みが見える。この森の支配者にとって無視できないほどあの蛇を暴れさせる。すると古木様だかなんだかは蛇と戦わざるを得なくなる。竜が負けたとしても、それを殺した者は竜の呪いに襲おそわれる。

（よくできてるといえばそうなんだが、これを用意したのは誰だ？）

　まるで、この森と戦う何者かのために準備されたとしか思えない。全面的とはいえないが支し援えんのために。

　枝が左右から行く手を塞ふさごうと伸のびてきている。シャンクは立ち止まらずに、腰こしに下げた残り三発の炸裂弾へと……手を触ふれさせるふりをして、剣けんの柄つかを摑つかんだ。

　マントを翻ひるがえす。身体からだに触れる寸前まで枝を引きつけ、マントを被せたその内側で刃はを一いつ閃せんさせる。自分が通り抜けられる隙すき間まだけを作って駆け抜けた時には、もう剣を収めている。外側からはなにをしたのかも分からなかったはずだ。多少でも剣を秘ひするために最近編み出した工く夫ふうである。

　切り落とされると枝は痛みにのたうつ動作を見せた。切断面から散った樹液が大おお粒つぶの霧きりになって空中に留とどまっている。タボールの語った伝承を考えれば、これは吸わないよう注意したほうが良さそうだった。手で口元を隠かくして走り続ける。

（あとどれくらい走れるかな）

　こんな状じよう況きようの追いかけっこを、そうそう長く保もたせられるはずもない。せめてブリアンかどむーんでもいれば、どちらに向かって走るべきか手がかりくらい摑んでくれたのかもしれないのだが。

「ひとりだとどうしようもないな、ったく」

　毒づく。いっしょにいる時にはそれほど気にならなかったが、ひとりになると自分だけではできないこと、知らないことに圧あつ倒とうされる。

　ふと殺気を感じ取るが、立ち止まるわけにもいかない。シャンクは振り返らないまま背後を意識し、剣に手をかけた。今度はマントで隠してなどと小細工をする余よ裕ゆうもなさそうではある。

「愚おろか、古木様のお慈じ悲ひを無にするとは」

　あの女の声。背面、頭上からだった。声から距きよ離りを察して抜く武器を替かえる。スプリング・ガンを手に取って、シャンクは左に方向転てん換かんした。枝の塊が地面に突つき刺ささるのをすんでのところで回かい避ひする。あと一歩そのまま踏ふみ出していたら叩たたき潰つぶされていただろう。同時に身体をひねって敵の姿を視界に入れた。女はやはり高い枝に運ばれながらこちらを見下ろしている。以前の失敗からか、また一段と高い位置である。跳とび上がってとどく高度ではない。当然スプリング・ガンの射程内でもない。

　シャンクは鞄かばんを投げ捨て、炸さく裂れつ弾だんのひとつから紐を抜くとそれも地面に落とした。マントを外すとそれを広げて被せ、その上に乗る。

（うまくいってくれよ……）

　足元からの爆風は、マントの内側には浸しん透とうしない。だがマントそのものは上空まで吹き飛ばされた。その上に立っていたシャンクとともに一気に押し上げられる。なんとか平へい衡こうを保った上でスプリング・ガンを構え、シャンクは上じよう昇しようが終わるのを待った。女の立っている高さにまでは達しないが、表情がはっきり見える距離にまで近づく。シャンクは引き金をふたつ同時に引いた。

　落下が始まる。落ちながら急いでマントを摑み、身体に巻き付ける。マントの中で身体を丸めたままシャンクは地面に叩きつけられた。相当の衝しよう撃げきだったはずだが、やはりマントの内側には伝わってこない。

　悲鳴が聞こえた。女が枝の上で身体を折り、しわがれた声で呪のろいを叫さけんでいる。どうやら痛手を与あたえることはできたらしい。安心して、動かせる枝をすべて攻こう撃げきに使っていたのだろう。弾たまを防げなかったのだ。

　シャンクはすぐに体勢を整えると鞄を拾い上げ、もう弾が尽つきて邪じや魔まになるだけのスプリング・ガンを中に押し込んだ。

「オノレェェ！」

　女はすっかり逆上し、怒ど声せいを張り上げている。顔の左側を血まみれの手で押さえつつ、右手を振ふり下ろす。その指示に従ってのことかどうかは分からないが、別方向から枝が押し寄せてきた。後ろに跳んでかわす。女は金切り声で叫んでいる。彼を殺せと。

（参ったな。次の手がない）

　相手の平常心は殺そぐことができたが、つけ込む隙すきができたにしても敵までとどく武器がない。枝を駆かけ上ることも頭をかすめたが、女の身体を運んでいる枝と攻撃してきている枝は別物である。どのみち、あの女をどうしたところで術者が彼女でないのならあまり意味がない。

　枝を警けい戒かいすれば視界は上方に偏かたよる。だが足元に別の気配を感じてシャンクは注意を分散した。今度こそ剣に手をかける。地面から湧わき上がってきたのはウィックボルの入り口を守っていた石の番兵である。鎧よろいというべきか肉体そのものというべきか分からない石の塊かたまりの間で、木の根がうねっている。ぱっと見ただけで十体以上に取り囲まれていた。一番近い一体が、覆おおい被かぶさってくるように両りよう腕うでを振り上げる。

　シャンクは背を丸めて相手の身体に隠れると、先ほどと同じ要領で剣を振り抜ぬいた。石の部位を避さけ、木の根の部分を裂さいて剣を収める。すべてが刹せつ那なのうちである。痛覚があるのか仰のけ反る石の兵を蹴け倒たおし、次に襲おそい掛かかってくる敵も横よこ薙なぎに斬きり払はらう。切り裂かれた根からは周りの木と同じ樹液が噴ふん出しゆつしていた。

　刀身に目をやるが樹液は付着していない。どうやら液体とも違ちがうのか、高速で振り抜けば張り付かないようである。この分なら、不覚さえ取らなければ何十体と相手しても血や脂あぶらで剣がなまくらになることもないだろう。

　たわいない安あん堵どが意気を揚あげた。続いて二体を斬り捨てる。

　重量頼だのみの鈍にぶい相手は、敵の隙を見つけて狙ねらうという神流の理念にとっては最良の相あい性しようだった。初歩の練習台のようですらある。女の死角に気をつけ、技わざを見せないことには注意しながら、次から次へと敵の動きを止めていく。

　左右へと跳び回り、釘くぎで留めるように敵を打ち倒す。最後の一体が倒れて、女の怒いかりは頂点に達したようだった。鼻血に溢あふれた顔面から手を離はなし（弾丸は彼女の鼻を折ったらしい）、両腕を掲かかげて口を開き……

　爆ばく発はつとともに彼女の身体からだが炭になった。

　女ごと、付近の枝が炎えん上じようする。爆発音は熱によって空気が膨ぼう張ちようしたせいだ。樹液を流す枝を丸ごと燃やすというのはなまじの熱量ではない。火球は爆発し突とつ風ぷうを地面まで叩きつけてくる。風に煽あおられながらシャンクは、突とつ然ぜんの出来事に目を瞠みはった。その女が仕し掛かけた攻撃というのでもなさそうである。被ひ害がいはどう考えても、木のほうが受けている。

　振り向く。この気配は感じ取っていなかった。もともと地じ響ひびきになるほどの移動音が大きすぎて、かえって接近に気づかなかったのだ。離れた妖よう樹じゆの間に見えたのは黄金の蛇へび、その巨きよ体たいである。口を大きく開け、女がいた場所へと向いている。伝承に詳くわしくなくとも、竜りゆうと聞けばシャンクでも思い出す言葉があった。息。

（竜の吐と息いきだ）

　竜が吐はき出す灼しやく熱ねつの吐息は岩をも炎上させると恐おそれられる。超ちよう高熱の気流を騎き士しの盾たてで防げるはずもなく、竜に挑いどむ先せん陣じんは必ず壊かい滅めつするものと見なされる。故ゆえに竜と戦う勅ちよく命めいを受けた騎士団では、第一陣に立候補しただけでも英えい雄ゆうに名を連ねるのだ。

　黄金の蛇は伝説に語られるような巨竜ではなく、その吐息といっても枝の一塊を火に包んだだけに留とどまったが、手に負えない脅きよう威いには違いない。炭化し、地面にぼとりと落下した塊から離れ、蛇からも遠ざかる方向にシャンクは駆け出した。竜は劫ごう火かの息を吐く際、蓄たくわえた体温と呼気をすべて使い果たすという。その後、身体を震ふるわせ体温を平熱まで取りもどしつつ、さらに強きよう靭じんな肺を膨ふくらませるのにしばらくかかるため攻撃が止まる。

（まったく、なにが火に弱いだ）

　本当に弱いのかもしれないが、あんな熱風を吐く以上、竜にとっての「火」というのは炸さく裂れつ弾だんでどうこうできるような火力ではないだろう。動けないうちに、できるだけ遠ざかっておきたい。

　枝の攻撃はまだ続いているものの、竜に脅おびやかされているおかげか煩わずらわしいほどでもない。森は竜の呪いを恐れて手を出しかねているのに加えて、三日もかけて作った竜に対たい抗こうできる武器をアブジョイに持ち逃にげされている。さぞ困っていることだろう。

　ただし、困っているのはこちらも同じである。

（どこへ行けばいい？）

　それほど長くは続けられない優位を、有効に使う必要がある。

　なのに彷徨さまよう森には果てがない。

　などと思っていると。

「おお、奇き遇ぐうじゃの」

　いきなり眼前に見たこともない老人の顔が現れた。普ふ通つうの老人でないことは一目で理解できる。なにしろ空中に浮ういている。ついでに身体が半はん透とう明めいで向こうが透すけている。

　ぶつかったらどうなるのか分からないが、シャンクはその寸前で立ち止まった。その老人は斜ななめに浮ふ遊ゆうしたまま滔とう々とうと語り出した。

「この世にないはずの妖樹の森で、ここにいるわけのない竜の胃の中から、空気に触ふれることのないはずの幽ゆう体たいの身で、胃の辺りにいたはずなのに何な故ぜか竜の息にぶっ飛ばされて外に出たら、今ここに再会したわけじゃ。こんなん、奇き跡せき以外のなにもんでもないぞい」

　声にだけは聞き覚えがある。だが、シャンクがそれを思い出そうとするとその幽ゆう霊れいはいきなり怖こわい眼まな差ざしで左右を見やった。しつこく枝が伸のびて近づいてきている。

　幽霊は両手をぱんと打ち合わせてから素す早ばやく広げ、それぞれの手のひらを二方から接近してくる枝に向け、叫さけんだ。

「降臨乞こう唯ゆい一いつなる者、唯一にして全なる者、使い切れぬ神聖の愛、超神の円えん卓たく界より賜たまわり、おありがとうございます！　超神セルケムスシウシサン！」

　目を灼やかんばかりの光熱が溢れ、ふたりの周りを取り巻く。樹液に濡ぬれていた地面がその円の形に乾かわく。

　光に触れる間ま際ぎわで、枝は恐れるように後あと退ずさりした。そのまま引っ込んでいく。

　幽霊は得意げである。だが小声で、

「ふぇっふぇっ。ひっかかりおった。そんな神、聞いたこともないわい」

「ええと」

「だが似たような名前は聞いたことがある。なんとかいう白芋いも虫むしから取れる水虫の薬なんじゃが、ダイエットにも効果的らしい。皮ひ膚ふごと剝はがれるから」

　言っているうちに……

　シャンクが口を挟はさむ間もない。突とつ如じよとして強風が、幽霊を吹ふき飛ばした。悲鳴をあげながらも抵てい抗こうもできず木の幹に激突する。

「りゅうのいきー」

　幽霊が飛ばされた反対側から、ぱたぱたと姿を見せたのはどむーんである。今度は先ほどの竜の息が気に入ったのか、ふーふー息を吹いては木の枝を押しもどしている。例によってそんなに力を入れているようでもないのだが凄すさまじい勢いだった。加えて彼女が狙ねらってないものは飛ばされることもないのか、シャンクは微び風ふうすら感じない。

「ああやっぱり。こいつのせいだろうとは思っとった」

　木にへばりついたまま、幽霊。

「霊れい魂こんを飛ばすということは気流ではなくて時間流か？　竜だってそんなもの吹かんというのに。時流は地じ獄ごくの管かん轄かつだからして、目をつけられる前にやめさせんと……」

「付け髭ひげか!?」

　ようやくシャンクが声をあげると、霊魂ベロは今さらというように顔をしかめた。

「分かっとらんかったのか。会うたびに説明せんといかんのか？　しかも現在思いっきり付け髭ではない我が輩はいを見て『付け髭か!?』というのもわけ分からん。むしろ『付け髭じゃないぞ』と指し摘てきするのが普通の会話ではないかと思う」

「いやその会話は間ま違ちがいなく普通じゃないし」

　言っていると、霊魂ベロが再び、ひゅっと移動した。今度はどむーんが息を吸ったらしい。文字通り吸い寄せられたところをどむーんに摑つかまえられ、止まる。

　少女に持ち上げられた体勢で腕うで組ぐみしたまま、ベロはなにやら思い悩なやんだようだった。

「もしかして我が輩、人としてかなりどん底に近い扱あつかいにまで失しつ墜ついしておらんだろうか」

「うなずいて良いものやらどうなのやら」

　困り果ててシャンクはうめいた。先ほどのはったりが本当に効いているらしく、枝は積極的には近づいてこようとしない。おかげで一息つけそうだった。

「ていうか、なんで、その……こんなことに？」

　遠えん慮りよしながら幽霊を指さし、訊きく。

　霊魂ベロは思案顔そのままで小首を傾かしげてみせた。

「さあのう。よく分からんが、この森にはどうやら死者を復活させる類たぐいの魔ま法ほうがかかっとるらしい」

「死者を？」

　と、真っ先に思い出すのはウィックボルの出来事である。となると死人を復活させるといっても、まともな意味合いではないだろうが。

「我が輩も一応、死人だからして。その影えい響きようを受けておるんだろうが、この世に肉体が一いつ片ぺんも残ってないせいで実体にはなれなかったようだのう。普ふ通つうそういう魂たましいは復活させんよう避さけるもんだが、我が輩の場合、付け髭が肉体代わりになっとったので、どっちにするべきか分からず中ちゆう途と半はん端ぱになっちまったんではないかと推測する」

「魔法のほうも無理難題吹っ掛かけられた気持ちなんだろうなぁ……」

　ポケットに入れておいた付け髭を取り出し、虚むなしく見つめる。ベロの話が本当ならこれは空っぽの、ただの付け髭ということになるが。それを見て霊魂ベロが言ってきた。

「おっと。そいつは大事にしてくれんかの。その髭が滅ほろびると、我が輩きっと、行くべきところに行ってしまうことになる」

「行くべきところって自分でも言ってるくらいなら行ったほうがいいんじゃないのか？」

　言いかけて、シャンクは別のことに気づいた。

「あ、じゃあ、ウィックボルの住民たちは、墓地とかに残ってる遺体が処分されれば魔法から逃のがれられるわけか」

「なんの話だか分からんが、そういうことじゃ」

　分からないのに同意してくる。さらに霊魂ベロは付け加えてきた。

「まあそれよりも魔法をかけた術者をなんとかしたほうが早いと思うがの。相当の力を持った存在と、我が輩は見ておるが」

「イモータルであってもおかしくないほどか？」

　はっとしてシャンクが訊たずねると、ベロは苦笑いした。

「この程度でそこまで持ち上げるのはどうかと思うのう。じゃが我が輩の知っとる大たい抵ていの魔法使いよりは強大かの。生前の我が輩でも対たい抗こうできたかどうか。いろいろと考え合わせてみるに恐おそらく人間ではなかろう。妖よう樹じゆの魔法使いじゃ」

「パルクライツ森のアワーは……」

「妖樹の唯ゆい一いつの生き残りとされておった。が、他ほかにも生き残りがいたということかのう。じゃが妖樹の運命を定めたメキシマとドラルキンといえば偉い大だいな魔法使いだったからして、それがどうしてそんな半端なことをしたものか」

　次々とベロが口走る名前やらなにやらについてはシャンクもさっぱり分からなかったが、結局のところこの森にいる魔法使いがイモータルではないということだけは間違いないようだった。そこだけ、ベロが断言した。

　膨ふくらんだ期待が萎しぼんでいくが、それでも相手が、今までにないほど強い魔法使いだということも確かなようである。ならば不死秘法の手がかりになる可能性は十分にある。

　すると前まえ触ぶれもなく。

「たおるてくたー」

　どむーんが、ぽつりとつぶやいた。

「？」

　なんだか分からなかった。彼女の声に応こたえてタオル地の鎧よろいが現れるのではないかと思ったほどである。

　彼女の視線は後方を向いている。そちらを見やると。

　猛もう烈れつな勢いで妖樹が倒たおれかかってきていた。無む我が夢中で逃にげ出すその視界を塞ふさぐように、大木の枝が顔をかすめる。なんとか押し潰つぶされるのは避けたが、間近に倒れたその妖樹が呪のろいの声を発するのが耳に入ってしまった。断末魔の叫さけびというのは、どのようなものが発するのであろうと気分の良いものではない。

　なにが妖樹を倒したのか、考えるまでもない。まさかアブジョイやタボールではあるまいし、そんな力を持った存在はひとつしか考えられなかった。まだ距きよ離りはあったが金色の蛇へびが、こちらへとまっしぐらに突とつ進しんしてきている。赤い眼めが怒いかりに燃えていた。感情のない爬は虫ちゆう類るい顔だというのにその憎ぞう悪おが伝わってくるほどである。

　探すと、どむーんと霊れい魂こんはすぐそばにいた。霊魂ベロも竜りゆうを眺ながめて吞のん気きに目を細め、

「竜といえば、我が輩は生前、竜の呪いを受けとるんでな。あいつ多分、死ぬまで追いかけてくるぞい」
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　シャンクは頭を抱かかえた。再会して、ほっとする隙すきもない。確かにひとりではどうしようもなかったのは事実だが。

「どう考えても危険度が増したー！」

　怒ど鳴なってからシャンクは、霊魂ベロを抱えたどむーんとともに全速力で駆かけ出した。
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「こ、この近くなのか……？」

　ぜぇぜぇと息をつく合間にシャンクは問いかけた。

　どむーんとベロは当然（？）顔色すら変えずにいるわけだが、そのふたりが順番にうなずいてみせる。

「こにゃーら近ちかきーの」

「うむ。凶きよう暴ぼうな蛇に追いかけられるのも段々と楽しくなってきたところだったが、もうそろそろ古木の魔法使いに会えそうじゃぞい」

　と、ベロはどむーんに担かつがれたまま両手をわきわきと動かし、後を続けた。

「やはり霊体だと使える力に限りがあるのう。まあ死人に力を貸してくれるような魔ま力りよくはあんまりいないわけで、仕方のないところではあるが」

「そういうもんなのか」

　まだ息は荒あれていたが、あまりにも平気な顔をしているふたりに合わせるため無理やり肺をなだめ、シャンクは顔を上げた。

　霊魂ベロはひどく気楽に説明してくる。

「死人になったことでより一層親しくしてくれるような捻ひねくれた魔力もあるが、そういうのは大たい概がい、底意地が悪いしの。ところであの竜りゆうを足止めするために呪まじないをいくつか投げたから、多分お前さんも竜に呪のろわれたぞ。以後、竜には気をつけたほうが良い」

「うわっ。わりに合ってるんだかないんだか」

　頑がん張ばって上げた顔をまた下げて、シャンクはうめいた。竜に気をつけろなどと言われてもどう気をつければ良いのか見当もつかなかったが。しかしよくよく考えてみれば、呪いがあろうとなかろうとあんな怪かい物ぶつが人間と仲良く接してくれるとは到とう底てい思えないし、竜の呪いとやらも意味があるのかないのか微び妙みような気はしていた。

　辺りを見る。

　森の風景に変化はない。だからさんざん走り回った末に、どむーんから「こにゃーら」などと言われたところでよくは分からないのだが。敵に近づけば近づくほど闇やみが濃こくなったり、怪あやしげな城があったり、空が曇くもっていたりとそんなことでもあれば分かりやすいのだが（そして虚こ仮け威おどしが好きな魔法使いはそうした変化を演出したりもするのだが）、この妖よう樹じゆたちにそうした虚きよ栄えいはないのかもしれない。なにしろ木である。

「アブジョイたちは無事かな」

　我知らず、声に出ていた。

　別れたっきりのふたりの安否を思うものの、うまくやっていることを祈いのるしかない。竜を目印にすれば森で迷わされることはないと、あのふたりが気づかなかったということもないだろうから、案外とこの近くにいるのかもしれないが。

「さて、と」

　竜は引き離はなしたはずだが、すぐに追いついてくるだろう。時間はあまりないはずだった。シャンクは鞄かばんを開くとスプリング・ガンと弾たまを取り出し、装そう塡てんを始めた。バネ式銃じゆうの欠点など挙げていってもきりがないが、まずはバネを巻き上げるのに時間がかかるのが難点である。それでも片手で即そく座ざに撃うてるというのはスリングなどと比べれば使いやすい。殺傷力に乏とぼしいのも、必ずしも短所ではない。まあ、負け惜おしみはともかく単に弾だん薬やく式の連発銃など手に入らないというのが最大の理由なのではあるが。

　他ほかは炸さく裂れつ弾だんが二本。鞄にはまだいろいろ道具が入っていたが、当面必要そうなものは見当たらない。相手が、ここいらにあるような巨きよ大だいな木の化け物だというのなら、通用しそうな武器といえば火をかけるくらいしかなさそうだが。鞄にある二本くらいの油あぶら瓶びんではあってもなくても大差ないだろう。布もあるから即そく席せきの火か炎えん瓶びんくらいは作れるが、役に立ちそうにはない。

「まずは古木の魔法使いとやらをやり込めて、力の源になっているものを取り上げ、役に立ちそうなら持って帰る。こんなとこか」

「無法者じゃのう」

「秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくだからな」

　今さらながらそれを言って、武器の調子を確かめる。魔法に囚とらわれているウィックボルの人たちもそれで解放できるだろう。万ばん事じ解決する。問題は古木の魔法使いとやらを倒たおす方法だが。

「ところで近くって、どれくらいの距きよ離りなんだ？」

　まさか霊れい魂こんや魔力結けつ晶しようの基準で言ってやしないかと不安になり、訊きく。だが答えを発したのはそのふたりではなかった。

「こっちだぜ。本当にあと少しのところにいる」

　言いながら木の陰かげから現れたのはアブジョイである。例の茨いばらの剣けんを適当に手にぶら下げ、切っ先を引きずるようにしている。

　思わずきょとんとして、シャンクはどむーんとベロに目をやった。どむーんはともかく霊魂ベロは一回うなずき、秘儀盗賊の言葉を肯こう定ていした。

「無事だったか」

　シャンクは向き直ってアブジョイに声をかけた。彼は、話をするにはまだ少し遠いところで足を止め、前と変わらないいい加減な様子で肩かたをすくめる。

「ああ。無事だった」

　進むのは彼のいる方角なのだから、こっちに来いということなのだろう。アブジョイはそれ以上進んでこない。シャンクはどむーんたちを連れて進み出た。スプリング・ガンはようやく二本あるうちひとつのバネの巻き上げが終わったところである。残り一方に手をかけ、作業を開始しながら、

「タボールは見なかったか？」

「うん？　いや……いない、な」

　アブジョイは答えながら、こちらをじっと見ている。心ここにあらずといった様子だった。違い和わ感を覚えてシャンクは足を止めた。背中にどむーんがぶつかったようだが。と、思い出して背後を示し、つぶやく。

「ああ、このふたりはさっき合流したんだ」

　ふたりと言ってしまって良いものか分からないが、この際どうでもいい。

　アブジョイの反応は特にない。シャンクが近づくのを止やめても、剣を持った手を上げもしないまま突つっ立っている。

「なんだ。驚おどろかないんだな」

　目を伏ふせて、シャンクは訊たずねた。アブジョイの姿を視界から外し、手元のスプリング・ガンを見ている。巻き上げのレバーが引っかかって動かなくなっていた。

「そう、かな」

　聞こえてくる相手の声は、やはり気のないものである。

　視線は手元。銃の巻き上げで両手は塞ふさがっている。背後にはどむーんがいて、咄とつ嗟さに退くこともできない。アブジョイくらい場慣れした秘儀盗賊ならば、この隙すきを見み逃のがすことはないだろうと分かっていた。

　予期していたということが、多少悲しくもあった。

　シャンクは即座に銃を振ふり上げると引き金を引いた。アブジョイは既すでに跳ちよう躍やくし、死角になっていた上方から茨の剣で斬きり掛かかろうとしてきている。これを完全にかわせば、後ろにいるどむーんが危ない。魔力結晶が創傷で死ぬとも思えないが、竜を殺すために作られたあの剣ではそれもどうか分からない。

　スプリング・ガンが弾はじけ、打ち出された弾丸は空中にいるアブジョイの体勢を狂くるわせた。その時点でアブジョイの剣から威い力りよくは失われていただろう。振り下ろされてきた茨の剣を、シャンクはスプリング・ガンの銃身で受けた。ふらついた剣ならばこんなものでも受け止めることはできる。実際、銃に伝わってきた衝しよう撃げきは大したものではなかった。だが。

「！」

　瞬しゆん時じにシャンクは銃を手放し、マントを翻ひるがえした。内側から生き地じ越ごしにアブジョイを蹴けり飛ばす。このマントを通しては威力は伝えられないのだが、相手を押し飛ばすことはできた。アブジョイはそのまま後方に転がり、距離を開けた。

　動きがあったというのに、かえって場が静まる。

　相手に牽けん制せいの気配を送りながら、シャンクは足元に落ちた自分の銃を見つけた。金属製のスプリング・ガンはどろどろに溶とけ、原形も留とどめない塊かたまりになり果てている。こちらがわざと視線を下に向けて誘さそったとはいえ、アブジョイが難度の高い跳とび上がりの斬り込みを仕掛けてきた理由は合点がいった。あの茨の剣は相手を斬る必要がない。触ふれるだけでいいのだ。

「……俺は自分が、口達者だと思ってたんだけどなぁ。こんな時は、なんて言やいいのか分かんねぇや」

　立ち上がりながら、アブジョイ。転てん倒とうした際に乱れた髪かみを顔から振り払はらう。

「すまん。ドジ踏ふんでな。逃にげた時、真っ先に奴やつらに捕つかまっちまったんだ。やっぱりあれだな。この剣持ってたの俺だったから、最初に狙ねらわれたんだろうなぁ」

　と、茨の剣を掲かかげてみせる。不格好で扱あつかいづらそうなその武器を、もう既に手慣れた様子で一振りした。

　手振りでどむーんらを後ろに下がらせ、シャンクは息を吸った。マントを閉じた内側で剣の柄つかを摑つかむ。抜ぬくかどうかは別として、まずこれを訊くにはその動作が必要だと思えたのだ。

「それで、裏切ったのか」

　力のこもったシャンクの言葉をかわすように、アブジョイの口調は軽かった。

「うん。いや、ちと違ちがうかな。つーか、その時に俺もう、殺されてんだ。あの枝に首へし折られて、目の前が暗くなったと思ったらこう、自分の身体からだを見下ろしててよ。でまあ、とうとう死んだんだなぁと諦あきらめてよ」

　彼は左手で祈いのってみせた。正教会式の簡単な手振りで、顔は嗤わらっている。

「そしたらよ、こんな声が聞こえてきたんだよ……『我らと同じく、理り不ふ尽じんに死の運命課せられた者よ』ってな。『その運命、我が解き放とう。その代だい償しようにお前は我を運命から解き放て。甦よみがえりの種が何度でもお前の肉体を再生する。不死秘法となろう！』」

「…………」

「図はからずも俺は、不死秘法を手に入れたってわけだ。一応これで秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの夢、叶かなったりってとこかね。皮肉なもんだ。せっかく手に入れたのに売り物になりゃしねぇ」

「あの村の住人と同じになったのか」

　シャンクの声に、アブジョイは笑えみを大きくする。

「そうさ。奴ど隷れいだよ。あの女も同じさ。甦りの種は、古木様が獣けものを釣つる餌えさなんだそうだ。古木様はものぐさでな。自分は動けねぇもんだから、手足にできる下僕を山ほど欲ほしがってる。そこで、いくらでも使えるのが死人ってわけだ。甦って、そのままでいたければ働けってよ。別に死人だけってこともない。取引は慎しん重ちようにってんで甦る前にいろいろ訊きいたら教えてくれたよ。そこの爺じいさんのこともな。呪のろいで姿を変えていたりしてても元にもどすんだそうだ。爺さんについては随ずい分ぶんと怒おこってたぜ？　魔ま法ほうを解いて元の髭ひげにもどすぞってのも脅おどしになりそうにないし、わけ分かんねぇって」

　長話の末にいきなり自分のことを言われて、霊れい魂こんベロは慌あわてたようだった。ついでに憤ふん慨がいもしたのか、血の気などあるはずもない顔をどうやってか紅潮させて、

「よってたかって我が輩はいを変わり者扱いしおって」

「自覚なかったのか」

　これはアブジョイが言ったのだが、シャンクも同じ気持ちではあった。アブジョイは一いつ瞬しゆん、あさってのほうを見たようである。隙というほどの隙でもなかったが、彼が喋しやべりながらも気にしているものは容易に見当がついた。竜りゆうに決まっている。

　深々と嘆たん息そくして、秘儀盗賊は話を続けた。

「古木様は相当苛いらついてるようだ。あの竜が自分に近づき過ぎたことに怒いかり狂くるってる。もう呪いなんざ気にしてられないから、俺に竜を殺せってよ。まあそのほうが早かったんだ。俺は不死だから……っていうか死んでも甦るんだから竜は確実に殺せる。手下に竜を攻こう撃げきさせりゃ、古木様も呪いから逃のがれられんけどな。そもそもあの竜を呼んだのが誰だれなのか分からないってのが、しゃくに障さわるんだろう」

「それは、不死秘法とは言えんのう」

　斜ななめにぷかぷか浮うかんで霊魂ベロがつぶやく。たまたま会話の隙に入り込んだような形で、全員の沈ちん黙もくを誘った。変人扱いされた仕返しというよりはただ思ったことを口にしただけなのだろうが。

　アブジョイが顔をしかめる。

「なにがだ？」

　霊魂ベロは自分の髭を引っ張りながら後を続けた。

「殺す方法があるではないか。古木の魔ま法ほう使つかいを滅ほろぼせばお前さんも死ぬ。破る方法がある以上、それはどんなに死ににくかろうと、不死とは言えんわな。この世に存在し得うる、どんな力をもってしても対たい抗こうできん完全な存在とならなければ不死秘法ではない。だからそれは魔法使いの極きよく致ちにしか為なし得んし、そこに達すれば必然にもたらされるというわけじゃな」

「まあ、それならそれでいいさ。俺にゃ、もう選せん択たくの余地もねぇしな。これからは古木様と一いち蓮れん托たく生しようだ。で、この古木の棘とげだが、竜を殺す武器だけあって余よ程ほどのもんだぜ。剣けんで受けても棘の毒で剣が溶ける。もちろん身体にかすっただけで終わりだ」

　言いながら彼が持ち上げる茨いばらの剣を、シャンクは見つめた。剣で受けられない武器というのは、剣客にとっては本来冗じよう談だんにもならないほど厄やつ介かいな相手だが、もとより相手の剣を受けることをしない神流にとっては関係がない。決して敵の剣に触れず、変化の妙みよう技ぎで敵の隙すきを突つくことが神流の極ごく意いである。奇き策さくを好み、ひたすらに必殺だけを目指す邪じや道どうの剣、無音で敵を殺すという風評だけが広く知られ、術法そのものは厳密に秘ひされてきた。奇策だけに、技わざを看破されればあっさりと対策されかねないというのがその理由だったが。

　この際それは置いておいたとしても、シャンクにはまたそれとは異なるが、神流を隠かくす理由があった。

　剣を使う以上、敵は必ず殺す必要がある。

　殺しても生き返るのなら、このアブジョイに使うわけにはいかない。さらにどむーんとベロのこともある。

（まあこのふたりが俺の技を見たところで神流のことなんて知るわけがないし、構わない……か？）

　いや。

　どむーんはともかくベロはまずい。神流剣客が正騎き士しとして魔法使い討とう伐ばつに参さん加かしていたのはまさに暗黒時代のことである。ベロの知識量ならなにか感づくかもしれない。万が一、ベロの口から神流の存在が漏もれれば、シャンク自身はともかくとして主あるじを危険にさらしてしまう。つまりここで剣を使ったなら、アブジョイだけではなくベロも殺さなければならない。

　と。

　アブジョイが目を細めてつぶやいてきた。

「お前の次には、タボールの奴やつを殺やるぜ」

　シャンクは剣から手を離はなし、ベルトから炸さく裂れつ弾だんを取った。缶かんの紐ひもとマントの留め紐を同時に外し、炸裂弾一個を包んだ状態でアブジョイに投げつける。飛んできたものをアブジョイは剣で打ち払はらおうとしたようだが、シャンクはさらに足元に落ちていたスプリング・ガンの成れの果てを蹴けり上げた。マントを追い越こしていった鉄の塊かたまりのほうを先に、相手に防がせる。

　アブジョイの頭からマントが覆おおい被かぶさった。球形に絡からまった白い布が、内部から爆ばく発はつ音を響ひびかせ、舞まい上がる。マントが吹ふき飛ばされたそこから、まるで手品のようにアブジョイの姿が消えていた。が、タネはあっても手品ではない。アブジョイの身体からだが爆発で潰つぶされ、またどこか別の場所に生き返っているのだろう。あの村人たちのように。

　もどってきたマントを手に取り、煤すすひとつついていないことを確かめて身に纏まとう。もしかしたらアブジョイが倒たおれればそこに古木の棘が残るかと思ったのだがそこまで甘くはないらしい。秘儀盗賊が立っていた場所を踏ふみ越え、シャンクは駆かけ出した。どむーんたちに声をかける。

「急ぐぞ！」

「急ぞぐー」

　魔力結けつ晶しようのどむーんはベロを担かついだまま（まあ、霊れい魂こんに重さもないのだろうが）あっさりとシャンクを追い抜ぬいていった。なんとも釈しやく然ぜんとはしなかったが、シャンクの視線は先を行くどむーんよりも、背後へと彷徨さまよった。

　最後にアブジョイがいた場所に。

　彼はタボールがまだ無事だと暗に言っていた。

（ったく、べらべらしゃべって隙まで作って。俺を先に進ませたいのならそう言うだけで済むだろうが）

　ウィックボルでのことから考えれば、そうもいかないのだろうが。古木とやらに操あやつられるのは相当な苦痛を伴ともなう様子ではあった。

　苦痛がやがて意思をも蝕むしばむのなら……蝕まないはずがないが、

（次に会った時にも協力的でいてくれる保証はないってことか）

　古木の魔法使いを倒す理由がまたひとつ増えたということだ。シャンクはどむーんに追いていかれないよう、速度を上げた。炸裂弾は残り一発。それを使い切れば、あとは剣しか残っていない。
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「いやぁー、そうなんじゃねぇかと思っちゃいたんだが、あいつ、なかなかやるわ。ありゃ、まだなにか切り札を残してるな」

　古木の森の地面からむくむくと押し出され、アブジョイは言い訳がましく声をあげた。そこは同じ森の中だが、すぐ間近にひときわ巨きよ大だいな妖よう樹じゆが……巨木の群の中にあってさらに十倍以上も太い木があった。

　妖樹はなにも語らない。甦よみがえったアブジョイを責めてくることもない。彼を冷ややかに見つめていたのは別のものだった。

　女は古木の根の上に立ち、整った顔を怒いかりによってさらに引き締しめている。木から流れる赤黒い樹液が人の形に固まったかのような黒い衣ころも。それとは対照的に白い肌はだ。美女というほかにないが、アブジョイにしてみればこんな女に手を出すのは硝子ガラスを飲むようなものだった。美しいからといって体内に入れて良いものと悪いものがある。

　彼女、つまり古木の巫み女こは、顔面に皹ひびが入ることでも恐おそれているのか、本当にわずかにしか唇くちびるを開かずに言ってきた。

「あれは何者なのだ」

「なにって。秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくだろ？　それ以上のことは俺も知らんぜ」

「殺せば、甦りの種の力によって古木様の下僕にできるのだ。竜りゆうの呪のろいを避さけるための手て駒ごまにもできないのなら、さっさと行ってけちな盗賊どもを殺してこい。奴やつらをここまで来させるな。奴らは竜を誘さそっている」

「へいへい」

　逆らうことなど思いもよらない。甦りの種はよくできた魔ま法ほうだった。古木の森、あるいは森と現世をつなぐ〝苗なえ木ぎ〟周辺にいる者すべてに影えい響きようを及およぼす。死者か、死者に等しい状態にある者を望む姿へと蘇そ生せいし、その状態でいたければ古木のため働かなければならない。効果は無差別で、古木自身、どれだけの死者を奴ど隷れいにしているのか把は握あくしていないらしい。

　生き返った死者たちは自然と服従を余よ儀ぎなくされるが、さらなる防護措そ置ちも用意されている。大っぴらに反はん抗こうした途と端たん、身体が即そく座ざに腐くさり溶とけ、反抗を思いつく寸前の身体として甦る仕組みだ。繰くり返されるうちにいずれ、二度と逆らうことを思いつけない状態になる。実際アブジョイは既すでに十数度、甦りを体験していた。無む駄だを悟さとった末、もうひとつ気づいたのは、少なくとも今と同じだけの自じ我がを保つにはなるべく甦りを体験しないほうが良いということだった。

　だが弱点は明白である。

　あの幽ゆう霊れいの魔法使いに言われるまでもない。何者かが敵意を持ってこの巨大な妖樹に触ふれれば甦りの魔法は瓦が解かいする。妖樹は動けない。敵から逃のがれる方法がない。だからこれだけ同族だらけの森を作り、潜ひそみ、自分の身代わりとなって攻こう撃げきを引き受ける古木の巫女まで必要とした。この防備が逆に、妖樹自身の脆もろさを物語っている。

　彼は足元を一いち瞥べつした。不格好な木の根が地表に浮ういて露ろ出しゆつしている。はっきりとした敵意を胸にそれを踏ふむだけでいい。

　アブジョイは苦く笑しようした。その時には当然、自分は死ぬだろう。もう一度死を味わう。無理だ。そんなことを心から望むことはできない。甦りの影響下にある者がこの魔法を解くのは無理だ。考えるだけで心が竦すくむ。シャンクを殺すべきだ。ここに来させたら終わりだ……

（まずいな。本気でまずいや。そうそういつまでも味方してやれそうにはないぜ、おい）

　なにしろ古木の魔法使いが敗れて得になることがひとつもない。彼に与あたえられるのは再度の死、それだけだ。

　ウィックボルの村人のようにただ泣き叫さけぶだけになるか、あるいはあの古木の巫女のようになるまで、そう遠くないのかもしれない。

　アブジョイ・サンダーは舌に感じた苦味などおくびにも出さず、古木の棘とげを手に立ち去りかけた。

　その時。

　視界の隅すみになにかを見た気がして彼は立ち止まった。見回すが、なにもない。目に残っている感かん触しよくは金色をした柔やわらかいもののようだったが、思い出そうとしても頭に浮かんでこない。

　風が吹ふいたことは分かっても、それを見ることはない。あるいはただの既き視し感か。だがその錯さつ覚かくに紛まぎれて、人間はどれだけ多くのものを見み逃のがしているのか。

（なんだ？）

　今のも自分で思いついたというよりは、見えない存在に耳元で囁ささやかれたような心地ここちだった。普ふ段だん思いつきもしないことを唐とう突とつに思いつく時、それは見えない妖よう精せいが吹き込んだのだという者もいるが。

「なにをぐずぐずしている！」

　彼を怒ど鳴なったのは古木の巫女である。完全に苛いら立だちを隠かくせなくなっている。アブジョイは振ふり向きもせず、肩かたをすくめて歩き出した。甦りの魔法に対する反抗心と依い存ぞん心しんが胸中で鬩せめぎ合っている。だがどちらにせよ、見えなかったもののことなど報告しようがないではないか？
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　最後の炸さく裂れつ弾だんを手に取って、シャンクは速度を落とした。目的の古木はまだ見えていない。前後左右、変わらない妖よう樹じゆの森が視界を塞ふさいでいた。それでもそこに重要ななにかがあるとでもいうように、白いマントを着た秘儀盗賊は身構えている。

　その自分自身の姿を、シャンクはやや離はなれた後方から眺ながめていた。

「こんなのが通用するのか？」

　傍かたわらにいる霊れい魂こんベロ（とそれを抱かかえるどむーん）に訊たずねる。答えたのはベロである。先行させているのは幻げん像ぞうで、それを紡つむいだのはベロだった。操あやつり人形でも扱あつかうような手つきで、前方にいるシャンクの幻像を動かしながら、

「こんな具合に視覚に訴うつたえる術というのはじゃな、意外とつまらんくらいよく引っかかるもんだぞい」

「そうかなー」

　疑わしくシャンクはうめいた。彼ら自身は妖樹の陰かげに隠れているのだが、それもあまり落ち着けるものではない。妖樹からの攻撃はあまり有効でなかったせいかだいぶ前から止やんでいたが、いつまで大人しくしているのか不明である。

　それよりも気になるのは、幻像として動いている自分の動きのほうだった。ぱっと見ではそれらしくしているようでいて、一歩踏み出すのに妙みように時間がかかったり、ようやく歩いたかと思えば足がそれぞれ無関係な方向に踏み出していたりと、どうにも不自然なところも目立つ。霊魂ベロいわく、そりゃお前さん自分の歩き方を美化して考えすぎとのことだが。

「でもなんかそれ以前に、いろいろ無理あるんじゃないか。今、首が一回転したように見えたんだけど」

「うっさいのう。回りかけたが寸前でもどしたわい」

「いや、だから回りかけるのがもう無理あるだろ」

「もうちょい練習すればコツも摑つかめるわい。文句ばかり言っとらんで、お前さんもとっとと出発せいよ」

　とにかく横から言われるのが嫌いやだったのか、ベロはすっかり不ふ機き嫌げんになっていた。器用に髭ひげだけ動かして迂う回かい方向を指し示す。

「我が輩はいの写実主義的熟練の技わざにて身代わりを務めるからして、お前さんは古木の魔ま法ほう使つかいに触ふれるのだ。我が輩は身体からだがないし、どむーんは魔力結けつ晶しようだからして、魔法を解けるのはお前さんだけであるからな」

「分かってるよ」

　単純な作戦だが、その根幹的な部分にいきなり問題が露ろ見けんしたのを見て、シャンクはだいぶ気乗りしなくなっていた。それでもしぶしぶ同意したのは他ほかに良い手も思いつかないからに他ならない。いずれ竜りゆうが近づいてくればアブジョイは古木の棘とげを持ってそちらに向かわなければならないだろうし、その分、古木のほうは手て薄うすになる。それまで時間を稼かせぎつつ、機を逃のがさないためになるべく古木に近づいておく。狙ねらいをまとめるとそうなる。

「だいたいこれは我が輩にとっても切実だからのう。件くだんの甦よみがえりの種やらいう魔法を解かないことにゃ、我が輩、髭にもどれんではないか」

「切実なのか、それ」

「ひげかむばーっく」

　腑ふに落ちずうめくシャンクの目の前で、どむーんが歓かん声せいをあげている。

　いろいろと言いたいことは吞のみ込んだまま、シャンクはふたりを残して移動を始めた。ベロの魔法では古木と戦うことは無理だというし、こちらの武器も残り少ない以上、正面から乗り込むのはなおのこと論外である。

　迂回している分、気持ちのほうが急せく。足早になりながらもシャンクは周囲を警けい戒かいした。森は静まり返っている。敵である妖樹が立ち並ぶその森で周りを気にするというのも、考えてみれば馬ば鹿か馬ば鹿かしい気はした。

　あの女、そしてアブジョイの出で迎むかえがなかったのは、果たしてベロの幻げん術じゆつが通用していたおかげかどうか。なかなか認めがたかったものの、襲しゆう撃げきを受けなかったことだけは事実だった。どむーんたちと別れたことでまた森を迷わされることが心配だったものの、それもまた杞き憂ゆうに終わったらしい。

　行く手の様子に変化があった。

　森の密度が変わっている。妖樹と妖樹との幅はばが狭せばまり、地表はほとんどすべて根が覆おおうようになっていた。おかげで足元に流れる樹液の量も増えて歩きにくい。

（この根の一本でも、古木の魔法使いの根だったら、それで終わりのはずなんだよな）

　何本か試ためしに踏ふんでみても特になんの反応もない。もっと奥に進まなければならないらしい。このまま邪じや魔まさえなければ時間の問題なのだが。

「ってわけにもいかないか」

　シャンクが見やると、前方にアブジョイの姿があった。

　先と変わらない。茨いばらの剣けんを持ってにやにやと、笑いきれずにいるような皮肉な笑えみを浮うかべている。

「まあ、そんなにうまくいくとは思ってなかったんだ」

　彼に告げると、アブジョイは首を振ふってみせた。

「いいやぁ。あと一息で、引っかかってやっても良いかなと思ったくらいだ。それでも一応、こっちの出足を遅おくらせるくらいの効果はあったんだぜ？　俺が立ってるここが限界線なんだ」

　と、剣の先で足元から左右を示して、

「こっから先が、古木様の根だ」

「じゃあ、そこを踏み越こえれば……」

「そうだ。俺たちにかかった魔法も解ける」

　アブジョイの顔には、意味深げな含ふくみがある。

　それを望んでもいるし、望んでいないのも現実だという含みだ。

　強力な武器である古木の棘を、彼がほとんど初めて見せるまともな型に構えて、アブジョイは告げてきた。

「せっかくだからよ。剣客として勝負しようじゃねぇか。こいつぁ、ちょっとした決戦だ。だろ？」

　手を抜ぬくなと言っている。

　わざと負けてやれるかどうか自分でも分からない。だから全力を出せと。

　小さくうなずきながら、シャンクは相手から視線を離はなさなかった。

「いいだろう」

　心を決する。この場でアブジョイを倒たおしてその向こうまで行けばすぐに古木に触れられる。ならば剣の秘密は守れる。

　シャンクは抜ばつ刀とうして構えた。アブジョイの目に、微かすかに驚おどろきの色が映る。

「参ったね」

　だが秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくは、やや安心したようでもあった。

「抜く手も見えなかった。なかなかやるだろうと覚かく悟ごはしてたんだけどよ」

　茨の剣をやや右に寄せ、癖くせを強調している。シャンクは気にせず気を落ち着けることにだけ努めた。剣に心はない、が師の口くち癖ぐせだった。気力に頼たよったところで剣が鋭するどくなることはない。剣の対決はあくまで道理の突つき付け合いであって、相手の気力をはね除のけたところで刃やいばを身に受ければ死ぬことになる。

　剣客の心の遣つかいようとは剣を抜くまでのこと。いつなんのために抜いて斬きるのか。敵を殺すとあっても、あるいは己おのれが殺されるかもしれないとあってもなおやらねばならない時とはなにか。それを見定めることにあって、いざ剣を抜いて対たい峙じすればくだらない技ぎ倆りよう比べへと堕だする。それはつまり、仮にどれだけ正しい心を持とうと技倆が敵より劣おとれば斬られるという冷れい酷こくな現実があるのだから、心に頼って血気に逸はやってはならないという教えだった。

　アブジョイの剣は我が流りゆうだろう。まともな師に教えを受けて盗賊に落ちぶれるなどというのは、それなりの事情がなければないことである。とはいえ、教えについていけず逃にげ出した者というのは逆にこうした短たん絡らく的な道を選ぶ比率は増えるようだった。もしくは、こうした外げ法ほうの社会というものを利用する剣客もわずかにはいるだろう……そうした者は単に殺人の機会を増やしたいだけの理由で盗賊になることもある。正騎き士し殺し、ゴダード・ハルクマンのように。
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　シャンクの気の変化を見て取ってか、アブジョイが先に仕し掛かけてきた。シャンクを先に進ませたくないのだから、受け手に回るわけにいかないのは道理である。道理であるためにシャンクも予想していた。

　小刻みに斬り掛かってくるアブジョイを後退してしのぐ。相手の隙すきは見えている。呼吸を合わせるのもすぐに済んだ。敵の技わざをすり抜け急所を抉えぐるのに造作もない。既すでに十度は斬り捨てる機会を見つけている。見つけて、見み逃のがしている。

（くそっ）

　心中に澱よどみが生まれるのを、どうしようもなくシャンクは認めた。先ほどとは違ちがう。今度はアブジョイをただ退けるだけでは済まない。ここで倒せば、それは本当に彼の死を意味する。

（いや、彼は既に死んでいるんだ）

　茨の剣での突きをかわし、死角へと回り込んでシャンクは己に言い聞かせた。アブジョイがこちらの動きを追って構え直すまで手が出せないまま。

　アブジョイの死はとうに決している。秘儀盗賊である。覚悟のない死でもなかろう。無論、この魔法は解かれなければならないのだ。それが分かっていてなお、迷いが振り切れずにいる。

　師、イスラールの微び笑しようが脳のう裏りをよぎった。師の語る技をどうしても再現できず、シャンクが癇かん癪しやくを起こすことはたびたびあった。そんな時、彼はよくこう言っていた。仕方がないな、だができないならできないなりに、なにか考えるしかないだろう……

（迷っちゃならないが、考えなけりゃならないんだ）

　剣けんに心はない。

　剣で勝つということと、その善悪にはまったく関係がない。善だから勝てる、悪だから勝てないなどということはないのだ。

　アブジョイより技倆で勝まさる自分は、いつでも彼を斬れる。

　彼が正しかろうと自分が正しかろうと。そんなことは一いつ切さい関係なくただ殺傷するだけで解決してしまえる。技倆を上げ、力をつけることにはそうした理り不ふ尽じんを背負い込む責任がある。

　師を斬った時のように。どれだけ後こう悔かいすることになろうと、永遠に考え続けながら、その時に必要なことはしなければならない。

（俺が目指すのはそういうものなんだ。ただ技を磨みがき、自分を正しいと思うだけになれば、暗黒時代の魔法使いたちと変わらなくなる）

　シャンクは避よけるのをやめた。

　踏ふみとどまり、翻ひるがえした刃で一いち撃げきのもと、アブジョイの首を打ち落としていた。

　深く抉られた彼の頭部が背中まで折れ曲がり、身体からだごと倒れる時には既に剣を収めている。アブジョイの身体もすぐに消えた。どこか近くで復活しているのだろう。魔法が解かれない限りはこれが続く。

　アブジョイが最後にいたあたりに、シャンクは軽く一礼した。アブジョイのほうがよほど剣客らしかったと、そう思える。

　だがあまり余よ裕ゆうもない。アブジョイの言っていたあたりを見やると、そちらへ駆かけ出す。結局アブジョイのおかげでうまくことが進んだ。手を伸のばし、それらしい木の根へと触ふれようと……

　意識が下に向いていたせいだろう。殺気を感じた時には遅おそかった。

　衝しよう撃げきは並ならぬものだった。前に進んでいた身体を、一撃で遥はるか後方まで吹ふき飛ばされる。最も重い首が、胴どうの動きについていけず千切れるかと思ったほどである。

　かなりの距きよ離りを飛ばされた。地面に激げき突とつし、妖よう樹じゆの幹にぶつかって止まってようやく、アブジョイを見つけた位置まで後退させられたことを理解する。だが状じよう況きようは違う。彼は立ち上がれなかった。下腹に巨きよ大だいな矢が突き刺ささっている。重量のある鋼はがねの矢が身体の裏側まで貫かん通つうしていた。もはや痛みを感じる余地もないほどの致ち命めい傷しようである。身動きも取れない。口に溢あふれた血を、呼吸のために吐はき捨てて。

「タボール……」

　吐と血けつとともに、シャンクはその名をこぼした。

　まさにアブジョイが姿を見せたその場所に、現れたのはもうひとりの秘儀盗賊だった。最後の矢を放った巨大なボウガンをわきに置いて、進み出てくる。

「古木様の魔法を解くことは許さない」

　顔色ひとつ変えず、タボールが言った。倒たおれているシャンクを遠くから見下ろし、あとを続ける。

「苦しまないうちに死んでしまえ。そうすれば俺たちのように甦よみがえる」

「お前は……いつ、やられた？」

　視界が霞かすむ。というよりは塞ふさがっていく。見えているのか見えていないのか。それすらもどうでも良くなってくる。

　黒く陰かげった視覚の向こう側から、タボールの声は聞こえてきた。

「ついさっきだ」

　笑うに笑えない。責めるつもりにもなれない。血液が抜ぬけ、思考までもすり抜けていくようだった。

　もはや返答もままならず、そのまま眠ねむろうかと意識を閉じかける。が。

「恨うらみ言ごとは言わないで欲ほしい。お前とて、自分自身がここで死んで甦ってから、古木様の魔法を解けるか？」

　死ぬ前に、その問いには答えなければならなかった。甦ってからでは言えないのかもしれないのだから。

「無理かも……な」

　全身に痺しびれが広がる中、最後の力を振ふり絞しぼる。

「でも、試ためすさ。一度くらいは」

　なんとか見開いた目に映ったタボールの姿は、やはり落ち着いたものだった。なにを馬ば鹿かなと思ったのかもしれない。あるいは、そのくらいは言うだろうと思っていたのかもしれない。

　深い闇やみとそこに広がる散さん満まんな光。朧おぼろ夜よのような淡あわい意識の底を目指して、シャンクは沈しずんでいった。だがなにも分からなくなるほんの一いつ瞬しゆん前に、声を聞いた気もした。タボールの声ではない。女の声だった。

「あなたは本当に……あと一歩という時に必ず、助けなしでは進めないんだから」

（ブリアン？）

　似ても似つかない声だったというのに、シャンクは不思議とその名を呼んでいた。
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　再び目を開くと、見えたのはやはり森だった。

　眠りに落ちた場所からまったく動いてもいない。違ちがいは傷が治っているということだった。跡あと形かたもない。腹を貫通していた矢も、どこにもない。彼が吐いた血も残っていない。

　これが甦りだとすると、ひどくあっさりしたものだった。身体からだの向きも変わっていなかったため、立ち上がるとそのまま、先ほどアブジョイやタボールが現れた場所と向き合う形になっている。

　タボールはそのまま、そこにいた。さらにアブジョイも増えている。ふたりはじっとこちらを見み据すえていた。なにも語ろうとはしない。

「ようやく片付いたか」

　森の奥から、またひとり。あの女だった。枝に運ばれるのではなく歩いてきていた。甦った三人の秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくを見回して、まだ溜りゆう飲いんが下がらないのか気短に嘆たん息そくしてみせる。

「随ずい分ぶんと余計な手間を取らせたものだ。いずれこの件を後こう悔かいさせてやろう。だがまずは改めて、お前たちは竜りゆうの始末をして来るがいい」

「俺は、甦ったのか？」

　ゆっくりと嚙かんで含ふくむようにシャンクは問いかけた。

　古木の巫み女こは馬鹿にして、ハッと声を立てる。

「尊き古木様の祝福を受けて、それを感じられないほどに鈍にぶいとはな。やはり所しよ詮せんは盗賊ごときか」

「…………」

　シャンクは遮さえぎらなかった。煩わずらわしげに見えて、その女がこの手の話をする機会を逃のがしたくないのは簡単に分かる。

　細ほそ腕うでを力強く振り上げ、彼女は声を張り上げた。

「この森を見よ！　古木様の御お力ちからが分かるだろう。木々は生命をばらまく。古木様は甦りの種を蒔まく妖よう樹じゆの王。古代の愚おろかな議論によって封ふうじられた妖樹の同族をすべて甦らせ、肉にく臭くさい獣けものを喰くらい尽つくす！　わたしはその巫女として永遠に働く……不死秘法！」

　それは不死秘法とは言えない。ベロではなくとも、シャンクは胸のうちで囁ささやいていた。今回も探たん索さくのあては外れたということだ。妖樹はもしかしたら御お館やかた様にも生命を注げるかもしれないが、その代だい償しようとして古木の奴ど隷れいにされる。これでは役に立たない。

　彼女が大声で語っているのは、シャンクの位置がやや遠いからだろう。シャンクは彼女らに向かって歩き出した。

　その間にも女の話は続いている。

「もはや古木様は囚とらわれてはいない。このパルクライツ森から妖樹を現世にもどすだけの力を持っておられる。既すでに何本もの同族を苗なえ木ぎにもどし、現世に移された。いずれ苗木は妖樹に育ち、この森すべてを現世に甦よみがえらせる」

　と、彼女は誇ほこらしげに胸を張った。

「すべては森の巫女としてのわたしの働きがあってこそ。先祖代々、古木様の伝承を受け継ついできたこのわたしが今、動かざる古木様の目となり耳となって働いている」

「このパルクライツ森っていうのはなんなんだ」

　シャンクは問いながら、アブジョイとタボールの顔をうかがった。ふたりは話に無関心で、それぞれこちらを見つめている。恐おそらくふたりも似たようなことは既に女に訊きいたに違いない。

　彼女は陶とう酔すいの眼まな差ざしであたりを示した。まるでここが、この世で最も美しい場所だとでも言いたげに。

「現世と死の世界の狭はざ間ま。獣を脅おびやかした力強き妖樹が、傲ごう慢まん極きわまりない聖人らの手によって封じられた地。封印の力は強大だが、かつての論争では獣の側にもただひとつだけ落ち度があったということで抜ぬけ道が用意されたのだ。再び獣が望めば、妖樹は獣を喰らう権利を得る。現世へのつながりを取りもどすのだ」

　女の説明から大体の仕組みを理解して、シャンクはつぶやいた。もうだいぶ三人に近づいているが立ち止まらない。

「魔ま法ほうによって妖樹を苗木にもどして現世に蘇そ生せいさせる。だがその際、現世と森の通路になってしまうから、その近くにいる死者を片っ端ぱしから甦らせて守らせる。ウィックボルの住民も殺して手下を増やしたわけだな。ひとつ分からないんだが、じゃあどうしてカイランドは悪夢の村にならなかったんだ。あそこにも苗木があったのに死人が生き返ったりはしてなかった」

「古木様が最初に落とされた種は弱いものだった。たったひとりを甦らせただけだ」

　自分の胸に手を当てて、女が告げてくる。

「森の巫女エキータは死して、古木様の祝福により甦った。それがわたしだ」

　エキータ？

　きょとんとして、シャンクは足を止めた。まじまじと古木の巫女を見やる。どこかで聞いた名前だった……というくらいに、その名前は記き憶おくから薄うすれていた。

「じゃあ、カイランドにいたエキータ婆ばあさんは」

「そんなものはもういない。エキータは死んで、ここに甦った」

　女は即そく答とうしてくる。語る喜びに満ち、白い肌はだを紅潮させたこの古木の巫女に、あの老ろう婆ばの面おも影かげはない。それでもシャンクは彼女の目の中に両者のつながりを発見していた。エキータ・グランドホテルで拍ひよう子し木ぎを打ち鳴らし、こちらの言葉を聞く様子もなかった彼女。そして今、ここでこうして語る彼女。

　己おのれの言葉に没ぼつ頭とうする瞳ひとみの熱ねつ狂きようは同じものだった。

「古木様はわたしの呼びかけに応こたえ、甦りの種の最初のひとつをもたらしてくださった。甦ったわたしは古木様の復活の地としてウィックボルを捧ささげた。かくて世界中の獣を喰らい尽くし、永遠の存在となる古木様とわたしの新たなる伝承がここに始まる……」

　と、そこで気づいたのだろう。エキータは我に返って疑問を口にした。

「何な故ぜお前が、甦る前のわたしを知っているのだ」

「そうだよな。おかしいよな」

　驚おどろいてつい立ち止まってしまったおかげで、まだ当初の目標よりも距きよ離りが開いていた。だがそれでもシャンクはあまり気にせず腰こしの剣けんへと手をやった。

　今さら殺気を隠かくすつもりもなくなっていた。エキータに嘲あざけられても、そんなことも意味を持たない。

「逆らうつもりか。無む駄だなことを」

「そうかな」

　構えたまま、つぶやく。

「逆らえば即そく座ざにお前は骸むくろにもどる。そして再び甦り、それを繰くり返す」

　エキータの警告にシャンクは黙もくした。抜ばつ刀とうしようとしていた手も止まる。が。

（できるのかできないのか。そんなのは、もう過ぎたことだ）

　古木の魔法が解ければ自分も消えてなくなるのかもしれないが。やる。意地でもなければ捨て鉢ばちでもない。それをすることでしか自分の信じたものを遂すい行こうできないのだから。仕方がないではないか。

　シャンクは古木の巫み女こエキータを睨にらみ据すえ、告げた。鋭するどく声を束ねて突つくように。

「あんたですら甦りの魔法に負けずに、いまだにカイランドで警告して回ってるんだ」

「混乱のあげく世よ迷まい言ごとか。愚おろかな」

　自分が剣の標的になっていることは分かっているだろう。だがエキータははっきりと余よ裕ゆうを見せていた。逆らえばシャンクは即座に腐くさり落ちる身である。まだ間合いがあるせいか、シャンクの身体からだに変化はなかったが。

「愚かは古木の魔法使いだ。どうやらこの件で賢けん明めいだったのは婆さんの幽ゆう霊れいひとりだけだったようだ。よく出来た魔法だろうが、人の信念まで抑おさえ付けるのは簡単じゃない」

　御ご託たくは時間稼かせぎである。

　相手が聞いている間に、シャンクは紐ひもを抜いた最後の炸さく裂れつ弾だんを足元に落とした。足で背後に蹴けり上げる。

　爆ばく発はつはマントで受ける。爆風やらなにやらで吹ふき飛ぶのにももう慣れつつあった。爆発の目的はふたつ。身体を前方に投げ出す加速を得ることと、衝しよう撃げきによる錯さく乱らんだった。どちらも功を奏したらしい。一いつ瞬しゆんでエキータに向けて距離を詰つめながら剣を抜き放ち、シャンクはアブジョイとタボールが身動きもせずそれを見送るのを見つけていた。

「何故……だ!?」

　エキータの悲鳴を聞き取る。シャンクの身体に変化はない。エキータの足元から伸のびようとしている妖よう樹じゆの防ぼう御ぎよも間に合わない。勢いとタイミングを合わせ、シャンクの剣がエキータの胸を貫つらぬいた。

　それ以上の絶ぜつ叫きようもなく、エキータの身体は消え去った。着地の後シャンクは、振ふり返ってタボールたちの攻こう撃げきに備えた。

　左右から同時に、アブジョイの茨いばらの剣と、タボールの鎖くさり鞭むちと。それぞれを跳ちよう躍やくしてかわす。できればそのまま前に突っ切って逃にげたかったが、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくふたりの手て練だれもそれは当然警けい戒かいしているはずである。アブジョイは呪のろいで作られた剣を右手に持ち替かえ、左の袖そでから例の二ふた叉またの短剣を取り出した。二刀に構えた場合、当たり前だが片手で一振りずつの剣しか持てない。これで人を斬きるほどの力を込めるというのはそう簡単ではないが、古木の棘とげが触ふれただけで敵を殺せるのなら威い力りよくは必要ないということだろう。

　タボールは鞭を放って手足の先せん端たんを狙ねらってくる。ダメージを与あたえることが目的ではなく、動きを止めて組み付いてくるつもりだ。あのタボールの腕わん力りよくに捕つかまれば確かに逃のがれられそうにはない。

　ふたりとも敵に回せば、恐おそらく互ご角かく。ほとんど見立ての通りだった。剣を手にシャンクも余裕はない。

　だが切せつ羽ぱ詰つまっているのは相手も同じはずだ。

　アブジョイが攻せめるのをかわして、斬り込む隙すきをシャンクが見つければそこにタボールのフォローが入る。どちらか一方の次の動きを予測しても、そこにもう一方が掩えん護ごをすれば隙を無効にできる。こうした多対少数の波状攻撃は正騎き士しの得意とする戦術である。無論このふたりのそれはそこまで訓練されたものではないが、我が流りゆうながら実戦的な秘儀盗賊の技わざは厄やつ介かいさでは引けを取らない。

　シャンクは意識を一点に留とどめず、盗賊ふたりの立ち位置を計算していった。ふたりとも、攻撃が分断されればどちらかが即座に倒たおされると分かっているはずだ。だからこそ連れん係けいは絶対に崩くずさない。即そく席せきだというのに上う手まく隊形を保っているものだが。

　タボールの鞭をかわして、シャンクは不意に大きく回り込んだ。アブジョイ、タボール、シャンクと一直線に並ぶ位置へと。この形では連係が取れない。つまりふたりはこの形を嫌きらって、もとの陣じん形けいにもどろうとする。必ず。

　ふたりの行動が同時に予測できるのはこの時だった。

　右に跳とびつつ、鞭を振るうタボール。

　その背後から、古木の棘で突きを放ってくるアブジョイ。

　顔面を狙ってきた鎖鞭を、シャンクはかがんで避よけた。体勢を下げながら攻撃の手につなげるのは回転の動きである。身体を低くしながら一回転して剣けんを振り抜ぬく。この戦いの中、シャンクが初めて敵に向かって打った斬ざん撃げきだった。

　剣はアブジョイの右みぎ腕うでの内側を裂さいた。

　触れた刃はの重みと、腱けんの片側だけを傷つけられたことで突きのバランスが崩れ、アブジョイの腕は横に大きく逸それた。跳躍したタボールを追うように……

　古木の棘は触れるだけで敵を殺せる。ほんの少しかすめるだけでも良かった。予想外の攻撃にタボールは無警戒で、茨の剣が身体に触れるのを回かい避ひできない。呪いの切っ先がタボールの身体に埋うまった。棘だらけの刀身が膨ふくらんで秘儀盗賊の身体に食い込む。絶叫とともにタボールが姿を消した。そして。

　武器がタボールに絡からまって動けなくなっていたアブジョイに、シャンクはすぐさま斬りつけた。首を切断するのは一番苦痛が少ないとされる。

　三人とも倒して、シャンクは剣を鞘さやに収めた。残された彼ひとり、奥歯を嚙かみ締しめ森の奥を睨みつける。







[image: 場面十五　古木の根元]







　このパルクライツ森で最も巨きよ大だいな妖樹。その枝に腰こしを下ろして眺ながめると、異様な風ふう体ていながらも数千年を経た大きさの蓄ちく積せきを感じないでもない。彼女にしてみればその数千年が数万年であろうと知ったことではないのだが。彼女自身は百年と少ししかこの世に存在していないが、彼女の眷けん属ぞくは魔ま法ほうの始原から存在していたとされる。それはパルクライツ森の歴史などより、遥はるかに古い。

　九人目のイモータル、アワーもまたこうした大妖樹だったのだろうかと、彼女は少し物思いに耽ふけった。やはりさほど興味のあることでもないのだが。不死にまで達した魔法使いなのだから、アワーの力は言うまでもない。生まれてからたった千日で不死秘法に至ったという七人目のイモータル、キジャスを最年少の不死者とするなら、きっと妖樹のアワーは最年長だったに違ちがいない。

　それほど待つことはなかった。彼女は呼ばれたように自然と地面を見下ろした。複雑に入り組んだ古木の根の間から、むくむくと女の姿が浮うかび上がってくる。

「何な故ぜ！」

　女はただの人間だった。つぶやきは独り言ではなく、問いかけである。覆おおい被かぶさるように巨大な妖よう樹じゆへと、縋すがり付く眼まな差ざしを向けて、

「何故、どうしてあの盗賊は反はん抗こうしたというのに死なないのですか！」

　それは恐おそらく妖樹に問いかけたつもりだったのだろうが。その女の視線の先から見返したのは、枝に座る彼女だった。こちらの姿を認めて女が怪け訝げんな表情を見せる。なにがなんだか分からなかったのだろう。あるいはこれもなにか妖樹の魔法なのだろうかと思ったのかもしれない。何者かと声もあげられない様子だった。

　その惨みじめな女を見ても、彼女の心には憐あわれみも情も浮かばない。つまるところ魔法使いが挫ざ折せつすることなど珍めずらしくもない。不死秘法を求め、力及およばなければ破は滅めつする。力が足りないのは自じ業ごう自得で、力を目指すのも当人の勝手なら、負けて滅ほろびるのも自業自得だった。誰だれもが独自のやり方で不死を目指している。自分の手段こそが正しいと信じながら。それをいちいち同情していてはきりがない。

　だから決して思いやりではなく、彼女はその女の求める答えを伝えた。

「あの盗賊が、まだ一度も死んでいないからじゃないかしらね」

　言われたことが理解されるまで。彼女は何拍はくか待って、その間、新しくあつらえた星空色の衣ころもを撫なでつけた。夜明け前のように緩ゆるやかに色合いを変化させ続ける群ぐん青じよう色いろの布地に、輝かがやく星の群をあしらったものだ。以前は好きな時に、好きなものをいくらでも着き替がえることができたが。あの姿に貶おとしめられてからは地味な黒色でいるしかなかった。元の姿にもどってから暇ひまつぶしに様々な服を作り出してはみたものの、満足できる生き地じはついに作れなかった。

　古木の巫み女こはまだ把は握あくに時間をかけていた。古木を凝ぎよう視しして立ちすくんでいるのは、神と崇あがめるこの大妖樹の指示を仰あおいだのだろうか。それとも答えをもらったからだろうか。

　なんにしろ女が再び声を荒あららげた時には、想像以上に理解が進んでいた。

「お前か！　お前があの盗とう賊ぞくを生き返らせたのだな。甦よみがえる前に」

「造作もないこと」

　彼女はこともなげにうなずいてみせたが。

　まったくの噓うそだった。他人を蘇そ生せいさせるのは自分の命取りになりかねない。

　力が足りないからではない。魔女にとっては他者の命を救うことこそが危険となる。もし憐れみなどから他人を蘇生すれば、確実に魔女の誓ちかいに反する。

　いや、実際に今回も相当にダメージを負わされていた。同情心ではなく、手て駒ごまとして必要だからだ……そう言い聞かせても喉のどの奥に咽むせる血の臭においは誤ご魔ま化かせない。内臓のいくつかを傷つけたのは間違いなかった。常人ならばそれで十分に死ねた傷だ。

「竜りゆうを呼んだのも貴様か。何者なのだ！」

「わたしは魔女シンシアルータ。お前ごときに名乗る理由はひとつ。魔女の誓い。魔女は問われればその正体を隠かくしてはならない……」

　叫さけぶ巫女に、彼女は即そく答とうした。そのまま続ける。

「そして名乗った以上、お前の死は避さけられない」

　魔女は魔女であることを隠してはならない。

　魔法は無制限に魔女に報むくいなければならない。

　魔女は無制限に魔法に報いなければならない。

　そのために魔女は魔女であることを隠せず、魔女と魔法のための他ほかにはなにもしてはならない。魔法以外の何者にも、何物にも支配されてはならない。誰のことも気にかけてはならない。髪かみの一本、ただの一言さえも魔法のために存在しなければならない。

　これを破れば呪のろいにかかる。つまりは魔女からの失しつ墜ついである。これは呪いそのものでもあり、ある意味で保護措そ置ちでもある。呪いによって貶められている間、自分は魔女ではない。そのため力を失うが、破滅からは守られる。もっとも、魔女が魔女でなくなることを破滅と言わなければの話だが。

　かつて彼女の挑んだ不死秘法の失敗によってこの呪いが降りかかってきた。避けがたい呪いだ。仕方あるまい。不死秘法を他人に使おうなどとしたのだから。

　シンシアルータは枝の上に立ち上がった。軽く跳とび上がると浮いた状態で静止し、前に進み出ていく。ただ両手を広げて風を受けるだけでも、その気流に香かぐわしい魔力の通り道を感じ取れた。その通路、ムーンウォークは真の魔力へと連なり、果てなき果てには究極の源泉にまで繫つながっているはずだ……彼女にはまだそこまでは辿たどることができないが。だが途と中ちゆうまででも、そこいらの魔法使いシーカーが頼たよる貸たい与よに貸与を重ねた出所不明の魔力などとは力の純度が違ちがう。

　力の陶とう酔すいが血液を沸わき立たせる。これが魔女に許された特権だった。そしてその沸き立つ血の一ひと滴しずくすら魔法に捧ささげなければ許されない。これが魔女の誓いだ。

「ど、どこぞから迷い込んできた獣けものが、この神聖なる森でわたしを殺すというのか！」

　震ふるえ声で放たれる巫女の言葉は、その陶酔の中にあっては微び々びたる響ど動よみだ。それに応こたえたかどうか自覚すらろくに持たないまま、魔女は告げていた。

「ええ」

「甦りの魔法を解くというのか。だがお前は古木様に触ふれていたというのに、魔法は解けていないではないか」

　その指し摘てきは当を得ている。気を削そがれて、魔女は苦々しく口元を引きつらせた。枝から回り込んで空中を進み、巫女と古木両方を正面に据すえる形で降下する。

　と同時に、つぶやいた。

「ええ。わたしには解けなかった。試ためしたけれどね。古木の魔法は無制限に死者を甦らせる。古木自身をも生き返らせてしまうため、古木を殺すのもきりがない」

　地面すれすれまで降りるが、着地はしない。妖樹に、つまり敵に触れれば彼女も魔法を使えなくなるからだ。下から見上げれば大だい妖よう樹じゆはさらに大きくそびえて見えた。物言わぬ巨きよ木ぼくの感情が、力のうねりとして感じ取れる。恐おそれ、怒いかり、傲ごう慢まん。そして焦あせり。確かに大妖樹は強大だった。古代の封ふう印いんをようやく覆くつがえそうと目前まで辿り着いたが、もう分かっているのだろう。自分は負けると。

「あの秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなら甦りの魔法を解ける。解けた後なら古木を殺すのは容易」

「奴やつとて、自分が甦りの種で生き返ったものと思っている。解けるものか」

「どうかしらね」

　彼に、彼女が生き返らせたなどと伝えるわけにもいかなかったのだが。

　両りよう腕うでを胸の下で抱だく姿勢で、魔女は笑えみを浮うかべた。さほど心配してもいなかった。彼は魔法を解くだろう。自分が死ぬと思っていてもだ。むしろ自分だけ助かるという時よりも決断を易やすくしたかもしれない。そのくらいの馬ば鹿かだ。

　巫女は呆ぼう然ぜんとしている。古木は……もしかしたら迷っているのだろうか。シンシアルータを脅おどせるかどうか。付け髭ひげベロと同様、甦りの種を解いても彼女への恫どう喝かつにならない。元にもどるつもりでこうしているのだから。

　と。

「金色のねこー！」

　いきなり背中になにかが飛びついてきた。危あやうく落下しかかるが安定を保つ。見るとどむーんが、どこからやってきたものか彼女の身体からだにしがみつき、ぶら下がっていた。

　とりあえずシンシアルータはこれだけ言っておいた。

「猫ねこじゃない」

　言われたところでどむーんが離はなしてくれるわけではなかったが。ぶらぶら足を揺ゆらしながら、興味はそっちに移ってしまったらしい。

「しっぽー」

「なんと！」

　代わりに驚きよう愕がくの声をあげたのは、霊れい魂こんベロだった。どむーんに摑つかまれ連れられているため、今空中には三人固まった状態で浮いていてかなりみっともない。ベロは心底驚おどろいた様子だった。

「ただのシーカーでもあるまいとは思っとったが、魔ま女じよか！　となると恐らく魔女の呪いじゃな。道理で妙みようにいろんな術を心得とったわけだ。もしや我が輩はいより年とし嵩かさやも……」

「魔女を少しでも知っているのなら、魔女が隠かくそうとしている事こと柄がらをべらべらしゃべるのがどれだけ危険かも分かるはずだけれどね」

　冷たく告げる。

　付け髭にまで知られるのは予定外だったが、一目で看破されてしまうようではどのみち時間の問題だったろう。

　両手で口を塞ふさぎ慌あわてて黙だまったベロは放っておいて、シンシアルータは改めて古木に向き直った。無む駄だにぶらぶらして遊んでいる魔力結けつ晶しようと霊魂にしがみつかれて、もう今さら威い厳げんを気にしても仕方がないような状態ではあるが、目を細めて話をもどす。

「危険過ぎるからということで、大昔の聖人メキシマとドラルキンに存在を封ふうじられた妖樹たち。だからといって聖人の封印が生命を奪うばうわけがない。ずっとこんなところに閉じこめられていたのね」

　片腕を上げて、あたりを指し示す。その指先を向けられて古木の巫み女こが身を震わせるのが見えた。

「聖人たちのかけた封印は、獣たちが妖樹を許したら元の世界にもどれるということ。そしてついに妖樹は許しを得た。本来、警告のため伝承を伝える一族だったはずのお前は、死を目前にして誘ゆう惑わくに負け、古木を呼んだ」

「妖樹にとって誤算があったとすれば、そうじゃのう。昔話とは違ちがって、もう人間は既すでに、不死よりも大事にするものを持っておる。まあ、少なくともそう思い込まされておる。そうそう誰だれも彼もを服従させることはできんわいな」

　語りの虫を抑おさえきれなかったのか、こっそり声をあげる霊魂ベロ。シンシアルータがちらと見やると、震え上がって目を逸そらす。もごもごと付け足した。

「パンフレットで読んだんじゃ」

　なんのことかはよく分からなかったが、ともあれ恐きよう怖ふを振ふりまくのは良い気分だった。魔法使いには共通してある感情だろう。続けてその悪意を巫女へと突つき付ける。言ったことはベロの発言の繰くり返しだったが。

「暗黒時代を経て人間は、死ぬことの意味まで見みい出だすようになっている。餌えさを与あたえればそれで良かった大昔とは違う。古木を呼んだお前自身ですら死し霊りようとなって警告を続けている、エキータ。甦よみがえりの種はもう昔ほど人を縛しばれない」

「なにを言っている。お前らに都合の良い話など、聞いていられるか」

　エキータはかぶりを振りつつ後あと退ずさりし、古木の幹に背を預けた。

　シンシアルータは追いかけるように唇くちびるから言葉を吐はいた。

「いいえ。その古木自身から聞き出したことだから本当。お前が余計なことに気を取られてる間にね」

「古木様から？　古木様がお前と話をするなど……」

　怒りが言葉に火をつけたか。それまでよりは勢いよく、エキータが言いかける。だが魔女の囁ささやきは即そく座ざにそれを鎮ちん火かした。

「なめるんじゃあない。世界に不要とされた妖樹と、たかだかその操あやつり人形が」

　身体に変調を覚える。なにかが終わろうとしているのを感じていた。それは至福の時を終わらせることでもあったが、揺りかごにもどるような安あん堵どもあった。

「まったく。甦りの種だか知らないけれど、人を勝手に元の姿にもどすなんてね」

　ベロがいなくなった。魔法が解けて付け髭ひげにもどったのだろう。どむーんはまだ変わらず彼女にしがみついたままだ。

　変化を感じ取ったのは古木の巫女も同じだろう。胸を押さえて喪そう失しつ感と正気とを争っているのが見て取れる。苦く悶もんに自じ嘲ちようを重ね、歪ゆがんだ笑えみの中、エキータが口走った。

「それが悪いとでも？」

「いいえ。でも魔女の最も神聖な誓ちかいに横やりを入れるなんて、愚ぐ行こうにもほどがある。身の程ほどを知れ、ドラサルバ！」

「貴様、古木様の名前を」

「消えろ」

　消えた。

　森にあったほとんどすべてが消え失うせた。まずはエキータが消えた。続いて波は紋もんが広がるかのごとく、周りの妖よう樹じゆが消えていく。ほとんどが甦りの種で生き返ったものだったのだろう。

　最後の一いつ瞬しゆんに魔女が放った呪のろいの言葉は、ただの一言で巨きよ大だいな妖樹をへし折った。粉々に砕くだいて木こっ端ぱの山になるまで打ち砕く。森を支配していた大妖樹もこれで終わりだろう。甦りの魔法は解かれ、古木の伝承を伝える家系も途と絶だえ、古木自身も滅ほろびた。もうどうすることもできまい。

　シンシアルータもその姿を消した。代わりに現れたのは黒い毛並み、長い尻尾しつぽ、尖とがった耳、髭。どむーんを支えきれずに、浮ふ揚ようの魔法も解けた。着地したどむーんの頭の上に、今度はブリアンがしがみつく。

　消えたのはそれだけではない。身体からだの隅すみ々ずみまで行き渡わたる魔法の陶とう酔すい感すらも失せ、残るのは断絶からもたらされる無力感と孤こ独どくだった。だが……

　魔女の姿でいるより大切なことがあれば、こうするより仕方がないではないか。







[image: 場面十六　もうそこは古木の森ではなく]







　地面に寝ね転ころがったまま、少し気絶していたのか。

　あるいは死を覚かく悟ごして本当に死んだつもりになっていたのかもしれない。シャンクは目を開けて広い空を、木の牢ろうで見上げたあの異様な空を見上げた時には、自分が死んだものと半ば信じかけていた。

　だが生きていた。風景は様変わりしているものの、古木の森である。彼が倒たおれているのは枯かれた木の根の上である。黒く柔やわらかいものが、顔の横にいるのを感じていた。虚きよ脱だつ感の中、眼球だけ動かしてそちらを見やる。黒くろ猫ねこだった。

　記き憶おくが混こん濁だくし、わけが分からないながら、それが自分とは無関係のただの猫だとは思わなかった。でなければこんなことは訊たずねなかったろう。

「今、顔を舐なめたか？」

「いいや」

　猫はきっぱりと否定する。シャンクは顔をしかめて繰り返した。

「舐めたろ」

「そんなことするわけがない。猫じゃあるまいし」

「どうしてそういう気持ち悪いことするんだよ」

「してないって言ってるだろ」

　最後には猫は不ふ機き嫌げんに後退した。ぴょんと飛び乗ったのは、その後ろに控ひかえていたどむーんの肩かたの上である。黒猫がこんな風にどむーんに運ばれるのは、どむーんに捕つかまえられた時でなければ、ブリアンが疲つかれている場合だった。つまりなにかあって今も疲れているのだろう。心なしか声にも元気がないようだった。

　シャンクは立ち上がって、あたりを見回した。

　妖樹が密集していたあの森は跡あと形かたもなく、広大な地面にぽつりぽつりと妖樹が点在するだけに変わり果てていた。空も大地も広くなれば、巨大な木々もひどく小さく感じられた。最初に触ふれていた木の根の上で背せ伸のびして眺ながめてみると、そこから繫つながる妖樹はひときわ大きい……が、それも見てみれば、本体は横よこ倒だおしになって無む惨ざんに破は壊かいされている。これが古木で、今は死んでいるのだろう。魔法を解かれただけでこうなったとは信じがたいが、あまり考えても仕方なさそうだ。

　頭の中に霞かすみがかかったような不審感がある。シャンクはそのまま、それを口に出した。

「なんで俺、生きてるんだ。甦よみがえりの魔法は解けたんだろ」
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　ブリアンに訊きいたところで分かるはずもなかろうが。いつもの癖くせで、この手のことを質問する相手は黒猫である。

「さあね」

　案の定ブリアンは無愛想に否定するだけだった。と、ようやくもっと先に訊ねるべきだった事こと柄がらに辿たどり着く。シャンクはブリアンの顔をまじまじと見やった。

「なんでここに？」

「なんでと言われても。ずっといたよ」

　どむーんの肩から頭の上に移り（高さ的に、そっちのほうが話しやすかったのだろう）、ブリアンがあっさり言ってくる。シャンクはますます分からなかったが。

「ずっと？」

　と、考えてから思いつく。

「もしかして、あの竜りゆうを呼んだり助けてくれたのって、やっぱりお前か？」

「やっぱりってなにさ」

　ブリアンの尻尾しつぽが、ゆらりと振ふれる。

　変なところを指し摘てきされてシャンクは口ごもった。

「いや、深い意味はないけど……やっぱりはやっぱりだろ」

　なんとなく答えをはぐらかされたような気もしたが、これ以上訊いたところで意味もなさそうである。

　まっさらになった森、いやもはや森とも呼べない荒こう野やだが、無む駄だな広さを感じれば感じるだけ胸に紛まぎれ込む不安も増した。問題がある。

「これ、どうやって元の世界にもどればいいんだ？」

　例の苗なえ木ぎは見当たらない。古木の魔ま法ほうが解ければ、それもついでになくなってしまうだろうとは思っていたのだが。

　ブリアンが伸のびをする。

「次元の門を開くしかないかな。でも元の世界につながってくれるかな」

　それほど困った様子もないわりに、あまり安全でもない解決策を言うのがこの猫の癖だ。シャンクは顔をしかめた。

「すっげー不安になってきた」

「まあなんとかなるよ。十回に一回くらいは成功するし。でも八回に一回は冥めい獄ごくにつながるかもしれないし、七回に一回は空気のないとこに飛び出る仕様だけど」

「確率が分かりにくい上にわりと致ち命めい的なこと言われてる気がする」

　そんなことを言い合っているうちに。

　なにかが聞こえてきた気がした。遠くから。というより、足元から。

　ずずずずず……と地鳴りが最高潮に達したあたりで、轟ごう音おんに化けた。大地を割って地中から黄金の蛇へびが姿を現す。土ど砂しやを吹ふき飛ばし鎌かま首くびをもたげるその巨きよ体たいは距きよ離り感を狂くるわせた。が、それでもそう離はなれてはいない。

　多分、妖よう樹じゆの攻こう撃げきを避さけて地中を進んでいたのだろう。忘れていたわけでもなかったが、まだ残っているとも思っていなかった。

「あ」

　それを見て、ブリアンが声をあげている。

「元の場所に返すの忘れてた」

「じゃあ返してくれよ」

　半眼でシャンクが促うながすが。

　黒くろ猫ねこは、さっとあさってのほうを向いた。ぽつりとつぶやきだけを残して。

「返せないんだ……今は」

「…………」

　絶句する中、蛇は怒いかりに満ちた眼まな差ざしをこちらへと向けてくる。

「ちなみにぼくは竜の呪いを受けてるから、あれは死ぬまで追ってくるんじゃないかと」

「なんで仲間と合流するたびに危険度が増すんだー！」

　どむーんの手を引いてシャンクが全速力で駆かけ出すと、ブリアンはシャンクの肩に飛び乗ってきた。




　そんなに慌あわてることもないのにとブリアンは思っていた。今回呼び出した竜は、大きさはそこそこあるが、知能も低く、逃にげるのはさほど難しくない。

　どちらかというともっと別のところで、ブリアンは疑問に思うことがあった。

　ドジを踏ふんだこの秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくを生き返らせた時、彼はほとんど丸まる腰ごしだったはずだ。いつもお飾かざりで持ち歩いている剣けんの他ほかにはほとんど武器を使い果たしていた。

　その後、ブリアンはすぐにその場から離れざるを得なかった……彼が仲間の秘儀盗賊を撃げき退たいする手伝いまでしてしまえば、さすがに度を超こし過ぎる。あとは運を天に任せるしかなかったのだが、それだけに不思議には感じるのだ。彼はどうやってあのふたりを退けたのだろう？

　とはいえそれは些さ事じでしかない。なんとかしたのだろう。だが、もしかすれば。

（なにか秘密を持ってるのか？　このぼくに。生意気な）

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　黒猫は次元門を開くため、呪じゆ文もんを叫さけんだ。

　シャンクの行く手に人間大の、楕だ円えんを縦にした渦うず模様の穴が出現する。それが目的の世界に繫つながっているのかどうか、それは入ってみるまで分からない。ついでに、その世界のどの場所に行くことになるのかも不明なのだが。

　呪いの姿にもどらなければこんな呪文は使わずに済む。それでもブリアンは認めざるを得なかった。

（これが嬉うれしくてしょうがないんだ！）

　頼たよりにならない秘儀盗賊の肩かたの上で、頼りにならない呪文に頼っている。何ど処こへ行くか分からない門に飛び込む。

　全員が一いつ斉せいにあげた叫び声は、歓かん声せいとも区別がつかなかった。







　あとがき







　あとがきです。地味にコツコツ頑がん張ばっていこうと思っていたら、今回また１ページになってしまいました。こんなことでは、前回あとがき行数ずれたこと系の無む駄だ話とかもあんまりできません。すみません分かりにくい書き方したわたしが全部悪いんです。もうこれからはオーソドックスに生きます。もみあげを伸のばしてテキサス男になります。アラモを忘れません。でもサンタ・アナに同情しちゃいけないでしょうか。

　わけが分からなくなっているうちに行数の終わりは近づいてきます。また途と中ちゆうで終わったりすると今度こそ怒おこられそうな気がするので注意せねばなりません。なんかもみあげが伸びて行数無駄遣づかいしてる気がしますし、やっぱりよく分かんないですがそろそろ引き上げます。

　それではまた次回の巻末でお会いできることを願いつつ。それではー。
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